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建 設 関 連 団 体 ト ッ プ の 新 春 あ い さ つ

行 政 や 建 設 関 連 団 体 の ト ッ プ が 新 年 の 抱 負 、
メ ッ セ ー ジ を 披 露
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県 内 各 地 域 に お け る 2 4 年 の 主 要 事 業

2 0 2 4 年 以 降 に 工 事 発 注 と な る 、 県 内 各 地 域 の
大 型 事 業 な ど を 紹 介 す る 。

県 内 各 地 で 進 む 民 間 建 築 工 事 � 　

活 発 化 す る 県 の 工 業 団 地 開 発 � 　８

定 住 促 進 へ 進 む 住 宅 整 備 � � � 　９

い ば ら き の 公 園 整 備 事 業 � � � 　1 0

交 流 の 要 「 に ぎ わ い 施 設 」 � � � 　1 1

1 8

本 日 の 天 気
最 高 気 温

最 低 気 温

＝ の ち

天 気 下 の 数 字 は 降 水 確 率 （ ％ ）
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● 笠 間 警 察 署 ＝ 笠 間 市 笠 間 の 国 道 5 0 号 ほ
か ２ カ 所

● 太 田 警 察 署 ＝ 常 陸 太 田 市 下 河 合 町 の 国
道 ３ ４ ９ 号 ほ か ２ カ 所

● 日 立 警 察 署 ＝ 日 立 市 石 名 坂 町 の 県 道 ほ
か ３ カ 所

● 鹿 嶋 警 察 署 ＝ 鹿 嶋 市 宮 中 の 市 道 ほ か ２
カ 所

● 稲 敷 警 察 署 ＝ 稲 敷 市 堀 之 内 の 県 道 ほ か
２ カ 所

● つ く ば 警 察 署 ＝ つ く ば 市 研 究 学 園 の 市
道 ほ か ３ カ 所

● 桜 川 警 察 署 ＝ 桜 川 市 中 泉 の 市 道 ほ か ２
カ 所

● 結 城 警 察 署 ＝ 結 城 市 古 宿 新 田 の 県 道 ほ
か ２ カ 所

● 常 総 警 察 署 ＝ つ く ば み ら い 市 小 張 の 県
道 ほ か ２ カ 所

交  通 安 全 指 導 ・ 取  締 り 情  報

新 春 特 集 号

2 0 2 4 年

恵 雨 も た ら す 龍 の 年　
◆ 『 龍 天 に 昇 る 』 と い う 季

語 が あ る 。 龍 は 春 分 の 頃 に 天に 昇 る 、 と い う 中 国 の 故 事 が由 来 だ 。 天 に 昇 っ た 龍 は 、 地

上 に 雨 を も た ら す と い う 。 今 年 の 干 支は 辰 年 。 天 を 揺 る が す ほ ど の 力 を 持 つ生 き 物 の 年 だ 。 こ れ か ら 龍 が 降 ら せ る雨 は 恵 み の 雨 か 、 そ れ と も ◆ ２ ０ ２ ４年 、 時 間 外 労 働 の 上 限 規 制 適 用 ま で 約３ カ 月 を 切 っ た 。 と に か く 適 応 の す べを 探 る ほ か な い 状 況 だ 。 課 題 は 多 いが 、 こ れ を 好 機 と す る こ と も で き る はず 。 改 革 に 挑 む 人 の 足 が 、 前 へ 前 へ と軽 快 に 進 む こ と を 祈 る ◆ 年 明 け 早 々 には 、 北 陸 で 大 地 震 が 発 生 し 、 羽 田 空 港で は 航 空 機 の 衝 突 事 故 が 起 き た 。 新 聞も テ レ ビ も 、 痛 ま し い ニ ュ ー ス に 溢 れて い る 。 年 始 の 華 々 し い 雰 囲 気 に 影 が落 ち る な か 、 救 助 活 動 や 道 路 の 復 旧 など に 尽 力 す る 人 々 が い る こ と を 忘 れ ずに い た い ◆ 新 た な 年 は 、 不 安 の 多 い 幕開 け と な っ た 。 未 知 数 の 未 来 へ の 恐 怖心 も あ る 。 し か し 、 歩 ん だ 先 で 待 っ てい る か も し れ な い 希 望 を 信 じ 、 一 歩 踏み 出 す こ と が 、 ま ず は 小 さ な 糧 と な るは ず 。 こ れ 以 後 は 、 世 界 中 す べ て の 人の 頭 上 に 恵 み の 雨 が 降 り 注 ぎ 、 き ら めく 年 に な る こ と を 祈 る 。
�

（ Ｓ ）

【 2 0 2 4． 0 1． 0 5 】

　
東 関 東 自 動 車 道 水 戸 線

は 、 起 点 の 常 磐 自 動 車 道 三郷 Ｊ Ｃ Ｔ か ら 千 葉 県 北 部 を横 断 し 、 本 県 東 部 を 北 上 し

て 北 関 東 自 動 車 道 茨 城 町 ＪＣ Ｔ ま で の 延 長 約 １ ４ ３ ㎞を 結 ぶ 高 規 格 幹 線 道 路 。 本県 区 間 は 茨 城 町 Ｊ Ｃ Ｔ ～

鉾 田 Ｉ Ｃ ま で の 延 長約

1 8㎞ が 供 用 し て い

る 。　
事 業 中 の 潮 来 Ｉ Ｃ

～ 鉾 田 Ｉ Ｃ 間 （ 延 長
3 0・ ９ ㎞ ） は １ ９ ９

７ 年 に 基 本 計 画 が 決定 。 ２ ０ ０ ９ 年 度 から 事 業 化 し た 。 施 行主 体 は 国 土 交 通 省 常総 国 道 事 務 所 と ネ クス コ 東 日 本 （ 潮 来 バイ パ ス 並 行 区 間 は 常陸 河 川 国 道 事 務 所 ）  。主 な 工 事 は 国 が 行

い 、 ネ ク ス コ 東 日 本 は 舗 装や 設 備 な ど を 担 当 す る 。　
車 線 数 は 全 区 間 ４ 車 線 。

国 は

2 5～

2 6年 度 に 暫 定 ２ 車

線 で 同 区 間 を 開 通 さ せ る 見通 し を 示 し て い る 。 ４ 車 線化 に つ い て は 、 交 通 量 の 増加 に 応 じ て 着 手 す る と し てい る 。 こ れ は 圏 央 道 の 本 県区 間 も 同 様 で 、 暫 定 ２ 車 線で の 全 線 開 通 後 、 交 通 量 が多 く 、 交 通 事 故 も 多 発 し てい る た め 、 現 在 は ４ 車 線 化工 事 が 進 め ら れ て い る 。　
幅 員 は 土 工 部 が 暫 定

1 3・

５ ｍ （ 完 成

2 0・ ５ ｍ ）  、 橋

梁 部 が 暫 定

1 2ｍ （ 完 成

2 0・

５ ｍ ）  。 規 格 は 高 速 自 動 車国 道 （ 第 １ 種 第 ３ 級 ）  。 設

計 速 度 は

8 0㎞ ／ ｈ 。 交 通 計

画 量 は ９ ６ ６ ０ ～ １ 万 ３ ００ 台 ／ 日 。 区 間 内 に は 、 鉾田 Ｉ Ｃ の 南 側 に （ 仮 称 ） 北浦 Ｉ Ｃ 、 そ の 南 側 に （ 仮　
圏 央 道 の 本 県 区 間 は ２ ０

１ ７ 年 ２ 月 に 全 線 が 暫 定 ２車 線 で 全 線 開 通 し た 。 延 長は

7 0・ ４ ㎞ 。 標 準 幅 員

2 3・

５ ｍ 。 利 用 す る 車 両 は 順 調

称 ） 行 方 Ｐ Ａ 、 そ の 南 側 に（ 仮 称 ） 麻 生 Ｉ Ｃ が 設 置 され る 。　
開 通 に よ り 北 関 東 道 や 圏

央 道 な ど と 連 携 し 、 首 都圏 ・ 北 関 東 ・ 東 関 東 を 結 ぶ広 域 的 な 高 速 道 路 ネ ッ トワ ー ク が 形 成 さ れ 、 空 港 や港 湾 な ど へ の ア ク セ ス の 向上 、 災 害 時 の 代 替 路 の 確保 、 地 域 経 済 の 活 性 化 な どが 期 待 さ れ る 。 所 要 時 間 の短 縮 に つ い て は 、 国 道

5 1号

を 通 る ル ー ト は 平 均

6 2分

（ 最 大

8 2分 、 最 小

4 7分 ） 必

要 だ が 、 東 関 道 ル ー ト で あれ ば 平 均

3 1分 （ 最 大

3 9分 、

最 小

2 3分 ） に 短 縮 さ れ る と

試 算 さ れ て い る 。　
周 辺 に は 茨 城 空 港 や 鹿 島

港 、 茨 城 港 が あ り 、 既 存 の工 業 団 地 な ど も 立 地 。 周 辺地 域 と の ア ク セ ス 強 化 に よに 増 加 し 、 物 流 や 観 光 が 活発 化 。 沿 線 の 企 業 立 地 が 促進 さ れ て い る 。　
一 方 、 暫 定 ２ 車 線 の デ メ

リ ッ ト も 出 て き て い る 。 開通 後 の 調 査 に よ る と 、 東 北道 と の 接 続 部 周 辺 で は 平 日夕 方 の ピ ー ク 時 に 旅 行 速 度が

3 0㎞ ／ ｈ 以 下 と な る な

ど 、 慢 性 的 な 渋 滞 が 発 生 。事 故 に よ る 交 通 規 制 も

4 0件

発 生 し 、 こ の う ち

1 5件 が 通

行 止 め と な っ た 。　
こ の た め 国 は 早 々 に ４ 車

線 化 の 方 針 を 打 ち 出 し 、 昨年 ３ 月 ま で に 、 つ く ば Ｊ ＣＴ ～ つ く ば 牛 久 Ｉ Ｃ 間 、 境古 河 Ｉ Ｃ ～ 坂 東 Ｉ Ｃ 間 が ４車 線 化 さ れ た 。 見 通 し に よれ ば 、

2 4年 度 ま で に 幸 手 Ｉ

Ｃ ～ 五 霞 Ｉ Ｃ 間 （ Ｌ ４ ・ ２㎞ ）  、 つ く ば 中 央 Ｉ Ｃ ～ つく ば Ｊ Ｃ Ｔ ～ 牛 久 阿 見 Ｉ Ｃ間 （ Ｌ

1 1・ ９ ㎞ ）  、 阿 見 東

Ｉ Ｃ ～ 稲 敷 Ｉ Ｃ 間 （ Ｌ ６ ・

り 、 さ ら な る 需 要 拡 大 や 輸送 の 利 便 性 向 上 な ど が 図 られ る こ と に な る だ ろ う 。　
東 関 道 は 災 害 や 事 故 で 常

磐 道 が 通 行 止 め に な っ た場 合 の 代 替 路 と し て の 役 割も 担 う 。 東 日 本 大 震 災 発 生後 、 常 磐 道 や 国 道

5 1号 で は

盛 土 の 崩 落 な ど に よ っ て 一部 が 通 行 不 能 と な っ た 。 東関 道 が 全 線 開 通 す れ ば 、 仮　 （ 仮 称 ） 北 浦 Ｉ Ｃ ～ （ 仮称 ） 麻 生 Ｉ Ｃ 区 間 内 に は 、道 路 利 用 者 の 疲 労 緩 和 やサ ー ビ ス 向 上 に つ な が る 休憩 施 設 、  （ 仮 称 ） 行 方 Ｐ Ａの 設 置 も 検 討 さ れ て い る 。　
場 所 は 谷 地 形 や 支 障 物

件 、 遺 跡 （ 中 林 遺 跡 、 笹 塚０ ㎞ ） が ４ 車 線 化 。 残 る 五霞 Ｉ Ｃ ～ 境 古 河 Ｉ Ｃ 間 （ Ｌ６ ・ ９ ㎞ ） な ど は

2 5～

2 6年

度 開 通 を 見 込 む 。　
工 事 は 国 と ネ ク ス コ 東 日

本 が 一 体 と な っ て 推 進 中 。現 在 は 未 開 通 の 各 区 間 で 上部 ・ 下 部 工 、 土 工 な ど が 順調 に 実 施 さ れ て い る 。 常 総国 道 事 務 所 分 の 大 型 工 事 はほ ぼ 発 注 済 み で 、 今 後 は 残る 雑 工 事 な ど を 進 め て い くこ と に な る と い う 。 担 当 者は 「 こ ん な に 早 く ４ 車 線 化さ れ る と は 思 わ な か っ た 」と 驚 き を 隠 さ な い が 、 圏 央道 は そ れ だ け 重 要 な 道 路 だと い う こ と だ ろ う 。 目 標 とさ れ る

2 5～

2 6年 度 ま で の ４

車 線 化 が 、 一 日 も 早 く 訪 れる こ と を 期 待 し た い 。　
ま た 、 坂 東 Ｐ Ａ に は 県 内

初 、 圏 央 道 初 と な る 「 坂東 Ｐ Ａ ハ イ ウ ェ イ ・ オ ア シス 」 が 設 置 さ れ る 。 高 速 道

に 常 磐 道 が 通 行 止 め に な った と し て も 、 東 関 道 経 由 で茨 城 ～ 東 京 間 を 行 き 来 でき 、 物 流 も 維 持 で き る 。　
救 急 救 命 活 動 の 支 援 に も

効 果 的 で 、

2第 ３ 次 医 療 施

設 へ の 搬 送 時 間 の 短 縮 も 図ら れ る 。 特 に 鹿 嶋 市 や 神 栖市 周 辺 で は 、

1 0分 以 上 の 時

間 短 縮 が 見 込 ま れ る 。　
さ ら に 、 整 備 効 果 と し て

遺 跡 ） を 避 け 、 県 道 水 戸 鉾田 佐 原 線 と の 交 差 箇 所 の 西側 （ 行 方 市 青 沼 ） が 有 力 。　
上 下 線 の 片 側 集 約 型 と

し 、 駐 車 場 は 上 り 線 と 下 り線 に

3 7台 （ 乗 用 車

1 2台 、 大

型 車

2 5台 ） ず つ 整 備 す る 。

ト イ レ の 数 は 検 討 中 。 高 速

地 域 の 観 光 振 興 の 支 援 と いう 側 面 も あ る 。 本 県 の 海 岸沿 い に は 、 ア ク ア ワ ー ル ド大 洗 や 涸 沼 、 鹿 島 神 宮 など 、 豊 か な 自 然 と 多 く の 観光 ス ポ ッ ト が あ り 、 こ れ らの 観 光 地 へ の ア ク セ ス 向 上が 図 ら れ れ ば 、 周 辺 地 域 への 周 遊 が 可 能 と な り 、 観 光産 業 の 活 性 化 に 寄 与 す る こと が 期 待 さ れ る 。バ ス 停 留 所 に つ い て は 、 バス 事 業 者 か ら 設 置 要 望 があ っ た 場 合 に 関 係 機 関 と 協議 す る と し て い る 。　
ま た 、 南 側 に は 行 方 市 が

整 備 予 定 の 地 域 振 興 施 設 も計 画 さ れ て お り 、 歩 行 者 が行 き 来 で き る よ う に す る 。ア ク セ ス は 水 戸 鉾 田 佐 原線 。　
詳 細 は 未 定 だ が 、 地 産 品

の 販 売 施 設 や フ ー ド コ ート 、 防 災 倉 庫 な ど の 設 置 が検 討 さ れ て い る も よ う 。 地元 の 農 産 物 な ど の 地 域 資 源を 有 効 活 用 し 、 地 域 振 興 がよ り 一 層 、 促 進 さ れ る 拠 点と な る こ と が 期 待 さ れ て いる 。

（ 仮 称 ）坂
東

P A

Ｉ Ｃ

神 崎I C

茨 城 県 7 0 .4 ㎞

Ｌ ＝ 1 0. 6 ㎞

R 7 ～ 8 年 度 ※

Ｌ ＝ 1 1. 9 ㎞

R 6 年 度 ま で

Ｌ ＝ 1 9. 4 ㎞
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Ｌ ＝ 9. 1 ㎞

R 5 年 3 月 3 1 日
4 車 線 運 用 開 始

Ｌ ＝ 5. 9 ㎞

R 7 ～ 8 年 度 ※

Ｌ ＝ 6 ㎞

R 6 年 度 ま で

江 戸 崎
Ｐ Ａ

※ ： 借 地 契 約 等 が 速 や か に 完 了 す る 場 合

中 川

日

Ｌ ＝ 6. 9 ㎞

R 7 ～ 8 年 度 ※

開 通 済
凡 例

事 業 中

境 古 河 Ｉ Ｃ 坂
東

I C

常 総

I C

つ く ば 中 央

I C

つ く

ば

J C T

つ く ば 牛 久

I C
牛 久 阿

見

I C

阿
見
東

I C

稲 敷 Ｉ Ｃ

稲 敷 東 Ｉ Ｃ

五 霞 Ｉ Ｃ

（ 仮 称 ）つ く ば

SI C

都 圏 中 央 連 絡 自 動 車 道 （ 圏央 道 ） の 事 業 を 担 当 し て いま す 。　
東 関 道 水 戸 線 の 延 長

3 0・

９ ㎞ に つ い て は 、 令 和 ７ ～８ 年 度 開 通 を 目 指 し 改 良 工事 等 を 推 進 し て い ま す 。 また 、 令 和 ５ 年 ７ 月 に 、 行 方パ ー キ ン グ エ リ ア （ 仮 称 ）の 設 置 位 置 を 決 定 致 し ま した 。　
牛 久 土 浦 Ｂ Ｐ の 延 長

1 5・

３ ㎞ に つ い て は 、 ５ ・ ２㎞ が 暫 定 ２ 車 線 で 開 通 し てお り ま す 。 Ⅱ 期 区 間 の 延 長４ ・ ６ ㎞ に つ い て は 改 良 工事 等 、 Ⅲ 期 区 間 の 延 長 ５ ・５ ㎞ に つ い て は 用 地 買 収 等を 推 進 し て い ま す 。　
圏 央 道 の 久 喜 白 岡 Ｊ Ｃ Ｔ

～ 大 栄 Ｊ Ｃ Ｔ 間 の 延 長

9 2・

２ ㎞ に つ い て は 、 令 和 ７ 年度 か ら ８ 年 度 ま で の 全 線 開通 を 目 指 し 東 日 本 高 速 道 路

株 式 会 社 と と も に ４ 車 線化 事 業 を 推 進 し て お り ます 。 ま た 、 神 崎 パ ー キ ング エ リ ア （ 仮 称 ） に つ いて は 、 内 回 り は 令 和 ７ 年度 、 外 回 り は 令 和 ７ 年 度か ら ８ 年 度 の 供 用 を 目 指し 、 改 良 工 事 を 推 進 し てい ま す 。　
最 後 に な り ま す が 、 事

業 の 実 施 に あ た っ て は 、地 域 の 皆 様 と 連 携 し 、 地域 の 発 展 に 貢 献 し て 参 りた い と 考 え て い ま す ので 、 皆 様 の よ り 一 層 の ご理 解 と ご 協 力 を お 願 い 申し 上 げ 、 新 年 の 挨 拶 と させ て い た だ き ま す 。

　
令 和 ６ 年 の 年 頭 に あ た

り 、 謹 ん で 新 春 の ご 挨 拶を 申 し 上 げ ま す 。 ま た 、日 頃 よ り 常 総 国 道 事 務 所の 事 業 推 進 に あ た り 、 ご理 解 と ご 協 力 を 賜 り 、 厚く 御 礼 申 し 上 げ ま す 。　
当 事 務 所 で は 、 東 関 東

自 動 車 道 （ 東 関 道 ） 水戸 線 の 潮 来 Ｉ Ｃ ～ 鉾 田 ＩＣ 、 国 道 ６ 号 牛 久 土 浦 バイ パ ス （ Ｂ Ｐ ） お よ び 首

国 土 交 通 省 常 総 国 道 事 務 所
所 長

　
浜 谷

　
恒 平 氏

ご あ い さ つ

　
人 々 の 暮 ら し を 激 変 さ せ る 可 能 性 を 秘 め る 高 速

道 路 。 県 内 で は 圏 央 道 ４ 車 線 化 と 東 関 道 水 戸 線 の整 備 が 、 国 や Ｎ Ｅ Ｘ Ｃ Ｏ 東 日 本 の 事 業 で 進 め ら れて い る 。 圏 央 道 は 五 霞 Ｉ Ｃ ～ 境 古 河 Ｉ Ｃ 区 間 、 つく ば 中 央 Ｉ Ｃ ～ 牛 久 阿 見 Ｉ Ｃ 区 間 、 阿 見 東 Ｉ Ｃ～ 稲 敷 Ｉ Ｃ 区 間 が ２ ０ ２ ４ 年 度 ま で に 開 通 す る 見通 し と な っ て お り 、

2 5～

2 6年 度 に は 全 線 ４ 車 線 化

の 完 了 が 見 込 ま れ て い る 。 東 関 道 水 戸 線 も

2 5～

2 6

年 度 の 開 通 （ 暫 定 ２ 車 線 ） が 予 定 さ れ 、 こ れ ら のネ ッ ト ワ ー ク が 概 成 す れ ば 、 本 県 の 未 来 に 新 し い景 色 が 広 が る こ と に な る だ ろ う 。 道 路 網 の 整 備は 地 元 の み な ら ず 、 物 流 や 観 光 、 緊 急 時 の 通 行 など 、 様 々 な 面 で 大 き な 影 響 を 及 ぼ す た め 、 一 日 も早 い 開 通 が 待 ち 望 ま れ て い る 。

路 と 一 般 道 路 の 両 側 か ら 利用 が 可 能 で 、 休 憩 施 設 や 防災 拠 点 、 観 光 拠 点 な ど の 役割 を 担 い 、 地 域 振 興 の 中 心と な る こ と が 期 待 さ れ る 。　
地 元 ・ 坂 東 市 は 、 調 整

池 、 駐 車 場 、 売 店 を は じめ 、 飲 食 店 等 の 機 能 を 備 える 複 合 施 設 や 備 蓄 倉 庫 な どの 整 備 を 計 画 し て い る 。

東 関 道 水 戸 線未 来 へ 新 し い 景 色

 

2 5～

2 6年 度 に 開 通

潮 来 Ｉ Ｃ

か
　

　
ら

鉾 田 Ｉ Ｃ 間

 行 方 Ｐ Ａ の 設 置 検 討

北 浦 Ｉ Ｃ

か
　

　
ら

麻 生 Ｉ Ｃ 間

圏 央 道４ 車 線 化

 順 次 開 通

ハ イ ウ ェ イオ ア シ ス

 坂 東 Ｐ Ａ に 県 内 初
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
は
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ

情
勢
な
ど
、
新
た
な
分
断
と
協
調
が
進

む
世
界
情
勢
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
驚
異
的
な

進
歩
、「
地
球
沸
騰
化
時
代
」
の
到
来

な
ど
、
新
た
な
事
象
に
次
々
と
直
面
す

る
中
で
、
長
引
く
物
価
高
騰
や
急
激
な

人
口
減
少
な
ど
、
私
た
ち
は
今
、
将
来

を
見
通
す
こ
と
が
困
難
な
時
代
の
転
換

点
に
立
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
時
代
の
荒
波
を
乗
り
越
え

て
い
く
た
め
に
は
、「
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
基
盤
」
の
確
保
が
不
可
欠
で

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
皆
様
方
に
は
平
素
よ
り
、
茨
城
県
議
会
に
対

し
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
が
進
む

一
方
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
や
円

安
を
要
因
と
す
る
物
価
高
騰
の
長

期
化
な
ど
が
県
民
生
活
や
地
域
経

済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お

り
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、

気
候
変
動
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、

我
々
は
様
々
な
課
題
に
直
面
し
て

あ
り
、
な
か
で
も
、
昨
年
発
生
し
た
令
和
５
年
台
風

第
13
号
な
ど
、
近
年
、
頻
発
化
・
激
甚
化
す
る
自
然

災
害
か
ら
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
は
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
県
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
両
面
か
ら
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
に
向

け
た
対
策
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
活
力
を
維
持
・
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
そ
の
基
盤
と
な
る
道
路
や
港

湾
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　
引
き
続
き
、「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸

せ
な
県
」
の
実
現
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

な
お
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

自
ら
未
来
を
切
り
拓
く
茨
城
づ
く
り

活
力
あ
る
茨
城
の
実
現

県知事

県議会議長

大井川　和彦

半村　　登

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
国
際
情
勢
の
変
化
や
、
異
常

気
象
の
頻
発
化
な
ど
、
農
林
水

産
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
不
安

定
な
状
況
が
続
い
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
も
本
県
農
林

水
産
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現

さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
負
け
な
い
、
よ

り
強
い
農
林
水
産

業
へ
の
構
造
転
換

を
強
力
に
推
し
進

め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。

　
農
業
で
は
、
本

県
農
業
の
構
造
改

革
を
加
速
す
る
た

め
、
概
ね
30
年
後

を
見
据
え
た
政
策

の
方
向
性
を
示
す

「
茨
城
農
業
の
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

昨
年
５
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
れ
に
基
づ
き
、
①

意
欲
あ
る
担
い
手
が
け
ん
引
す

る
農
業
構
造
へ
の
転
換
、
②
収

益
性
の
高
い
農
業
構
造
へ
の
転

換
を
２
つ
の
柱
と
し
て
、
本
県

農
業
の
収
益
性
を
上
げ
る
た
め

の
構
造
改
革
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
林
業
で
は
、
引
き
続
き
、
規

模
拡
大
に
意
欲
的
な
林
業
経
営

体
へ
の
森
林
経
営
の
集
約
化
を

進
め
る
と
と
も
に
、
森
林
湖
沼

環
境
税
等
を
活
用
し
、
こ
う
し

た
経
営
体
に
対
し
て
、
再
造
林

な
ど
の
森
林
整
備
や
ス
マ
ー
ト

林
業
技
術
等
の
導
入
を
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
立
し
た
林

業
経
営
の
確
立
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　
水
産
業
で
は
、
沿
岸
漁
業
に

お
け
る
効
率
的
な
生
産
体
制
の

構
築
や
、
企
業
的
経
営
体
の
育

成
に
加
え
、
養
殖
産
業
の
創
出

に
向
け
た
技
術
開
発
や
参
入
支

援
に
取
り
組
む
ほ
か
、
漁

港
の
生
産
・
流
通
基
盤
強

化
を
図
る
た
め
、
大
規
模

水
産
加
工
場
の
立
地
促
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

本
県
農
林
水
産
業
の

�

成
長
産
業
化

県農林水産部長

上野　昌文

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

清
々
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
９
月
に
発
生
し
た
令
和
５

年
台
風
第
13
号
な
ど
、
近
年
、
激

甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然
災
害
か

ら
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る

「
災
害
・
危
機
に
強
い
県
づ
く
り
」

は
、
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
人
口
減
少
が

進
む
中
で
も
、
地
域

の
活
力
を
維
持
・
発

展
さ
せ
て
い
く
た

め
、
道
路
や
港
湾
な

ど
の
整
備
に
取
り
組

み
、「
活
力
の
あ
る

イ
ン
フ
ラ
と
住
み
続

け
た
く
な
る
ま
ち
」

づ
く
り
を
着
実
に
進

め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
流
域
全
体
で
あ
ら

ゆ
る
関
係
者
が
協
働
し
て
治
水

対
策
に
取
り
組
む
流
域
治
水
を
は

じ
め
と
し
た
防
災
・
減
災
対
策
を

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
推
進

す
る
と
と
も
に
、
高
速
道
路
や
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の
整
備
促
進
な
ど
広

域
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
を

図
り
、
本
県
の
発
展
を
支
え
る
イ

ン
フ
ラ
整
備
を
積
極
的
に
進
め
て

お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
施
策
の
推
進
に
際
し
、

建
設
業
界
の
皆
様
が
果
た
す
役
割

は
大
変
重
要
で
あ
る
た
め
、
担
い

手
の
確
保
な
ど
諸
課
題
の
解
決
を

図
り
な
が
ら
、
建
設
業
界
の
健
全

な
発
展
に
向
け
、
県
で
は
、
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
積
極
的
に
活
用
し
、

働
き
方
改
革
の
支
援
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　
今
後
と
も
、
地
域
の
実
情
に
精

通
し
た
地
元
の
建
設
産
業
の
皆
様

の
技
術
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り

ま
す
の
で
、
皆
様
方
に
は
、
な

お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご

多
幸
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

県
土
の
発
展
を
支
え
る

�

イ
ン
フ
ラ
整
備

県土木部長

田村　　央

　
令
和
６
年
の
年
頭
に
あ
た

り
、
謹
ん
で
新
春
の
御
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
茨
城
県
企
業
局
で
は
、
水
道

用
水
を
県
内
の
37
市
町
村
へ
、

工
業
用
水
を
約
２
５
０
事
業
所

へ
供
給
す
る
と
と
も
に
、
地
域

振
興
事
業
と
し
て
、
工
業
団
地

の
造
成
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
水
道
用
水
供
給
事
業
で
は
、

「
茨
城
県
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
関
係

部
局
と
連
携
し
て

広
域
化
に
向
け
た

取
組
を
一
層
推
進

し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
施
設
の
最
適
化

を
図
り
、
水
需
給

に
余
裕
が
あ
る
県

南
地
域
か
ら
逼
迫

す
る
県
西
地
域
へ

の
融
通
の
た
め
の
管
路
や
ポ

ン
プ
の
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、

霞
ヶ
浦
浄
水
場
に
お
け
る
新
た

な
高
度
浄
水
処
理
施
設
の
整
備

を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
工
業
用
水
道
事
業
で
は
、
圏

央
道
の
４
車
線
化
な
ど
事
業
環

境
の
一
層
の
充
実
に
よ
り
企
業

立
地
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
迅
速
な
整
備
と

安
定
供
給
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
こ
れ
ら
の
水
道
施
設
に
つ
き

ま
し
て
は
、
管
路
の
耐
震
化
な

ど
施
設
の
強
靱
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
業
務
の
効
率
化
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
振
興
事
業
で
は
、
つ
く

ば
み
ら
い
市
や
坂
東
市
、
ひ

た
ち
な
か
市
で
新
た
に
整
備
を

進
め
て
い
る
工
業
団
地
に
つ
い

て
、
地
元
市
な
ど
と
連
携
し
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
皆
様
方
の
ま

す
ま
す
の
御
活
躍
と
御
多

幸
を
心
よ
り
お
祈
り
し
、

新
年
の
御
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
水
を
安
定
供
給

県企業局長

稲見　真二

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
年
頭
所
感

２
０
２
４
年
（
令
和
６
年
）
年
頭
所
感

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
足
元
の
課
題

へ
し
っ
か
り
対
応
し
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
革
新
や
人
々
の
多
様
化
す
る
価
値
観
な
ど
、

新
た
な
時
代
の
潮
流
を
捉
え
、
未
来
を
見
据
え

た
県
づ
く
り
を
力
強
く
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
近
年
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
豪
雨
を

は
じ
め
と
す
る
自
然
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化

し
て
お
り
、
県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
防
災
・
減
災
対
策
を
強
化
し
、
災
害
へ
の

対
応
能
力
の
向
上
を
図
り
、
国
土
強
靭
化
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
職
務
の
遂
行
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
今
ま
で

以
上
に
発
信
力
を
高
め
、
県
議
会
と
し
て
の

様
々
な
活
動
や
取
組
を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
県

民
の
皆
様
か
ら
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
な
が
ら
、「
目
配
り
、
気
配
り
、
思
い

や
り
」
の
心
で
、
県
民
が
幸
福
を
実
感
で
き
る

活
力
あ
る
茨
城
の
実
現
に
向
け
て
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
清
々
し
い
新
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
皆
様
の

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
　
お

祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
近
年
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
自
然
災
害
が
頻
発
し
て

お
り
ま
す
。
昨
年
も
、
梅
雨
前
線
に
伴
う
大
雨
や
台
風

13
号
に
よ
る
大
規
模
災
害
が
本
県
を
襲
い
ま
し
た
。

　
地
域
の
建
設
業
者
は
、
社
会
資
本
の
整
備
の
み
な
ら

な
ら
ず
、
災
害
対
応
を
担
う
「
地
域
の
守
り
手
」
で
あ

り
ま
す
。
今
回
も
災
害
発
生
直
後
か
ら
被
害
の
拡
大
防

止
と
復
旧
作
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
建
設
業
の
役
割
が
増
大
す
る
一
方

で
、
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。

　
当
協
会
で
は
、
人
材
の
確
保
・
育
成
を
最
大
の
課
題

と
と
ら
え
、
働
き
方
改
革
や
生
産
性
向
上
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
建
設
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
等
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
特
に
、
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
時
間

外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限
規
制
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
こ

の
た
め
、
建
設
関
連
団
体
等
と
連
携
し
、
週
休
２
日
の

実
現
及
び
適
正
な
工
期
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
産
業
と
な
る
よ
う
、
新
３

K
「
給
与
、
休
暇
、
希
望
」
に
「
カ
ッ
コ
イ
イ
」
を
プ

ラ
ス
し
た
新
４
Ｋ
の
実
現
を
目
指
し
、
選
ば
れ
る
業
界

に
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
茨
城
県
が
進
め
て
い

る
「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸
せ
な
県
」
の
実

現
に
向
け
て
、
社
会
資
本
の
整
備
や
県
民
の
安
全
・
安

心
の
確
保
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
支
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

「選ばれる」魅力ある建設業に
一
般
社
団
法
人
茨
城
県
建
設
業
協
会

 

会
　
長
　
石
津
　
健
光

地域社会の発展に一層寄与

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
度
か
ら
４
年
ぶ
り
に
す
べ
て
の
事
業
に

お
き
ま
し
て
様
々
な
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
・
講
習
・
親
睦

事
業
や
苗
木
配
布
活
動
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
建
築
士
試
験
の
実
施
、

建
築
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
、
応
急
危
険
度
判
定
士
の
養
成

講
習
や
模
擬
訓
練
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
の
養
成
講

習
に
つ
い
て
は
茨
城
県
に
協
力
し
、
各
市
町
村
か
ら
依

頼
の
あ
っ
た
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
の
派
遣
要
請
や
空

き
家
対
策
の
無
料
相
談
会
、
特
定
空
き
家
調
査
等
に
つ

い
て
も
各
支
部
の
会
員
の
皆
様
の
協
力
に
よ
り
要
請
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
会
員
の
皆

様
と
の
強
く
て
太
い
絆
が
あ
る
か
ら
こ
そ
の
証
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
各
支
部
や
行
政
・
関
係
団
体
と
密
に
連
絡
を

取
り
合
っ
て
協
力
し
て
地
域
貢
献
活
動
を
実
施
し
、
一

般
社
団
法
人
と
し
て
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
一
層

寄
与
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
度
は
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
延
期
し
て
い
た
創
立
70
周
年
記
念
事
業
を

無
事
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
日
ま
で
70

年
も
の
活
動
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
、
地
域
に
根
差
し

た
活
動
を
継
続
さ
れ
て
き
た
各
支
部
会
員
の
皆
様
、
そ

し
て
関
係
各
位
の
ご
協
力
の
賜
で
あ
る
と
承
知
し
て
お

り
ま
す
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
ま
し
て
深
く
感
謝
申

一
般
社
団
法
人
茨
城
県
建
築
士
会

 

会
　
長
　
柴
　
　
和
伸

2024年（令和6年）建設関連団体トップの新春あいさつ2024年（令和6年）建設関連団体トップの新春あいさつ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
清
々

し
い
新
年
を
お
迎
え
の
事
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
常
日
頃
よ
り
、
行
政
の
皆
様
、
各

種
団
体
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
現
在
の
社
会
情

勢
は
ま
だ
終
わ
り
の
見
え

な
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
や

く
わ
え
て
イ
ス
ラ
エ
ル
で

の
戦
闘
な
ど
、
国
際
情
勢

は
心
を
痛
め
る
よ
う
な
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。
日

本
国
内
に
目
を
向
け
る
と
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、

原
材
料
、
資
材

な
ど
の
価
格
高

騰
は
、
私
た
ち

建
設
業
に
も
大

き
な
影
響
を
与

え
続
け
て
い
ま

す
。
鉄
筋
工
事

業
で
も
、
工
場

の
電
気
代
、
運

送
費
や
結
束

線
・
ス
ペ
ー

サ
ー
な
ど
の
副

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
清
々
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

  

さ
て
、
昨
年
11
月
に
秋

篠
宮
皇
嗣
殿
下
を
お
迎
え

し
て
全
国
育
樹
祭
を
本
県

で
成
功
裡
に
開

催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
森

林
を
県
民
総
参

加
で
守
り
育
て

て
い
く
機
運
が

高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。

　
私
た
ち
は
、

将
来
に
わ
た
っ

て
豊
か
な
森
林

が
公
益
的
機
能

資
材
も
値
上
が
り
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
物
価
高
騰
の
中
、

今
す
ぐ
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
が
あ
り
ま
す
。
担
い
手

不
足
と
技
能
者
の
処
遇
改
善
で

す
。
若
者
が
入
職
し
た
く
な
る
業

界
に
す
る
た
め
、
新
３
K
と
い
わ

れ
る
、「
給
料
が
高
い
」・「
休
暇

が
多
い
」・「
希
望
が
持
て
る
」
そ

し
て
プ
ラ
ス
「
か
っ
こ
い
い
業

界
」
を
実
現
す
る
た
め
、
昨
年
、

茨
城
県
鉄
筋
業
協
同
組
合
も
加
盟

し
て
い
る
関
東
鉄
筋
工
事
業
団
体

連
合
会
が
元
請
企
業
な
ど
に
対
し

て
、
施
工
価
格
の
改
定
を
要
望
す

る
た
め
の
「
持
続
可
能
な
鉄
筋
工

事
業
に
向
け
た
施
工
価
格
改
定
の

お
願
い
」
と
い
う
要
望
書
を
発
表

し
ま
し
た
。
当
組
合
も
関
東
鉄
筋

工
事
業
団
体
連
合
会
の
動
き
に
同

調
し
、
年
末
に
プ
レ
ス
発
表
を
行

い
ま
し
た
。

　
本
年
は
、
当
組
合
員
各
社
が
元

請
各
社
様
に
対
し
て
業
界
の
現
状

と
価
格
改
定
へ
の
理
解
を
頂
け
る

よ
う
、
技
能
者
の
処
遇
改
善
に
つ

な
げ
る
た
め
熱
心
に
活
動
し
て
ま

い
り
ま
す
所
存
で
す
の
で
、
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
皆
様

方
に
は
素
晴
ら
し
い
一
年
に
な
る

様
、
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年

も
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、「
伐
っ

て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、
育
て

る
」
緑
の
循
環
利
用
を
進
め
、
人

と
森
林
と
が
共
生
す
る
社
会
を
実

現
さ
せ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
当
協
会
と
し
ま
し
て

は
、
本
県
林
業
の
持
続
的
な
成

長
・
発
展
を
目
指
し
て
、
関
係
機

関
や
団
体
等
の
関
係
者
の
方
々
と

ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
、
次
の
三
つ

の
取
組
を
進
め
、「
み
ど
り
の
新

時
代
」
を
リ
ー
ド
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
一
つ
目
は
、
ス
マ
ー
ト
林
業
に

よ
る
県
産
材
の
低
コ
ス
ト
安
定
供

給
の
実
現

　
二
つ
目
は
、
県
産
木
材
を
利
用

し
た
木
造
建
築
の
拡
大

　
三
つ
目
が
、
緑
の
担
い
手
の
育

成
と
自
立
し
た
森
林
経
営
の
促
進

で
す
。

　
是
非
と
も
県
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

  

皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

心
か
ら
祈
念
し
ま
し
て
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

持続可能な鉄筋工事業に向けて豊かな森林と緑の循環の未来
茨城県鉄筋業協同組合公益社団法人茨城県森林・林業協会

理事長　海老澤　浩幸 理事長　石井　邦一

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
継
続
や
円
安
に
よ
る
建
設
資
材
や
燃

料
の
高
騰
及
び
時
間
外
労
働
規
制
な
ど
建
設
業
界
の
環

境
悪
化
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
す
。

　
当
協
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
通
常
総
会
後
の
懇
親

会
、
７
月
の
合
同
大
納
涼
会
及
び
年
末
懇
親
会
を
通
常

通
り
に
実
施
し
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
令
和
６
年
は
協
会
創
立
40
周
年
を
迎
え
ま

す
。
創
立
に
関
わ
ら
れ
た
語
先
要
や
今
日
ま
で
ご
支
援

と
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
会
員
の
皆
様
に
感
謝
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
の
協
会
発
展
の
た
め
に
更
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
一
方
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
縮
小
し
て
い
た
協
会
活

動
の
活
性
化
や
新
規
事
業
を
含
め
た
協
会
事
業
等
の
見

直
し
を
行
い
、
組
織
強
化
に
繋
げ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
国
に
お
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
形
成
や
脱

炭
素
社
会
実
現
に
向
け
様
々
な
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
等
の
普
及
に
よ
る
設
計
環
境
の
変
化
や

令
和
７
年
４
月
か
ら
す
べ
て
の
建
築
物
に
省
エ
ネ
基
準

が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
講
習
会
や
支
援
体
制
の
構
築

を
実
施
す
る
な
ど
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
よ
り
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

協会創立40周年を迎えて
一
般
社
団
法
人
茨
城
県
建
築
士
事
務
所
協
会
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造園建設業の責務、継承と改革

へ
の
意
識
向
上
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
昨
年
の
記

録
的
な
猛
暑
が
地
球
温
暖
化
へ
の
危
機
を
示
し
、
国
連

事
務
総
長
に
よ
る
「
地
球
沸
騰
化
」
の
時
代
へ
と
の
警

笛
と
も
取
れ
る
ワ
ー
ド
が
発
せ
ら
れ
、
環
境
問
題
へ

の
危
機
意
識
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
も
の
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　
造
園
建
設
業
は
緑
地
空
間
の
計
画
や
管
理
を
通
じ
て

機
能
的
環
境
を
作
り
出
し
ま
す
。
そ
れ
ら
は
災
害
時
に

は
重
要
な
拠
点
と
も
な
り
ま
す
。
今
後
、
環
境
問
題
へ

の
対
応
や
自
然
災
害
へ
の
備
え
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な

る
中
、
造
園
建
設
業
の
役
割
は
益
々
重
要
に
な
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
技
術
・
技
能
の
向
上
、
次
世
代
へ
の

人
材
育
成
が
求
め
ら
れ
る
中
、
当
協
会
は
研
修
や
講
習

を
通
じ
て
未
来
の
技
術
者
が
使
命
と
自
信
を
持
っ
て
働

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
、
皆
様
に
と
っ
て
「
左
近
の
桜
」
同
様
、
大

き
く
根
強
く
美
し
い
花
を
咲
か
せ
る
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
よ
り
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
水
戸
偕
楽
園
で
は
、
令
和
元
年
の
台
風

に
よ
り
倒
木
し
た
「
左
近
の
桜
」
の
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
成
功
さ
せ
、
秋
篠
宮
家
の
次
女
佳
子
さ
ま
ご
臨
席

の
も
と
植
樹
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
11
月
の
全
国
育
樹
祭
で
は
「
誰
か
じ
ゃ
な
い

僕
が
育
て
る
緑
の
日
本
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
環
境
問
題

一
般
社
団
法
人
茨
城
県
造
園
建
設
業
協
会

 

会
　
長
　
田
中
　
資
康

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

方
に
は
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
清
々
し
い
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
、
当
事

業
協
同
組
合
の
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
、
格
別
な
る
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
近
年
は
、
気
候
変
動
等
の
影
響
を
大
き
く
受
け

て
全
国
的
に
集
中
豪
雨
等
が
頻
発
し
、
大
規
模
な
山
腹

崩
壊
や
土
石
流
等
の
発
生
に
よ
り
多
く
の
貴
重
な
人

命
・
財
産
が
失
わ
れ
る
な
ど
甚
大
な
被
害
が
毎
年
の
よ

う
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

  

こ
れ
ら
頻
発
す
る
山
地
災
害
を
将
来
に
わ
た
り
地
域

の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
「
緑
の
国
土
強
靭
化
」
を

実
現
す
る
た
め
に
は
、
被
災
地
の
早
期
復
興
は
も
と
よ

り
二
次
災
害
の
防
止
、
更
に
は
山
地
防
災
力
を
高
め
る

め
の
森
林
の
整
備
・
治
山
対
策
を
中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
強
力
か
つ
継
続
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

   

ま
た
、
本
県
の
熟
成
し
て
き
て
い
る
人
工
林
の
循

環
利
用
を
通
じ
た
林
業
の
成
長
産
業
化
や
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え
た
グ
リ
ー
ン
成
長
の
実
現
に

向
け
、
更
に
は
花
粉
症
対
策
を
進
め
る
た
め
の
少
花
粉

ス
ギ
等
の
植
栽
、
主
伐
の
増
加
に
対
応
し
た
林
業
機
械

の
大
型
化
に
対
応
し
た
林
道
等
の
路
網
の
整
備
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
に
直
面
す
る
私
た
ち
組
合
員
は
、
山

間
部
の
厳
し
い
作
業
現
場
条
件
下
で
も
、
将
来
に
向
け

て
地
域
の
安
全
・
安
心
を
維
持
・
確
保
す
る
担
い
手
と

し
て
、
ま
た
地
域
の
雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
の
役
割
を

安
定
的
に
担
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
私
ど
も
組
合
員

は
、
安
全
な
県
土
づ
く
り
た
め
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
自
覚
し
、
多
様
化
す
る
災
害
に
対
応
で

き
る
優
れ
た
技
術
者
の
育
成
確
保
に
向
け
て
お
互
い
に

努
力
す
る
決
意
を
新
年
を
迎
え
て
新
た
に
す
る
も
の
で

す
。

　
皆
様
方
に
は
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご

発
展
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

災害に強い森林造成を担って
茨
城
県
林
業
土
木
事
業
協
同
組
合

理
事
長
　
石
津
　
健
光

2024年（令和6年）建設関連団体トップの新春あいさつ2024年（令和6年）建設関連団体トップの新春あいさつ

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
々

様
に
於
か
れ
ま
し
て
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
事

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
症
の
発
症
か
ら
丸
４
年
の
月
日
が
流
れ
、
社
会
に
与

え
る
影
響
が
ほ
ぼ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
同
程
度
と
な
っ
て

き
ま
し
た
が
罹
れ
ば
後
遺
症
を
伴
う
方
も
多
く
、
い

つ
ま
で
も
侮
れ
な
い
存
在
か
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ

ん
な
中
物
価
の
高
騰
は
治
ま
ら
ず
、
円
安
が
拍
車
を
掛

け
る
よ
う
に
輸
入
物
は
高
騰
を
続
け
国
内
の
消
費
は
伸

び
悩
み
そ
の
上
運
送
業
の
二
十
四
年
問
題
で
の
人
員
不

足
が
更
な
る
追
い
打
ち
を
掛
け
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
そ
の
様
な
中
、
我
々
専
門
工
事
業
者
と
し
て
ど
の

様
に
社
会
に
貢
献
で
き
る
の
か
考
え
る
と
高
い
技
術
・

技
能
で
の
工
事
作
業
を
板
金
工
業
組
合
の
組
合
員
が
適

性
価
格
で
提
供
す
る
事
が
責
務
だ
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
昨
年
度
か
ら
組
合
の
組
織
改
革
に
も
取
り
組
み
新

し
い
形
の
板
金
工
業
組
合
と
し
て
今
年
か
ら
大
き
く
替

わ
る
も
の
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
当
組
合
も
創
立

五
十
五
年
を
迎
え
、
当
青
年
部
も
四
十
周
年
を
迎
え
る

年
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
今
後
の
当
組
合
の
活
動
に

も
注
目
頂
け
る
と
幸
い
で
す
。
結
び
と
な
り
ま
す
が
令

和
６
年
の
こ
の
年
が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
１
年

と
な
り
ま
す
様
ご
健
勝
、
ご
多
幸
、
ご
活
躍
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
し

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

専門工事業として確立を
茨
城
県
板
金
工
業
組
合

 

理
事
長
　
野
溝
　
年
成

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
日
頃
よ
り
、
茨
城
県
電

設
業
協
会
並
び
に
会
員
各

社
に
対
し
、
ご
支
援
ご
協

力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ

も
第
五
類
扱
い
と
な
り
、

ひ
と
ま
ず
は
落
ち
着
い

た
よ
う
で
、
今

年
こ
そ
生
活
の

リ
ズ
ム
が
取
り

戻
さ
れ
、
経
済

が
活
性
化
さ
れ

る
こ
と
が
望
ま

れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
戦
争

や
、
イ
ス
ラ
エ

ル
と
ハ
マ
ス
間

の
戦
争
等
が
続

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健

や
か
に
新
し
い
年
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
よ
り
当
組
合
の

事
業
運
営
に
対
し
ま
し

て
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
達

電
気
工
事
業
界

を
取
り
巻
く
環

境
は
依
然
と
し

て
、
人
材
不

足
・
技
術
者
の

高
齢
化
等
大
変

厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま

す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
い
よ
い

よ
４
月
か
ら
働

く
こ
と
に
よ
り
、
物
価
の
高
騰
や

建
設
資
材
不
足
等
が
、
工
事
の
遅

れ
に
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
様
な
状
況
下
で
す
が
、
今

年
四
月
一
日
よ
り
建
設
業
界
だ
け

の
緩
和
措
置
が
撤
廃
さ
れ
、
週
休

二
日
制
や
残
業
時
間
等
が
法
的
に

厳
し
く
制
限
さ
れ
、
人
員
の
補
給

が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
限
り

は
、
相
当
現
場
の
遅
れ
や
人
数
不

足
に
悩
ま
さ
れ
る
状
況
は
、
避
け

ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
働
き
方
改
革
の

実
を
上
げ
な
け
れ
ば
、
職
域
の
向

上
は
望
め
ま
せ
ん
し
、
若
い
人
が

好
ん
で
集
ま
っ
て
く
る
よ
う
に
は

な
ら
ず
、
法
に
触
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
関
連
業
種
の
皆
様
方
と
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
か
な
り
の
創
意

工
夫
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。

　
若
年
労
働
者
の
確
保
と
次
世
代

を
担
う
技
術
者
の
育
成
に
努
め
、

業
界
全
体
の
技
術
向
上
・
各
種
事

業
の
推
進
に
邁
進
し
、
県
民
の
皆

様
の
ご
満
足
を
頂
け
る
よ
う
努
力

を
重
ね
て
参
り
ま
す
。

　
本
年
も
相
変
わ
ら
ず
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

き
方
改
革
が
施
行
さ
れ
、
時
間
外

労
働
の
規
制
や
週
休
二
日
制
を
導

入
す
る
事
に
よ
り
、
若
年
者
の
就

業
促
進
や
定
着
を
期
待
し
て
い
る

の
で
す
が
、
実
際
現
場
で
働
く
人

に
と
っ
て
は
、
労
働
時
間
の
減
少

に
よ
る
収
入
減
や
工
期
の
確
保
の

難
し
さ
と
い
っ
た
様
々
な
問
題
・

課
題
が
あ
り
、
組
合
と
し
て
、
労

務
費
の
改
善
や
適
正
な
工
期
の
確

保
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
頻
発
・
激
甚
化
す

る
自
然
災
害
に
対
し
、
社
会
イ
ン

フ
ラ
を
担
う
私
達
電
気
工
事
組
合

は
、
被
災
者
が
一
日
で
も
早
く
復

旧
で
き
る
よ
う
災
害
時
の
応
動
体

制
の
強
化
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
日
々
進
化
す
る
技
術
を
習

得
す
る
為
各
種
講
習
会
・
研
修
会

の
充
実
を
図
り
、
知
見
・
ス
キ
ル

を
高
め
一
層
研
鑚
し
、
組
合
一
丸

と
な
っ
て
お
客
様
に
安
全
・
安
心

を
届
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
結
び
に
今
後
と
も
よ
り
一
層
の

ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
致
し
ま
し

て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

若年労働者を迎えるために 復旧体制の強化で安全・安心を
一般社団法人茨城県電設業協会
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理 事
理 事
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監 事
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝

か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
当
組
合
に
対
し
ま
し
て

は
、
格
別
な
る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜

り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

問
題
や
世
界
的
な
異
常
気
象
な
ど
の

問
題
に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
日
本
国

内
で
も
、
驚
愕
な
事
件
や
政
治
と
社

会
情
勢
の
不
安
、
自
然
災

害
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
取
り
組
み
な
ど
、

決
し
て
安
定
し
た
状
況
で

は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　
な
お
、
引
き

続
き
大
井
川
県

政
と
茨
城
県
が

益
々
飛
躍
す
る

年
と
な
る
こ
と

を
切
望
し
、
更

に
茨
城
県
と
し

て
多
様
な
茨
城

ブ
ラ
ン
ド
が
全

国
に
Ｐ
Ｒ
さ
れ

る
こ
と
に
期
待
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
我
々
塗
装
業
界
に
お
き
ま
し
て

も
、
従
来
の
塗
装
全
般
は
元
よ

り
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
長
寿
命
化

対
策
へ
の
貢
献
と
し
て
、
鋼
道
路

橋
の
高
耐
候
性
塗
装
で
あ
る
と

か
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
の
劣
化
を

抑
制
す
る
た
め
の
改
修
工
事
や
、

最
近
で
は
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
塗

料
の
施
工
拡
充
と
い
う
よ
う
な
生

命
・
資
産
・
安
全
を
図
る
た
め
の

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
塗
装
業
界
に

お
き
ま
し
て
も
若
手
人
材
と
い
う

喫
緊
の
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

若
者
の
職
業
選
択
の
上
位
に
な
る

よ
う
な
取
り
組
み
が
今
後
益
々
重

要
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
加
え
て
、
受
注
量
増
の
た
め
の

需
要
喚
起
の
発
信
、
そ
し
て
変
革

の
時
代
に
対
応
で
き
る
会
員
の
連

携
を
重
要
事
項
と
考
え
、
更
に
は

災
害
協
定
に
基
づ
く
災
害
時
の
支

援
、
環
境
の
美
化
に
貢
献
す
る

「
ら
く
が
き
な
く
し
隊
」
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
も
引
き
続
き
進
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
世
界
の

平
和
と
国
内
の
安
定
、
そ
し
て
皆

様
方
の
ご
多
幸
と
益
々
の
ご
発
展

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

更なる会員の連携を
茨城県塗装工業組合

理事長　佐藤　雅彦

2024年（令和6年）建設関連団体トップの新春あいさつ2024年（令和6年）建設関連団体トップの新春あいさつ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
会
員
並
び
に
関
係
機
関
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り

当
協
会
の
事
業

運
営
に
つ
き
ま

し
て
ご
理
解
と

ご
支
援
を
賜
り

厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
当
協
会
は
昭

和
44
年
１
月
に

14
社
で
設
立

し
、
平
成
30
年

５
月
に
公
益
社

団
法
人
へ
と
移

行
し
、
平
成
31

年
１
月
に
は
創

立
50
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
現

在
は
県
内
唯
一

の
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

業
の
団
体
と
し
て
協
会
員
数
48
社

が
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
昨
年
茨
城
県
土
木
部
河
川
課

の
監
修
に
よ
り
発
行
と
な
り
ま

し
た
「
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧

事
業
測
量
・
設
計
マ
ニ
ュ
ア
ル

（
案
）」
に
つ
い
て
は
河
川
課
担
当

と
も
協
議
を
重
ね
完
成
ま
で
２
年

の
歳
月
を
費
や
し
ま
し
た
。
こ
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
県
北
地
方

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
昨

年
９
月
の
台
風
13
号
の
時
に
は
、

迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
、
有

効
性
を
発
揮
す
る
こ
と
が
出
来
た

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
改

め
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
必
要
性
を
再

確
認
い
た
し
ま
し
た
。

　
災
害
大
国
と
い
わ
れ
る
日
本

で
、
地
域
住
民
の
皆
様
が
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
県
土

発
展
の
基
盤
と
な
る
社
会
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
や
維
持
管
理
に
当
協

会
は
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

本
年
も
皆
様
の
ご
健
勝
と
、

益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
し

て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

社会インフラ整備等に尽力
公益社団法人茨城県測量・建設コンサルタント協会

 会　長　佐藤　清一

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年

中
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
令
和
も
６
年
目
が
幕
開
け
と
な
り
、
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
最
近
ま
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
猛
威

を
振
る
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健

康
に
明
る
く
新
年
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
は
我
々
に
と
っ
て
厳
し
い
１
年
で
あ
り

ま
し
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
下
火
に
な
り
、
感
染
対
策

に
も
慣
れ
て
き
た
か
と
思
え
ば
政
情
不
安
、
円
安
、
イ

ン
フ
レ
政
策
に
よ
る
物
価
高
な
ど
、
社
会
を
取
り
巻
く

問
題
が
次
々
に
生
じ
て
い
ま
す
。
海
を
越
え
て
み
る

と
、
世
界
の
各
所
で
紛
争
が
勃
発
し
て
お
り
、
明
日
は

我
が
身
と
さ
え
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
建
築
業
界
だ

け
で
な
く
、
日
本
中
、
世
界
中
の
景
気
が
上
が
る
気
配

を
見
せ
な
い
、
困
難
な
時
代
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
建
築
業
界
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
人
手
不
足
の
苦
い

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
平
素
よ
り
当
組
合
に
対
し
ま
し
て
格
別
な
ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
業
界
と
し
て
新
た
な
資
格
制
度
で
あ

る
登
録
解
体
基
幹
技
能
者
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
業
界
の
更
な
る
発
展
と
技
術
者
レ
ベ
ル
の

底
上
げ
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
同
時
に
、
よ
り
専
門
的

な
知
識
と
高
い
技
術
力
、
高
度
な
管
理
能
力
を
備
え
る

こ
と
が
出
来
る
資
格
だ
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

状
態
に
あ
り
ま
す
が
、
昨
今
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
導

入
に
よ
り
、
状
況
は
厳
し
さ
を
増
し
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
非
対
応
の
業
者
は
仕

事
が
得
に
く
く
な
る
た
め
、
一
人
親
方
や
少
人
数
個
人

業
者
の
多
い
こ
の
職
種
で
は
、
更
に
経
費
が
か
さ
ん
で

い
く
こ
と
も
念
頭
に
置
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
加

え
て
４
週
８
休
制
度
の
厳
格
化
も
控
え
て
い
ま
す
。
天

候
に
左
右
さ
れ
る
可
能
性
を
多
く
含
む
仕
事
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
生
産
性
の
低
下
も
懸
念
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
私
が
こ
こ
で
述
べ
た
点
は
、
業
界
を
取
り
巻
く
問
題

点
の
ご
く
一
部
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ス
ト
高

の
要
素
し
か
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
だ
か
ら
こ

そ
、
こ
れ
か
ら
の
２
０
２
４
年
は
、
共
に
様
々
な
こ
と

を
乗
り
越
え
て
い
く
１
年
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
昨
年
を
振
り
返
り
、
我
々
が
直
面
し
て
き
た
課
題

を
踏
ま
え
、
新
し
い
年
に
向
け
て
の
展
望
を
と
も
に
考

え
ま
し
ょ
う
。
年
初
か
ら
暗
い
こ
と
ば
か
り
の
よ
う
に

思
え
ま
す
が
、
今
ま
で
の
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
と
い

う
こ
と
は
、
見
方
を
変
え
れ
ば
す
な
わ
ち
、
働
き
方
の

変
革
・
改
革
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
皆
で
知
恵

を
出
し
合
い
工
夫
を
し
て
、
柔
軟
な
対
応
を
発
揮
で
き

る
業
界
と
な
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
最
後
に
、
新
し
い
１
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、
成
果
と

幸
福
に
満
ち
た
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
し
て
、
私

か
ら
の
年
頭
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
我
々
は
、
今
出
来
る
こ
と
を
一
つ
一
つ
積
み
重
ね

「
解
体
工
事
業
」
が
建
設
業
界
の
中
で
確
固
た
る
地
位

と
信
用
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
た
め
に
様
々
な
活
動
や
努

力
を
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め

に
も
、
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
よ
り
一
層
の
努
力

と
研
鑽
を
積
み
重
ね
、
解
体
工
事
業
と
し
て
の
知
識
や

技
術
を
持
た
な
い
業
者
と
は
一
線
を
画
し
、
環
境
保
全

を
含
め
た
最
先
端
か
つ
最
適
な
解
体
施
工
技
術
を
提
供

し
、
真
の
意
味
で
の
「
解
体
工
事
業
」
の
確
立
、
そ
し

て
更
な
る
発
展
を
目
指
し
、
未
来
の
子
供
た
ち
に
誇
れ

る
業
界
に
な
る
た
め
に
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
組
合
企
業
は
、
重
機
・
ダ
ン
プ
・
回
送
車
・

様
々
な
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
な
ど
を
保
有
し
て
お
り
、
迅

速
に
、
的
確
に
災
害
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整
え
た
団

体
だ
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
ゆ
え
に
、
我
々
の
組
合

は
地
元
茨
城
の
た
め
に
災
害
発
生
時
は
最
大
限
の
復

旧
・
復
興
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
す
。

　
今
後
と
も
、
よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
致
し
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

環境の変化に柔軟な対応を解体工事業の発展を目指して
茨
城
県
防
水
工
事
業
連
合
会

茨
城
県
解
体
工
事
業
協
同
組
合
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平

素
は
一
般
社
団
法
人
茨
城
県
空
調
衛

生
工
事
業
協
会
の
活
動
に
、
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
は
、
長
く
続

い
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
も
落
ち
着

き
、
行
動
制
限

緩
和
の
影
響
も

あ
り
、
国
内
景

気
の
回
復
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク

ラ
イ
ナ
侵
攻
と

イ
ス
ラ
エ
ル
と

パ
レ
ス
チ
ナ
の

紛
争
は
、
国
際

情
勢
を
よ
り
一

層
不
安
な
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
、
自
然
災
害
や
猛
暑
で

の
農
業
被
害
も
各
地
で
発
生
い
た

し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

で
、
日
本
経
済
は
、
資
源
の
輸
入

国
と
し
て
経
済
活
動
イ
ン
フ
ラ
す

べ
て
が
影
響
を
受
け
、
建
設
資
材

や
機
器
製
品
の
価
格
も
高
騰
し
、

工
事
原
価
も
上
昇
し
て
い
る
状
況

で
す
。
当
協
会
は
、
地
域
社
会
の

生
活
経
済
活
動
を
支
え
る
要
と
し

て
、
持
続
可
能
な
社
会
へ
の
貢
献

を
進
め
る
ほ
か
、
若
手
技
術
・
技

能
者
不
足
、
技
術
伝
承
な
ど
の
課

題
に
対
し
、
今
年
４
月
か
ら
の

「
働
き
方
改
革
」
を
推
進
す
る
中

で
、
時
間
外
労
働
の
罰
則
付
き
上

限
規
制
の
適
用
に
よ
る
週
休
２
日

の
実
施
や
、
建
設
Ｄ
Ｘ
、
Ｃ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
若
者
に

魅
力
あ
る
職
業
で
、
若
い
技
術
者

が
入
職
し
「
や
り
が
い
」
を
実
感

で
き
る
業
種
に
繋
げ
る
た
め
、
各

関
連
団
体
と
協
調
し
、
新
た
な
ス

タ
ー
ト
の
年
と
な
る
よ
う
事
業
に

邁
進
す
る
所
存
で
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

魅力ある職場を目指して
一般社団法人 茨城県空調衛生工事業協会

 会　長　植田　俊二

常識に捕らわれない発想力、先見性でＤＸ化

交
換
や
モ
デ
ル
施
工
見
学
会
な
ど
を
実
施
し
、
幅
広
い

知
識
と
技
術
力
の
向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
し
た
。
今
年

も
革
新
的
な
技
術
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
新
た
な
視
点
よ

り
更
に
進
化
し
た
対
応
を
し
て
行
く
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　
一
方
、
人
材
（
土
木
系
）
不
足
や
時
間
外
労
働
時
間

規
制
等
の
２
０
２
４
年
問
題
と
い
っ
た
業
界
全
体
の
課

題
も
依
然
と
し
て
存
在
し
ま
す
が
、
我
々
は
そ
の
克
服

に
向
け
て
積
極
的
に
施
策
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
協
会

と
し
て
具
体
的
に
「
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
と
は
」

と
言
う
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
を
作
成
し
、
魅
力
あ

る
業
界
で
あ
る
こ
と
を
発
信
し
て
行
き
ま
す
。
ま
た
、

教
育
と
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡
充
、
若
手
エ
ン
ジ
ニ
ア

へ
の
支
援
、
建
設
業
界
と
の
連
携
な
ど
を
強
化
し
、
将

来
の
建
コ
ン
業
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
、
業
界
の
持

続
可
能
な
発
展
を
支
え
て
い
く
決
意
で
す
。
さ
ら
に
、

働
き
方
改
革
や
生
産
性
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
柔
軟
な
働
き
方
の
促
進
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活

用
、
持
続
可
能
な
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
導
入
な
ど
を
通
じ

て
、
私
た
ち
は
よ
り
健
全
な
職
場
環
境
を
構
築
し
、
成

果
を
最
大
化
す
る
方
法
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
今
年
は
辰
年
で
す
。
辰
年
の
特
徴
は
『
常

識
に
捕
ら
わ
れ
な
い
発
想
力
、
先
見
性
、
好
奇
心
旺
盛

な
行
動
力
を
兼
ね
備
え
て
い
る
人
が
多
く
、
独
自
の
感

性
や
奇
想
天
外
な
発
想
で
時
代
を
切
り
開
き
、
誰
に
も

真
似
で
き
な
い
こ
と
を
や
っ
て
し
ま
う
』
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
が
明
け
、
建
設
Ｄ
Ｘ
化
を
進
化
さ

せ
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
時
代
に
来
て
い
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
協
会
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り

常
識
に
捕
ら
わ
れ
な
い
発
想
力
、
先
見
性
、
好
奇
心
旺

盛
な
行
動
力
で
果
敢
に
変
革
を
し
、
魅
力
が
あ
り
、
財

政
基
盤
の
安
定
し
た
協
会
へ
と
昇
華
し
て
参
り
ま
す
。

引
き
続
き
関
係
各
位
の
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
は
お
だ
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
茨
城
県
内
に
お
い
て
甚
大
な
豪
雨
被
害
を
も
た

ら
し
た
台
風
２
号
・
台
風
13
号
に
お
い
て
被
災
さ
れ
た

皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
を
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
一

日
も
早
く
復
旧
・
復
興
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
当
協
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
後
の
活
動
を
対
面
式
で

開
催
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
開
催
を
可
能
に
し
た
リ
モ
ー
ト
会
議 （
移
動
が
無
く

参
加
し
や
す
い
）
に
よ
っ
て
以
前
に
も
増
し
て
活
発
な

活
動
を
続
け
て
お
り
、
協
会
の
主
た
る
使
命
で
あ
る

有
資
格
者
（
技
術
士
・
Ｒ
Ｃ
Ｃ
Ｍ
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
診

断
士
ｅ
ｔ
ｃ
）
を
多
数
輩
出
す
る
こ
と
が
で
き
『
質
の

向
上
』
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
『
身
近
で
小
回
り
が
効
き
・
ス

ピ
ー
デ
ィ
ー
な
対
応
、
使
い
勝
手
が
良
い
』
と
言
わ
れ

続
け
る
た
め
に
も
信
頼
さ
れ
る
『
技
術
力
の
向
上
・
担

保
』
を
確
保
し
、
皆
様
よ
り
信
頼
を
得
て
業
務
量
の
拡

大
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
様
な
中
、
昨
年
は
革
新
的
な
技
術
で
あ
る
建
設

Ｄ
Ｘ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
、
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
＆
Ｃ
Ｉ

Ｍ
な
ど
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
べ
く
『
三
次
元
モ
デ
ル
を

利
用
す
る
新
し
い
可
能
性
』
と
銘
打
っ
た
技
術
研
修

会
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
等
に
関
し
た
建
設
業
界
様
と
の
意
見

一
般
社
団
法
人
茨
城
県
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会

 

会
　
長
　
橋
本
　
義
隆

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
お
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
平
素
よ
り
茨
城
県

砕
石
事
業
協
同
組
合
の
事

業
に
格
別
な
ご
支
援
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
昨
年
は
、
社
会
全
体
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
き

た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
５
月
に
は

感
染
症
法
の
位

置
付
け
が
「
５

類
相
当
」
に
引

き
下
げ
ら
れ
、

社
会
経
済
活
動

の
回
復
の
兆

し
と
な
り
ま
し

た
。

　
し
か
し
、
県

内
で
は
６
月
及

び
９
月
に
台
風
等
に
よ
る
大
雨
の

影
響
に
よ
り
、
県
南
地
域
、
県
北

沿
岸
地
域
等
が
多
大
な
被
害
を
受

け
、
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化

の
加
速
化
の
必
要
性
が
改
め
て
浮

き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。　

　
砕
石
業
界
に
お
い
て
は
、
終
息

が
見
え
な
い
燃
料
・
資
材
の
高
騰

に
伴
う
生
産
・
輸
送
コ
ス
ト
の
急

激
な
上
昇
に
対
し
、
製
品
価
格
へ

の
転
嫁
が
追
い
付
か
ず
、
事
業
環

境
は
益
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
が
、
公
共
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

国
づ
く
り
の
根
幹
を
支
え
る
業
界

と
し
て
、
骨
材
の
安
定
供
給
を
通

じ
て
防
災
・
減
災
・
国
土
強
靭
化

と
地
域
振
興
に
貢
献
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
さ
ら
に
、
魅
力
あ
る
希
望
の
持

て
る
産
業
と
し
て
「
働
き
方
改

革
」、「
若
手
人
材
確
保
」
に
向
け

た
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
、
休
日

の
確
保
や
長
時
間
労
働
の
是
正
等

へ
の
対
応
に
つ
い
て
も
推
進
い
た

し
ま
す
。　

　
今
後
と
も
当
組
合
の
事
業
活
動

に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様
方
の
特
段

の
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
と

と
も
に
、
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

安定的・持続的な骨材の供給
茨城県砕石事業協同組合

 理事長　長谷川　大紋

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
５
月
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
に
移
行
さ

れ
、
閑
散
と
し
て
い
た
ホ
テ
ル
も
夏
以
降
予
約
が
い
っ

ぱ
い
に
な
り
、
観
光
地
で
も
外
国
人
を
含
め
人
流
が
急

増
し
活
況
を
取
り
戻
し
た
よ
う
に
見
え
ま
し
た
。
今
年

は
久
し
ぶ
り
に
初
詣
も
賑
わ
い
を
取
り
も
ど
し
各
地
で

華
や
い
だ
正
月
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
は
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　
建
築
鉄
骨
需
要
は
、
２
０
１
９
～
20
は
コ
ロ
ナ

シ
ョ
ッ
ク
で
落
込
み
21
～
22
と
持
ち
直
し
４
５
０
万
ト

ン
前
後
と
な
る
も
、
23
年
度
は
４
０
０
万
ト
ン
割
れ
を

危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
仮
に
そ
う
な
る
と
２
０
０
９

年
以
来
14
年
ぶ
り
の
低
水
準
と
な
り
ま
す
。
資
材
燃
料

の
高
騰
に
よ
る
一
時
的
な
も
の
な
の
か
経
済
状
況
は
先

行
き
不
透
明
で
あ
り
ま
す
が
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
の
更
新

整
備
は
今
後
も
継
続
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
お
り
し
も
現
在
関
西
万
博
の
運
営
費
用
高
騰

が
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
開

催
は
決
定
し
て
い
る
の
で
す
か
ら
負
の
面
だ
け
を
論
じ

る
の
で
は
な
く
、
そ
の
意
義
を
国
全
体
で
共
有
し
国
家

を
挙
げ
て
成
功
へ
向
か
う
こ
と
が
肝
要
だ
と
思
い
ま

す
。
１
８
８
９
年
パ
リ
万
博
の
際
に
建
て
ら
れ
た
エ
ッ

フ
ェ
ル
塔
の
鉄
骨
ト
ラ
ス
構
造
は
１
３
０
年
の
時
空
を

超
え
て
今
も
パ
リ
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
世
界
中
の
観
光

客
の
目
を
引
き
付
け
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
復
興

の
過
程
で
火
力
発
電
一
辺
倒
に
あ
り
二
酸
化
炭
素
排
出

で
非
難
を
受
け
て
お
り
ま
す
が
い
ず
れ
必
ず
克
服
し
ま

す
。
関
西
万
博
も
「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ

ン
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
世
界
に
向
け
、
日
本
は
豊
か
な

水
資
源
を
は
じ
め
と
し
て
自
然
環
境
を
保
持
し
な
が
ら

イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
て
お
り
誇
れ
る
も
の
づ
く
り
や
環

境
整
備
技
術
・
土
木
技
術
を
世
界
に
発
信
し
、
日
本
企

業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
広
が
る
よ
う
に
成
功
す
る

こ
と
を
祈
念
し
ま
す
。

　
横
た
わ
る
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
と
い
わ
れ
る
ロ
ン
ビ
エ
ン

橋
が
ハ
ノ
イ
に
ご
ざ
い
ま
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
に

米
軍
に
何
度
も
爆
撃
を
受
け
な
が
ら
そ
の
都
度
迅
速
に

補
修
さ
れ
て
１
２
０
の
歳
月
を
超
え
る
現
役
の
鉄
橋
で

す
。
そ
こ
を
車
で
渡
っ
た
際
に
現
地
通
訳
が
「
エ
ッ

フ
ェ
ル
だ
」
と
誇
ら
し
げ
に
語
る
姿
が
鮮
明
に
記
憶
に

あ
り
ま
す
。
鉄
は
そ
の
強
靭
さ
に
よ
り
大
き
な
空
間
設

計
や
耐
震
性
に
優
れ
再
利
用
再
資
源
化
で
き
る
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
な
素
材
で
あ
り
ま
す
。
私
共
が
造
る
建
築
鉄
骨

は
、
残
念
な
が
ら
外
観
と
し
て
人
の
目
に
触
れ
る
こ
と

は
多
く
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
ひ
っ
そ
り
と
建
物
を
支
え

る
重
要
な
躯
体
で
あ
り
ま
す
。
組
合
員
一
同
そ
の
品
質

を
支
え
る
技
能
・
技
術
の
向
上
を
不
断
に
努
め
社
会
整

備
の
一
助
と
な
る
べ
く
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
本
年

も
旧
倍
の
ご
厚
情
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

労働環境の改善に努める
茨
城
県
鐵
構
工
業
協
同
組
合
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
繁
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
茨
城
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
に
格
別
の
ご
配
慮
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
も
落
ち
着
き
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
影
響
に
よ
り
、

国
内
景
気
も
回
復
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
一
方

で
は
、
現
在
も
続
く
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
イ

ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ
ス
チ
ナ
ハ
マ
ス
と
の
紛
争
な
ど
の
影

響
か
ら
、
設
備
業
界
で
は
、
半
導
体
不
足
等
に
よ
り
製

品
の
遅
延
や
価
格
が
高
騰
し
、
対
応
に
苦
慮
い
た
し
ま

し
た
。
４
月
か
ら
は
、
働
き
方
改
革
の
時
間
外
労
働
の

上
限
制
度
が
始
ま
り
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
休
日
の
確

保
、
給
料
の
ア
ッ
プ
な
ど
、
若
年
入
職
者
が
希
望
の
持

て
る
業
界
へ
変
貌
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。
茨
城
県
で

は
、
４
月
か
ら
本
格
的
に
水
道
広
域
化
事
業
を
進
め
、

先
ず
県
内
を
５
か
所
に
広
域
化
し
、
最
後
は
県
全
体
の

一
体
化
を
目
指
し
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
設
備
業
界
に

と
っ
て
、
大
き
な
経
営
変
動
の
始
ま
り
の
年
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
近
年
、
地
震
災
害
や
温
暖
化
に
よ

る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
で
自
然
災
害
も
頻
繁
に
発
生
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
災
害
等
に
対
し
て
、
茨
城
県
管
工
事
業

協
同
組
合
連
合
会
は
、
茨
城
県
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

水
道
を
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
守
り
、
災
害
時
に
は

い
ち
早
く
復
旧
協
力
さ
せ
て
頂
く
所
存
で
す
。
今
後
と

も
、
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
共

に
、
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

水道水の安定供給に向けて
茨
城
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会

 

会
　
長
　
石
田
　
賢
司

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
の
新
春
を
迎
え
謹
ん

で
新
春
の
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
皆
様
方
に
は
大
変
す
が
す
が
し
い

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
昨
年
は
当
協
会
の
運

営
に
格
別
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

コ
ロ
ナ
禍
の
行
動
制
限
が
緩
和
さ
れ

昨
秋
は
各
地
の
観
光
地
は
久
し
ぶ
り

に
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
問
題
に
な
る
状
況
で
す
。

し
か
し
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
の
長
期
化
、
ハ
マ
ス
と
イ
ス
ラ

エ
ル
の
紛
争
激
化
、
半
導
体
不
足
に

よ
る
納
期
の
遅
れ
、
円
安
に
よ
り
物

価
の
高
騰
な
ど
、
今
後
の

世
界
情
勢
が
ど
の
よ
う
に

動
く
の
か
予
測
の
出
来
な

い
思
い
が
致
し
ま
す
。

　
本
年
は
２
０
５
０
年
ま

で
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
目
指
し
進
め
ら
れ

て
い
る
省
エ
ネ
法
が
、
４

月
１
日
よ
り
大
規
模
非
住

宅
の
省
エ
ネ
基
準
の
引
き

上
げ
と
、
来
年
４
月
１
日

か
ら
全
て
の
新
築
住
宅
・

非
住
宅
に
省
エ
ネ
基
準
適

合
義
務
付
け
が

始
ま
り
、
建
築

確
認
申
請
段
階

で
の
混
乱
も
想

定
さ
れ
ま
す
の

で
今
か
ら
具
体

的
な
準
備
が
必

要
と
思
わ
れ
ま

す
。

　
国
土
交
通
省

に
よ
り
２
０
１

９
年
よ
り
進
め

ら
れ
て
い
る

「
建
築
Ｂ
Ｉ
Ｍ

推
進
会
議
」
も

５
年
目
を
迎
え
、
一
定
の
方
向
性

が
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と

期
待
さ
れ
ま
す
。
当
協
会
で
も
Ｂ

Ｉ
Ｍ
推
進
会
議
に
委
員
を
派
遣

し
て
お
り
ま
す
が
、
官
民
を
問
わ

ず
学
識
有
識
者
を
は
じ
め
設
計
関

係
団
体
や
施
工
関
係
団
体
、
維
持

管
理
団
体
、
調
査
研
究
団
体
な
ど

建
築
に
携
わ
る
あ
ら
ゆ
る
組
織
の

人
た
ち
が
参
加
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｍ
に
つ

い
て
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

　
ま
た
１
月
に
は
「
設
計
業
務
報

酬
基
準
」
と
「
官
庁
施
設
の
設
計

業
務
等
積
算
基
準
」
の
改
定
が
予

定
さ
れ
て
お
り
新
し
い
設
計
業
務

報
酬
制
度
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

す
。
現
行
基
準
の
制
定
か
ら
約
５

年
が
経
過
し
直
近
の
実
態
調
査
を

踏
ま
え
21
の
建
物
類
型
を
14
類
型

で
見
直
し
が
図
ら
れ
る
と
い
わ
れ

て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
新

基
準
が
適
用
に
な
る
に
は
一
定
の

時
間
が
必
要
で
あ
り
、
会
員
の
皆

様
に
は
早
急
に
新
基
準
の
理
解
と

適
用
に
つ
い
て
の
検
討
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

　
働
き
方
改
革
も
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
の
猶
予
期
間
が
本
年
ま

で
と
差
し
迫
っ
て
お
り
、
働
き
方

改
革
へ
の
対
応
は
急
務
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
設
備
設
計
業
界
は
こ

れ
ま
で
長
時
間
労
働
が
常
態
化
し

週
休
２
日
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
し
た
。
会
員
の
高

齢
化
、
後
継
者
不
足
も
各
事
務
所

に
と
っ
て
大
変
な
問
題
で
す
が
、

業
務
量
の
的
確
な
把
握
と
算
定
に

よ
っ
て
こ
の
危
機
を
乗
り
越
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
本
年
も
会
員
の
皆
様
や
日
本
設

備
設
計
事
務
所
協
会
連
合
会
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
国
土
交

通
省
、
関
連
業
界
と
の
連
携
を
も

と
に
設
備
設
計
職
能
団
体
と
し
て

建
築
行
政
の
健
全
な
発
展
に
貢
献

し
、
併
せ
て
建
築
文
化
の
発
展
と

公
共
の
福
祉
に
寄
与
す
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
本
年
が
皆

様
方
に
と
っ
て
輝
か
し
い
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

新業務報酬基準と働き方改革への対応を
一般社団法人茨城県設備設計事務所協会

会　長　菊地　　繁

新時代に向けた事業展開を

て
真
に
平
和
で
安
全
と
は
言
い
難
い
情
勢
に
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
、
諸
情
勢
が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
我
が
国

の
政
治
・
経
済
情
勢
も
こ
れ
ま
で
と
は
大
き
く
変
化

し
、
正
に
「
新
時
代
」
を
迎
え
た
も
の
と
思
わ
れ
、
我

が
警
備
業
界
も
、
こ
の
「
新
時
代
」
に
向
け
、
こ
れ
に

マ
ッ
チ
し
た
事
業
展
開
を
進
め
て
い
く
べ
き
時
が
到
来

し
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
為
に
は
、
こ
れ
ま
で
当
業
界
が
慣
例
的
に
採
っ

て
き
た
手
法
や
手
続
き
等
に
つ
い
て
の
法
改
正
も
含
め

た
見
直
し
、
Ｉ
Ｔ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
導
入
等
の
Ｄ
Ｘ
化
の
一

層
の
推
進
、
警
備
員
教
育
の
見
直
し
に
よ
る
資
質
の
更

な
る
向
上
、
各
種
募
集
活
動
の
抜
本
的
見
直
し
に
よ
る

人
材
確
保
と
若
返
り
等
に
つ
い
て
、
真
剣
に
考
え
実
行

に
移
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
当
協
会
で
は
、
今
後
と
も
会

員
事
業
所
一
丸
と
な
っ
て
、
県
民
の
皆
様
の
信
頼
に

応
え
う
る
「
よ
り
質
の
高
い
安
全
で
安
心
で
き
る
警
備

業
務
」
の
提
供
に
努
め
、「
新
時
代
」
に
お
け
る
真
の

「
生
活
安
全
産
業
」
と
し
て
、
更
な
る
成
長
を
期
し
て

ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
方
に
と
り
、
幸
多
く
素
晴
ら
し
い
年
と

な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様

に
は
穏
や
か
に
初
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
、
当

協
会
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
、
衷
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
当
協
会
創
立
50

周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
た
節
目
の
年
で
あ
り
、
ま

た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
５
類
に
移
行
に
伴
い
、

各
種
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
等
が
再
開
さ
れ
、
経
済
活
動
も

上
向
き
と
な
り
、
人
々
の
生
活
に
も
活
気
が
戻
っ
て
き

た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
国
際
情
勢
を
見
ま
す
と
、
多
数
の

犠
牲
者
を
伴
う
終
わ
り
の
見
え
な
い
戦
争
や
紛
争
、
相

互
に
相
容
れ
な
い
国
家
間
の
政
治
的
対
立
、
地
球
温
暖

化
に
よ
る
世
界
的
規
模
の
異
常
気
象
の
続
発
等
、
決
し

一
般
社
団
法
人
茨
城
県
警
備
業
協
会

 

会
　
長
　
島
村
　
　
宏
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
日
頃
よ
り
当

組
合
の
事
業
運
営
に
対
し
、
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置

づ
け
が
移
行
さ
れ
、
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
が
進

み
ま
し
た
。
当
組
合
で
は
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
に

合
わ
せ
た
道
路
標
識
清
掃
点
検
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
建

設
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
３
へ
の
出
展
参
加
等
の
活
動
を
行

い
、
業
界
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
ま
し
た
。

　
当
組
合
で
は
関
係
機
関
の
皆
様
の
ご
指
導
の
も
と
、

主
に
公
共
事
業
に
お
け
る
交
通
安
全
施
設
で
あ
る
道
路

標
識
、
路
面
標
示
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
等
防
護
柵
の
整

備
・
更
新
・
修
繕
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
技
術
力
向
上
を
目
指
し
て
、
路
面
標
示
施
工
技
能
検

定
試
験
へ
の
協
力
や
、
テ
ー
ル
ゲ
ー
ト
リ
フ
タ
ー
操
作

に
お
い
て
安
全
な
作
業
方
法
を
身
に
着
け
る
特
別
教
育

の
講
習
会
等
を
開
催
す
る
な
ど
、
専
門
技
能
集
団
と
し

て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引

き
続
き
、
組
合
員
の
更
な
る
技
術
力
等
の
向
上
を
目
的

と
し
た
講
習
会
等
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
、
安
全
・
安

心
な
工
事
と
、
よ
り
良
い
品
質
を
提
供
で
き
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
も
県
民
の
皆
様
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
引
き

続
き
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

技術力の向上で業界の発展を
茨
城
県
交
通
安
全
施
設
業
協
同
組
合

 

理
事
長
　
小
又
　
　
純

茨城県建設業協会 土浦支部　つくば分会
◎地域の安全・安心を守る使命感を持ち、
　最前線で緊急対応・復旧活動に尽力しています。
◎働き方改革の促進、持続可能な事業環境の確保に
　努めています。

◎地域の安全・安心を守る使命感を持ち、
　最前線で緊急対応・復旧活動に尽力しています。
◎働き方改革の促進、持続可能な事業環境の確保に
　努めています。

つくば市・つくばみらい市との防災協定締結つくば市・つくばみらい市との防災協定締結

㈱ 冨 晃
星 田 建 設 工 業 ㈱
筑南総合建設協同組合

久 保 谷 商 事 ㈱
㈱ 道 路 整 備
㈱ 中 城
㈱ 秀 商
㈱ 路 川 工 務 店
㈱ 満 重 機 土 木
吉 沼 造 園 土 木 ㈱
勝 工 業 ㈱

浅 野 物 産 ㈱
㈱ 大 和 田 建 設
㈱ 貝 沢 造 園 土 木
㈱ 近 藤 工 務 店
㈱ 三 共 建 設
㈲ 節 和 建 設
㈱ 高 田 工 務 店
高 野 土 木 ㈱
㈱ 冨 田 興 業
㈱ 冨 田 工 務 店
㈱トヨシマ総合建設

植 村 建 設 ㈱

㈱ 赤 塚 土 木 興 業
伊 奈 工 業 ㈱
い な ほ 工 業 ㈱
オ ー ビ ー 建 設 ㈱
常 総 土 木 工 業 ㈱
㈱ 新 み ら い
塚 本 建 設 工 業 ㈱
常 磐 興 業 ㈱
㈱ 直 井 造 園 土 木
成 建 工 業 ㈱

成 島 建 設 ㈱
浜 野 商 事 ㈱
原 信 田 建 設 ㈱
ヒ タ チ 緑 化 ㈱
㈱ 山 田 組
谷 原 建 設 ㈱
㈱ マ ヤ 建 設
㈲ 飯 塚 工 務 店
大 藤 建 設 ㈱

池 田 技 建 工 業 ㈱
㈱ イ チ ム ラ

スズキ造園土木㈱
東 亜 工 業 ㈱
㈱ ノ ジ リ 土 建
㈱ 日 の 丸 商 事
北 条 工 業 ㈱
㈱ 谷 口 工 務 店
㈱ 山 関 工 務 店

㈱ 市 川 造 園 建 設
㈲ 稲 葉 工 業
大 山 建 工 ㈱
公 洋 建 設 ㈱

㈱ 対 崎 工 業
㈱ 村 上 工 務 店
㈲ 渡 辺 土 木

飯 岡 建 設 ㈱
㈱ 大 津 建 設
五 頭 産 業 ㈱
㈱ つ く ば 開 発
ツクバメンテナンス㈱
㈱ 常 盤 工 務 店
㈱ 根 本 興 業
橋 本 造 園 土 木 ㈱

パ ル つ く ば ㈱
㈱ ム ラ ノ
㈲ 山 吉

㈱ 市 原 工 業
㈱ 成 財 基 業
㈱ 田 村 企 画
㈱ 中 泉 建 設
㈲ 長 谷 川 工 務 店
緑 化 植 産 ㈱

つくばみらい地区

大 穂 地 区

谷 田 部 地 区

筑 波 地 区

豊 里 地 区

桜 地 区 茎 崎 地 区
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活
発
化
す
る
県
の
工
業
団
地
開
発

活
発
化
す
る
県
の
工
業
団
地
開
発

市
で
も
県
施
行
の
工
業
団
地
開

発
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
第
１

　
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
坂
東

（
坂
東
市
山
ほ
か
）
は
、
都
心

か
ら
50
㎞
圏
、
圏
央
道
坂
東
Ｉ

Ｃ
へ
約
４
㎞
、
境
古
河
Ｉ
Ｃ
へ

約
５
㎞
と
好
立
地
に
あ
る
。
開

発
面
積
は
約
71
・
９ 

ha
、
分

譲
面
積
は
約
59
・
３ 

ha
。

　
分
譲
対
象
企
業
は
製
造
業
等

（
工
場
、事
業
所
、研
究
所
等
）。

主
要
幹
線
道
路
の
幅
員
は
16
ｍ

で
、
補
助
幹
線
道
路
は
幅
員
12

ｍ
、
区
画
道
路
は
幅
員
６
ｍ
。

　
分
譲
区
画
は
12
区
画
（
１
・

２ 

ha
～
11
・
４ 

ha
）
を
予
定

し
て
お
り
、
昨
年
12
月
１
日
～

15
日
に
は
先
行
し
て
③
（
２
・

２ 

ha
）、
④
（
１
・
２ 

ha
）、

⑦
（
４
・
１ 

ha
）、
⑧
（
２
・

９ 

ha
）
区
画
の
計
10
・
４ 

ha

の
譲
受
申
込
書
の
受
付
を
実

施
。
複
数
区
画
の
申
込
み
も
可

　
県
は
、
つ
く
ば
み
ら
い
市
、

坂
東
市
に
続
き
、
ひ
た
ち
な
か

期
の
分
譲
面
積
は
約
22 
ha
（
事

業
費
約
68
億
円
）、
第
２
期
は

分
譲
面
積
約
34 

ha
（
事
業
費

約
１
０
２
億
円
）。

能
と
し
て
い
る
。

　
選
考
委
員
会
に
よ
る
審
査
を

経
て
、
今
年
２
月
以
降
に
立
地

企
業
を
決
定
す
る
（
区
画
③
、

④
は
内
定
）。
２
０
２
５
年
度

に
は
土
地
の
引
き
渡
し
が
行
わ

れ
る
見
通
し
（
区
画
③
、
④
は

未
確
定
）

　
同
団
地
は
浸
水
想
定
区
域
お

よ
び
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
該

当
し
な
い
産
業
用
地
と
し
て
最

適
な
地
域
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

坂
東
イ
ン
タ
ー
工
業
団
地
と
沓

掛
工
業
団
地
に
近
接
し
、
産
業

拠
点
の
集
積
化
が
可
能
。
坂
東

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

で
新
た
な
工
業
系
市
街
地
の
整

備
・
開
発
ゾ
ー
ン
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
産
業
拠
点

と
し
て
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高

い
地
区
と
な
っ
て
い
る
。

洋
へ
放
流
す
る
。

　
汚
水
排
水
は
企
業
ご
と
に
前

処
理
を
行
い
、
常
陸
那
珂
公
共

下
水
道
を
経
て
、
那
珂
久
慈
浄

化
セ
ン
タ
ー
に
流
入
さ
せ
て
処

理
す
る
。

　
優
遇
制
度
と
し
て
、
電
気
料

金
の
支
払
い
に
応
じ
た
補
助

金
（
８
年
間
）
や
契
約
電
力
に

応
じ
た
給
付
金
（
毎
年
）
な
ど

を
設
定
。
税
制
面
で
は
法
人
税

（
国
税
）
の
税
額
控
除
ま
た
は

特
別
償
却
、
法
人
事
業
税
（
県

税
）
の
不
均
一
課
税
（
３
年

間
）、
不
動
産
取
得
税
（
県
税
）

の
課
税
免
除
、
固
定
資
産
税

（
市
税
）
の
不
均
一
課
税
（
３

年
間
）
な
ど
を
見
込
ん
で
い

る
。

　
ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱
（
大
阪
府

大
阪
市
）
は
約
９
・
８ 

ha
に

東
日
本
初
の
エ
ア
コ
ン
の
生
産

拠
点
を
新
設
。
十
河
政
則
代
表

取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
東

京
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
良
さ
や
関

東
以
北
へ
の
輸
送
の
利
便
性
を

進
出
理
由
と
し
て
挙
げ
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
農
業
機
械
な
ど

の
製
造
・
販
売
を
手
掛
け
る

㈱
ク
ボ
タ
（
大
阪
府
大
阪
市
）、

印
刷
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
製
造
・

販
売
を
行
う
ト
ー
イ
ン
㈱
（
東

京
都
江
東
区
）
な
ど
の
立
地
が

決
定
。
本
年
度
か
ら
土
地
の
引

き
渡
し
が
行
わ
れ
る
予
定
と

な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
知
名
度
の
高
い
同

社
を
含
め
た
企
業
の
進
出
は
、

大
型
の
設
備
投
資
や
質
の
高
い

雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
り
、
本

県
経
済
の
さ
ら
な
る
活
性
化
が

期
待
さ
れ
る
。

業
団
地
東
部
地
区
」（
約
34
・

５ 

ha
）、
日
立
市
の
「
神
田
町

地
区
」（
約
７
・
９ 
ha
）
を
選

定
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
迅
速

に
産
業
用
地
を
確
保
す
る
た
め

の
県
独
自
の
取
り
組
み
。
市
町

村
が
主
導
す
る
開
発
計
画
の
う

ち
、
開
発
の
見
通
し
の
あ
る
も

の
を
産
業
用
地
開
発
地
区
に
選

定
し
、
各
手
続
き
な
ど
に
つ
い

て
県
が
一
体
と
な
っ
て
支
援
を

行
い
、
事
業
化
決
定
か
ら
造
成

事
業
着
手
ま
で
の
期
間
短
縮
を

目
指
す
。

　
用
地
の
内
訳
は
工
業
用
地
約

20
・
２ 

ha
、
道
路
用
地
約
０
・

７ 

ha
、
緑
地
約
１
・
７ 

ha
、

公
共
緑
地
０
・
６ 

ha
。
敷
地

北
側
の
画
地
１
は
約
12
・
８ 

ha
、
南
側
の
画
地
２
は
約
９
・

８ 

ha
を
想
定
。
区
画
道
路
の

延
長
は
検
討
中
。

　
国
有
地
が
年
度
内
に
取
得
で

き
る
見
込
み
と
な
り
、
今
年

３
月
に
も
造
成
工
事
に
着
手
す

る
。
昨
年
の
９
月
補
正
で
は
、

ひ
た
ち
な
か
地
区
土
地
造
成
事

業
造
成
関
連
業
務
委
託
契
約
に

２
０
２
４
～
26
年
度
の
債
務
負

担
行
為
58
億
２
５
４
０
万
円
を

設
定
し
て
い
る
。

　
第
２
期
地
区
は
第
１
期
の
南

西
に
位
置
。
３
・
３
・
１
３
５

　
県
は
２
０
２
１
年
度
、
約
20

年
ぶ
り
の
工
業
団
地
で
あ
る

「
圏
央
道
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
つ

く
ば
み
ら
い
」（
つ
く
ば
み
ら

い
市
福
岡
ほ
か
）
の
造
成
を
事

業
化
。
昨
年
９
月
ま
で
に
分
譲

面
積
約
60
・
５ 

ha
（
開
発
面

積
約
70・３ 
ha
）
が
完
売
し
た
。

　
同
団
地
は
都
心
か
ら
40
㎞
圏

で
、
常
磐
道
・
圏
央
道
の
Ｉ
Ｃ

に
も
ア
ク
セ
ス
が
良
好
。
つ
く

排
水
す
る
。
雨
水
排
水
は
雨
水

宅
内
ま
す
か
ら
雨
水
管
を
経
て

工
業
団
地
内
の
調
整
池
へ
放
流

す
る
。
電
力
は
特
別
高
圧
へ
の

対
応
も
可
。

　
圏
央
道
は
25
～
26
年
度
に
は

４
車
線
化
が
完
了
す
る
見
通
し

で
、
東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線

の
潮
来
Ｉ
Ｃ
～
鉾
田
Ｉ
Ｃ
区
間

に
つ
い
て
も
同
時
期
の
開
通
が

想
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

区
間
が
全
線
開
通
す
れ
ば
、
こ

の
地
域
の
利
便
性
は
飛
躍
的
に

向
上
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
。

　
常
陸
那
珂
工
業
団
地
を
拡
張

す
る
も
の
で
、
複
数
企
業
か
ら

の
確
実
性
の
高
い
産
業
用
地
取

得
要
望
を
踏
ま
え
、
県
が
整
備

を
推
進
す
る
。
所
在
地
は
、
ひ

た
ち
な
か
市
新
光
町
地
内
。

　
ひ
た
ち
な
か
地
区
が
持
つ
広

域
的
な
拠
点
性
を
活
か
し
、
近

隣
の
既
存
工
業
団
地
と
連
携
し

た
一
体
的
な
工
業
開
発
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
周
辺
地
域
の
み

な
ら
ず
、
本
県
の
産
業
集
積
を

進
め
る
た
め
、
工
業
団
地
造
成

事
業
を
計
画
す
る
。

　
先
行
す
る
第
１
期
地
区
は
県

道
常
陸
海
浜
公
園
線
な
ど
に
接

す
る
エ
リ
ア
。
近
隣
で
は
非
鉄

金
属
メ
ー
カ
ー
大
手
の
Ｊ
Ｘ
金

属
㈱
が
半
導
体
関
連
の
工
場
を

建
設
し
て
い
る
。

　
イ
ン
フ
ラ
ス
ペ
ッ
ク
を
見
る

と
、
上
水
道
の
供
給
見
込
は
地

区
全
体
で
最
大
２
５
０
０
㎥
／

日
程
度
。
汚
水
排
水
は
地
区
全

体
で
２
０
０
０
㎥
／
日
程
度
を

排
水
可
能
と
し
、
各
企
業
で
排

水
基
準
以
下
に
処
理
し
て
か

ら
、
市
公
共
下
水
道
を
経
て
利

根
左
岸
さ
し
ま
流
域
下
水
道
へ

号
馬
渡
阿
字
ケ
浦
線
で
南
北
に

分
断
さ
れ
て
お
り
、
適
正
な
街

区
形
成
が
図
れ
る
よ
う
、
地
区

内
に
幅
員
16
ｍ
の
区
画
道
路
を

配
置
す
る
予
定
。

　
昨
年
９
月
補
正
で
は
測
量
・

設
計
な
ど
に
８
０
０
０
万
円

を
計
上
。
用
地
は
工
業
用
地
約

34
・
３ 

ha
、
道
路
用
地
（
既

存
道
路
、
区
画
道
路
、
回
転
広

場
）
約
２
・
３ 

ha
、
緑
地
約

１ 

ha
、
調
整
池
約
０
・
７ 

ha
。

敷
地
北
側
の
画
地
３
は
約
12
・

４ 

ha
、
南
側
の
画
地
４
は
約

22
・
９ 

ha
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
２
地
区
と
も
排
水
は
分
流

式
。
雨
水
排
水
は
側
溝
と
管
渠

で
調
整
池
に
流
入
さ
せ
、
流
量

を
調
整
し
た
後
に
管
渠
で
太
平

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
み
ら
い
平
駅

か
ら
約
２
㎞
、
み
ど
り
の
駅
か

ら
約
３
㎞
の
好
立
地
に
あ
る
。

　
進
出
企
業
を
見
る
と
、
日

清
食
品
㈱
（
大
阪
府
大
阪
市
）

は
、
約
33 

ha
の
敷
地
に
国
内

最
大
規
模
の
生
産
拠
点
と
な
る

工
場
を
建
設
。

　
「
完
全
栄
養
食
」
を
は
じ
め

と
す
る
最
先
端
の
フ
ー
ド
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
・
開
発
な
ど

を
行
う
「
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
拠

点
」
に
し
て
い
く
こ
と
を
視
野

に
入
れ
、
地
球
環
境
や
地
域
景

観
に
配
慮
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

な
生
産
拠
点
を
構
築
し
、
世
界

か
ら
も
注
目
さ
れ
る
「
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
」
を
目
指
し
て
い
く
と

し
て
い
る
。

　
県
は
さ
ら
な
る
工
業
団
地
の

開
発
へ
動
き
を
見
せ
て
い
る
。

昨
年
末
に
は
県
開
発
公
社
が
圏

央
道
Ｉ
Ｃ
周
辺
地
区
と
県
央
地

域
（
ひ
た
ち
な
か
市
新
光
町
）

の
開
発
可
能
性
調
査
に
着
手
。

企
業
の
ニ
ー
ズ
を
見
極
め
な
が

ら
、
積
極
的
に
次
の
手
を
打
っ

て
い
く
姿
勢
だ
。

　
ま
た
、
市
町
村
が
主
導
す
る

開
発
計
画
も
支
援
し
て
い
る
。

昨
年
12
月
に
は
、
未
来
産
業
基

盤
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
産
業

用
地
開
発
地
区
（
第
３
次
）
に

つ
い
て
、
常
総
市
の
「
坂
手
工

ＮＮ

③
2.2ha
③
2.2ha

⑦
4.1ha
⑦
4.1ha

⑧
2.9ha
⑧
2.9ha

④
1.2ha
④
1.2ha

N N

N N

画地1／面積 約128,000㎡ 画地2／面積 約98,000㎡

画地3／面積 約124,000㎡ 画地4／面積 約229,000㎡

NN

画地3

画地4

画地1

自動車安全運転センター自動車安全運転センター
安全運転中央研究所安全運転中央研究所 日立日立

ハイテクハイテク

ＪＸ金属ＪＸ金属

ひ
た
ち
海
浜
公
園
IC

ひ
た
ち
海
浜
公
園
IC

ひ
た
ち
な
か
IC

ひ
た
ち
な
か
IC

日立建機日立建機

常陸那珂工業団地画地2

　
県
内
各
地
で
行
政
主
導
に
よ
る
工
業
団
地
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
県
内
区
間
が
全
線
開

通
し
た
圏
央
道
周
辺
で
は
、
県
施
行
の
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
つ
く
ば
み
ら
い
（
つ
く
ば
み
ら
い

市
）
に
日
清
食
品
が
国
内
最
大
規
模
と
な
る
新
工
場
建
設
を
決
定
。
同
じ
く
県
施
行
の
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
坂
東
（
坂
東
市
）
で
は
昨
年
12
月
に
第
１
次
分
譲
の
先
行
公
募
が
行
わ

れ
、
ひ
た
ち
な
か
市
新
光
町
で
も
県
施
行
の
工
業
団
地
開
発
が
決
定
。
工
業
団
地
へ
の
企
業

進
出
は
、
雇
用
の
創
出
や
人
口
の
増
加
、
経
済
の
活
性
化
な
ど
、
様
々
な
面
で
プ
ラ
ス
の
影

響
が
期
待
で
き
る
。
県
施
行
工
業
団
地
の
進
捗
や
今
後
の
見
通
し
を
追
っ
た
。

産
業
集
積

に
期
待

ひ
た
ち
な
か
地
区
を
拡
張

56 

ha
に
170
億
円
投
入

４区画10haを先行分譲

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
パ
ー
ク
坂
東

圏
央
道
Ｉ
Ｃ
へ
好
ア
ク
セ
ス

イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
つ
く
ば
み
ら
い

圏
央
道
周
辺
や
県
央
地
域

日
清
な
ど
進
出
し
完
売

さ
ら
な
る
開
発
へ
調
査
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定住促進へ進む住宅整備
　人口減少対策が全国的に喫緊の課題である中、各地で定住
促進に向けた住宅整備が進んでいる。常陸大宮市では中富町
に子育て世帯向け住宅の建設を計画。水戸市の大山台住宅で
は現代の生活水準に合ったリノベーションを行う。稲敷市と
八千代町ではＰＦＩを導入した住宅整備の可能性を調査。神
栖市では波崎東部で市営住宅の再編を目指し、官民連携を含
めた土地活用の方針を検討している。

　
常
陸
大
宮
市
は
中
富
町
地
内
へ
の
子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
建
設
を
計
画
し
て
い
る
。
全
16

戸
を
建
設
予
定
で
、
概
算
工
事
費
は
１
戸
あ
た
り
２
５
０
０
万
円
程
度
（
税
込
み
）。
２
０

２
３
年
度
は
実
施
設
計
業
務
委
託
に
係
る
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
、
㈱
市
毛
建
築

設
計
事
務
所
を
選
定
し
た
。
造
成
工
事
を
新
年
度
の
第
１
四
半
期
に
実
施
す
る
。
住
宅
建
設

工
事
に
24
年
度
末
に
着
手
し
た
い
考
え
だ
。

　
神
栖
市
は
波
崎
東
部
地
域
の

市
営
住
宅
再
編
に
向
け
て
、
官

民
連
携
を
含
め
た
土
地
活
用
の

方
針
を
検
討
し
て
い
る
。
活
用

可
能
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い

る
の
は
２
カ
所
で
、
約
１
万
７

２
０
０
㎡
の
土
地
は
子
育
て
世

帯
向
け
の
戸
建
住
宅
、
約
１
万

２
７
０
０
㎡
の
土
地
は
居
住
者

の
た
め
の
広
場
や
展
望
デ
ッ
キ

な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

　
波
崎
東
部
地
域
は
市
の
最
東

端
に
位
置
し
、
利
根
川
の
河

口
付
近
・
海
辺
に
隣
接
す
る
地

区
。
現
在
、
波
崎
東
部
市
営
住

宅
の
建
て
替
え
が
進
ん
で
い

る
。
施
工
は
大
勝
建
設
・
森
新

建
設
Ｊ
Ｖ
で
２
０
２
４
年
の
完

成
を
目
指
す
。

　
今
回
の
対
象
事
業
地
と
な
る

の
は
波
崎
東
部
住
宅
に
隣
接
す

る
２
つ
の
土
地
（
波
崎
９
５
７

２
－

１
）。
波
崎
東
部
住
宅
の

北
西
側
に
位
置
す
る
活
用
可
能

地
①
（
約
１
万
７
２
０
０
㎡
）

に
は
定
住
促
進
住
宅
（
戸
建
住

宅
）
の
整
備
お
よ
び
分
譲
地
と

し
て
の
販
売
を
想
定
。
１
戸
当

た
り
の
敷
地
面
積
を
70
～
80
坪

と
想
定
し
た
場
合
は
戸
建
住
宅

の
供
給
戸
数
は
58
戸
程
度
と
な

る
。

　
事
業
手
法
と
し
て
は
、
設

計
・
施
工
一
括
発
注
の
Ｄ
Ｂ
や

設
計
・
施
工
一
括
契
約
お
よ
び

維
持
管
理
・
運
営
契
約
を
締
結

す
る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
、
市
が
募
集
し
た

民
間
事
業
者
グ
ル
ー
プ
が
資
金

調
達
を
行
い
、
設
計
・
施
工
・

管
理
運
営
を
行
う
Ｐ
Ｆ
Ｉ
が
想

定
さ
れ
る
。
ま
た
、
一
部
エ
リ

ア
で
は
市
場
性
な
ど
を
踏
ま

え
、
民
間
事
業
者
が
土
地
を
購

入
し
、
分
譲
地
と
し
て
販
売
す

る
こ
と
を
想
定
す
る
。

　
戸
建
住
宅
の
整
備
条
件
は
平

屋
ま
た
は
２
階
建
て
の
４
Ｌ

Ｄ
Ｋ
を
検
討
。
事
業
期
間
は
設

計
・
施
工
期
間
で
２
～
３
年
、

運
営
・
維
持
期
間
は
15
年
以
上

（
Ｄ
Ｂ
Ｏ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
場
合
）

と
隣
接
地
を
含
む
約
１
万
３
０

０
０
㎡
。

　
計
画
で
は
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て

の
住
宅
棟
を
２
棟
建
設
す
る
。

戸
数
は
57
戸
程
度
。
ま
た
集
会

所
や
広
場
、
駐
車
場
な
ど
を
整

備
。
子
育
て
応
援
に
つ
な
が
る

民
間
収
益
施
設

の
整
備
も
事
業

者
か
ら
提
案
さ

れ
た
。
２
０
２

４
年
12
月
の
完

成
、
25
年
１
月

の
入
居
開
始
を

目
指
す
。

　

事
業
手
法

は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
法

に
基
づ
き
事
業

計
画
地
に
民
間

事
業
者
が
新
た

に
施
設
を
設

計
、
建
設
お
よ

び
工
事
監
理
し

た
後
市
に
同
施

設
の
所
有
権
を

移
転
。
事
業
者

が
所
有
権
移
転

後
の
事
業
期
間

中
に
係
る
維
持

管
理
・
運
営
を

遂
行
す
る
（
Ｂ

Ｔ
Ｏ
）。

設
に
着
手
す
る
計
画
で
、
工
期

は
24
年
度
末
～
25
年
度
を
想
定

し
て
い
る
。
25
年
度
の
入
居
開

始
を
目
標
と
す
る
。

財
政
の
平
準
化
を
図
り
つ
つ
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
寄
与

す
る
た
め
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
導

入
可
能
性
調
査
を
行
う
。

　
業
務
内
容
は
、
調
査
に
係
る

基
本
的
条
件
（
施
設
規
模
等
の

施
設
計
画
な
ど
）
の
設
定
、
事

業
ス
キ
ー
ム
の
検
討
、
概
略
事

業
計
画
の
作
成
、
民
間
事
業
者

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
。

は
じ
め
と
す
る
若
年
層
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
す
る
住
宅
の
あ
り
方

を
明
確
化
。
実
現
に
向
け
た
施

策
と
実
施
体
制
に
つ
い
て
の
検

討
を
行
っ
た
。

　
主
な
業
務
内
容
は
ま
ず
事
業

候
補
地
の
選
定
。
市
が
示
す
候

補
地
に
つ
い
て
、
諸
条
件
（
周

辺
環
境
や
敷
地
の
形
状
、
建
築

諸
条
件
等
）
の
整
理
を
行
い
、

調
査
に
係
る
基
本
的
条
件
（
本

住
宅
の
整
備
に
必
要
な
施
設
規

模
等
の
施
設
計
画
等
）
の
設
定

を
行
う
。
併
せ
て
、
建
築
に
伴

い
生
じ
る
余
剰
地
に
つ
い
て
、

将
来
的
な
土
地
利
用
等
を
考
慮

し
て
、
活
用
条
件
等
の
整
理
を

行
う
。

心
と
し
た
中
心
層
向
け
の
集

合
住
宅
を
供
給
し
、
活
力
の
あ

る
快
適
な
住
ま
い
環
境
を
創

出
。
子
育
て
世
帯
が
居
住
、
生

活
す
る
こ
と
で
既
存
地
区
の
定

住
人
口
の
増
加
や
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
民
間
の
資
金
や
経
営
能

力
、
技
術
能
力
を
活
用
し
た
効

率
的
か
つ
効
果
的
な
設
計
、
建

設
、
維
持
管
理
、
運
営
を
行
う

能
地
①
に
整
備
す
る
住
宅
の
居

住
者
等
の
た
め
の
機
能
を
整
備

す
る
計
画
。
具
体
的
に
は
広
場

や
展
望
デ
ッ
キ
な
ど
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。

（
建
築
面
積
４
１
４・８
１
㎡
）。

戸
数
は
16
戸
で
、
主
な
間
取
り

は
３
Ｄ
Ｋ
。

　
完
成
か
ら
20
年
以
上
が
経
過

し
、
建
物
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
た
め
、
子
育
て
世
帯
に
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と

し
て
、
子
育
て
世
帯
向
け
住
宅

に
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
。
改

修
内
容
は
実
施
設
計
の
中
で
ま

と
め
て
い
く
。

　
近
年
、
人
気
の
あ
る
カ
ウ
ン

タ
ー
キ
ッ
チ
ン
や
モ
ニ
タ
ー

ホ
ン
、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の

設
置
な
ど
も
候
補
に
な
り
そ
う

だ
。

戸
に
つ
き
乗
用
車
２
台
分
以
上

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る

こ
と
、
各
戸
の
敷
地
内
に
家
庭

菜
園
規
模
の
畑
を
設
置
す
る
こ

と
も
定
め
て
い
る
。
敷
地
区
画

内
の
駐
車
場
や
畑
な
ど
の
外
構

整
備
費
な
ど
を
含
め
、
概
算
工

事
費
は
１
戸
当
た
り
２
５
０
０

万
円
程
度
（
税
込
）。

　
与
条
件
と
し
て
敷
地
内
の
公

園
や
遊
歩
道
の
整
備
に
つ
い
て

も
挙
げ
て
お
り
、
公
園
１
に
は

小
規
模
な
遊
具
を
２
つ
程
度
設

置
す
る
こ
と
、
公
園
２
に
は
遊

具
を
設
置
せ
ず
、
坪
庭
の
よ
う

な
憩
い
の
場
を
提
案
す
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
、
23
年
度
で
実
施
設
計
を
ま

　
稲
敷
市
は
子
育
て
支
援
住
宅

の
整
備
に
向
け
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ

Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査
等
業
務

に
着
手
し
て
い
る
。
業
務
は
全

国
地
域
Ｐ
Ｆ
Ｉ
協
会
に
委
託

し
、
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。
順

調
に
進
め
ば
、
新
年
度
は
実
施

方
針
や
仕
様
書
の
策
定
を
行

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
は
、
子
育

て
応
援
住
宅
事
業
の
事
業
契
約

を
特
別
目
的
会
社
の
㈱
つ
く
ば

み
ら
い
タ
ウ
ン
（
構
成
企
業
＝

谷
原
建
設
㈱
、
ユ
ー
ミ
ー
設
計

㈱
、
ユ
ー
ミ
ー
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
㈱
）
と
締
結
し
た
。
契

約
金
額
は
21
億
６
９
７
７
万
３

４
６
１
円
（
税
込
み
）。
事
業

手
法
は
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
。

　
同
事
業
は
子
育
て
世
帯
を
中

を
見
込
む
。

　
波
崎
東
部
住
宅
の
南
側
に
位

置
す
る
活
用
可
能
地
②
（
約
１

万
２
７
０
０
㎡
）
は
波
崎
東
部

市
営
住
宅
の
居
住
者
や
活
用
可

　
水
戸
市
は
特
定
市
営
大
山
台

住
宅
１
号
棟
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
向
け
、
実
施
設
計
を
㈱
匠

建
築
研
究
室
（
水
戸
市
）
へ
委

託
し
て
進
め
る
。
年
度
内
に
策

定
作
業
を
終
わ
ら
せ
、
予
算
が

付
け
ば
新
年
度
の
着
工
を
目
指

し
て
い
く
。
具
体
的
な
改
修
内

容
は
未
定
だ
が
、
現
代
の
生
活

水
準
に
あ
っ
た
機
能
を
充
実
さ

せ
る
方
針
だ
。

　
特
定
市
営
大
山
台
住
宅
（
見

川
町
１
８
２
０

－

５
）
の
１
号

棟
は
１
９
９
９
年
に
建
設
。
建

物
の
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造
４
階
建
て

延
べ
面
積
１
３
２
７
・
１
２
㎡

　
建
設
計
画
地
は
中
富
町
９
８

１

－

１
ほ
か
。
敷
地
面
積
は
約

９
０
０
０
㎡
。
用
途
地
域
は
都

市
計
画
区
域
、
居
住
誘
導
区

域
、
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地

域
。
国
道
１
１
８
号
沿
い
で
、

計
画
地
西
側
に
は
市
道
１
０
２

４
３
号
線
が
通
る
。

　
計
画
条
件
は
、
Ｗ
造
２
階
建

て
の
戸
建
て
住
宅
で
、
１
戸
当

た
り
の
延
べ
床
面
積
は
１
０
０

㎡
程
度
。
戸
数
は
全
16
戸
で
、

地
階
は
設
け
な
い
こ
と
、
住
戸

の
居
室
の
天
井
高
は
２
・
３
ｍ

以
上
、
各
部
屋
に
十
分
な
収
納

を
計
画
す
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ

て
い
る
。

　
ま
た
外
構
に
つ
い
て
は
、
１

こ
と
で
市
に
住
む
こ
と
に
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

る
住
環
境
、
生
活
環
境
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
図
る
。

　
子
育
て
応
援
住
宅
の
整
備
場

所
は
旧
わ
か
く
さ
幼
稚
園
敷
地

（
板
橋
３
０
２
３

－

11
ほ
か
）

と
め
、
区
画
内
道
路
な
ど
の
造

成
工
事
は
24
年
度
の
第
１
四
半

期
着
工
を
目
標
と
す
る
。
造
成

工
事
が
終
わ
り
次
第
住
宅
の
建

　
八
千
代
町
は
、
雇
用
・
子
育

て
定
住
促
進
住
宅
整
備
に
向
け

て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
性
調
査
を

２
０
２
３
年
度
に
実
施
。
業
務

を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
地
域
Ｐ
Ｆ

Ｉ
協
会
に
委
託
し
た
。

　
同
業
務
は
、
中
間
層
向
け
子

育
て
支
援
住
宅
の
整
備
に
向
け

て
、
民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
る
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
や
町

い
、
２
０
２
５
年
度
に
事
業
者

の
公
募
を
行
い
た
い
考
え
だ
。

施
設
の
規
模
は
集
合
形
式
で
15

～
20
戸
、
１
棟
を
想
定
し
て
い

る
。

　
市
で
は
現
在
、
子
育
て
支
援

や
若
年
層
の
移
住
・
定
住
の
促

進
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
。
昨
年
度
に
は
子
育
て
支
援

住
宅
の
建
設
に
向
け
て
基
本
構

想
の
策
定
業
務
を
㈱
Ａ
Ｎ
計
画

工
房
（
水
戸
市
）
に
委
託
。
魅

力
あ
る
子
育
て
環
境
の
創
出
を

支
援
す
る
た
め
、
子
育
て
層
を

ＮＮ

16区画16区画

15区画15区画

14区画14区画13区画13区画12区画12区画11区画11区画

9区画9区画 10区画10区画
8区画8区画
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6区画6区画5区画5区画2区画2区画1区画1区画
公園２公園２

公園1公園1
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▲提案時のイメージ図のため今後変更となる場合がある

常陸大宮市

新
年
度
か
ら
建
設
工
事

中
富
町
に
子
育
て
住
宅

波
崎
東
部
住
宅
を
再
編

官
民
連
携
の
土
地
活
用

神栖市

定
住
促
進
住
宅
整
備

25
年
度
に　
　

も

事
業
者
公
募

24
年
12
月
の
完
成
目
指
す

事
業
ス
キ
ー
ム
検
討

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
へ
調
査

つ
く
ば
み
ら
い
タ
ウ
ン
と
契
約

八千代町

稲敷市

つくばみらい市

1号棟のリノベーション
匠建築が実施設計

水戸市／大山台住宅

私たちは持続可能な開発目標
（SDGs）を支援しています。

株式会社大曽根建設 創業明治35年自然を感じる街づくり
～自然と人を考え、そして、地域へ～

代表取締役社長 梅　原　基　弘

Ｔ Ｅ Ｌ ０ ２ ９ ４－７ ４－２ １ ６ ６

https://www.umehara-k.co.jp

茨城県常陸太田市小目町５１７本　社 ：

㈱茨城ポンプ
宇野建設工業㈱
㈲浦井工務店
㈲ 江 幡 工 業
㈱ お ぎ 建 興
康 和 建 設 ㈱
㈱ 五 建 興 業
㈱サトウ塗工社

茨 城 町 南 島 田 5 6 9

茨 城 町 海 老 沢 6

茨 城 町 長 岡 1 7 9 7

茨 城 町 駒 場 1 8 1－4

茨城町鳥羽田370－3

茨 城 町 長 岡 5 2 2

茨 城 町 網 掛 3 0

茨城町谷田部1027－1

TEL 029－292－2218

TEL 029－293－6008

TEL 029－292－0224

TEL 029－292－1503

TEL 029－292－7785

TEL 029－292－1920

TEL 029－293－9525

TEL 029－291－1909

茨 城 町 下 座 6 3 1

茨 城 町 小 堤 1 6 3

茨城町上石崎3948

茨 城 町 駒 渡 1 2 5 1

茨城町小堤1743－1

茨 城 町 長 岡 1 7 9 8

茨城町小鶴1357－3

茨 城 町 奥 谷 1 9 7 6

TEL 029－292－8054

TEL 029－292－2555

TEL 029－293－7607

TEL 029－292－2394

TEL 029－292－0069

TEL 029－292－0325

TEL 029－292－6103

TEL 029－292－7229

長谷川電設工業㈲
林建設工業㈱
㈱涸沼建設工業
㈲ 細 谷 建 材
㈱松浦工務店
六 美 建 設 ㈱
㈱ 柳 田 組
㈱ 和 幸 工 業

㈱ 進 栄 建 設
㈱ 関 根 電 気
大 恵 建 設 ㈱
大 昭 工 業 ㈱
㈱高木工務店
㈲ 戸 塚 組
㈲根崎工務店
長谷川建設㈱

茨城町神谷779－10

茨 城 町 大 戸 8 6 9－2

茨 城 町 小 鶴 1 4 9 6

茨 城 町 長 岡 3 7 0

茨 城 町 小 堤 3 7 2

茨城町秋葉1066－2

茨 城 町 小 鶴 2 0 0 9

茨 城 町 小 鶴 1 3 9 3

TEL 029－292－2611

TEL 029－292－0487

TEL 029－292－3108

TEL 029－292－1504

TEL 029－292－1408

TEL 029－292－0266

TEL 029－292－0583

TEL 029－292－7311

茨城町建設業協会
会　長　木村　　晃　
副会長　松浦　義文　

（大昭工業株式会社）
（株式会社松浦工務店）

副会長　柳田　一弘　
副会長　野口　一也　

（ 株 式 会 社 柳 田 組 ）
（株式会社涸沼建設工業）
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結
城
市
は
、
山
川
不
動
尊

（
山
川
新
宿
２
６
３

－
１
）
近

隣
公
園
の
整
備
工
事
を
進
め
て

い
る
。
本
年
度
よ
り
２
カ
年
で

行
う
土
木
造
園
工
事
に
つ
い
て

は
、
小
貫
建
設
㈱
が
担
当
。
そ

の
後
、
２
０
２
５
年
度
に
は
管

理
棟
や
ト
イ
レ
な
ど
の
建
築
工

事
を
改
め
て
発
注
し
、
26
年
度

に
は
開
園
で
き
る
よ
う
、
作
業

を
進
め
て
い
き
た
い
考
え
。
基

本
・
実
施
設
計
は
㈱
オ
オ
バ
茨

城
営
業
所
（
水
戸
市
）
が
担
当

し
た
。

　
整
備
予
定
地
は
、
山
川
不
動

尊
の
東
側
に
位
置
す
る
。
面
積

は
約
２
・
３
５ 

ha
で
、
南
側

に
は
県
道
筑
西
三
和
線
が
通
っ

て
い
る
。

　
守
谷
市
は
、
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ

ロ
ー
ズ
二
軍
施
設
の
誘
致
に
向

け
た
総
合
公
園
の
整
備
計
画
を

進
め
て
い
る
。
新
年
度
に
も
基

本
設
計
に
着
手
し
た
い
考
え
。

公
園
区
域
の
面
積
は
約
20
・
８ 

　
公
園
北
側
に
は
小
さ
な
池
、

南
側
に
は
大
き
な
池
を
配
置
す

る
。
南
側
に
は
、
木
道
や
四
阿

な
ど
を
整
備
す
る
予
定
だ
。
敷

地
内
中
央
に
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

広
場
を
設
け
、
管
理
棟
や
ト
イ

レ
な
ど
を
建
設
す
る
。
そ
の
北

側
に
芝
生
の
多
目
的
広
場
、
南

側
に
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
田
を
整
備

す
る
。

　
中
央
部
に
メ
イ
ン
の
入
り

口
、
南
北
そ
れ
ぞ
れ
に
も
入
口

を
設
け
、
計
３
箇
所
の
入
口
を

配
置
す
る
。

　
土
木
造
園
工
事
は
、
新
年
度

ま
で
の
２
カ
年
で
進
め
て
い

く
。
主
な
工
事
内
容
に
つ
い
て

は
、
敷
地
造
成
工
、
構
造
物
撤

去
工
、
雨
水
排
水
設
備
工
、
給

ha
。
球
団
用
の
球
場
や
サ
ブ

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
屋
内
練
習
場
の

ほ
か
、
市
民
が
利
用
す
る
市
民

野
球
場
、
サ
ッ
カ
ー
場
等
、
体

育
館
な
ど
も
整
備
す
る
予
定

だ
。
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
つ

リ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ウ
ン
ジ
、

交
流
ス
ペ
ー
ス
、
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
ア
ウ

ト
ド
ア
、
駐
車
場
（
54
台
）、

サ
ー
ビ
ス
ヤ
ー
ド
、
多
目
的

コ
ー
ト
を
整
備
す
る
。

　
特
定
公
園
施
設
に
つ
い
て

は
、
市
が
最
大
１
億
円
を
負
担

し
、
ト
イ
レ
・
防
災
倉
庫
等
の

ほ
か
に
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
、
遊
戯
施
設
、
石
像
、
修
景

施
設
、
駐
輪
場
、
デ
ッ
キ
、
植

栽
、
園
路
を
整
備
。
整
備
後

は
、
市
へ
無
償
譲
渡
す
る
。

　
建
物
に
は
、
県
産
材
を
利
用

し
木
造
と
す
る
。
偕
楽
園
か
ら

の
眺
望
に
配
慮
し
て
高
さ
を
抑

え
、
屋
根
の
形
状
な
ど
も
景
観

と
調
和
の
と
れ
た
デ
ザ
イ
ン
と

す
る
。

　
公
募
設
置
等
計
画
認
定
の
有

効
期
間
は
工
事
開
始
日
か
ら

20
年
間
。
10
年
間
の
更
新
も
可

能
。
設
置
許
可
使
用
料
単
価
の

最
低
額
は
月
額
㎡
当
た
り
60
円

と
し
て
い
る
。

く
こ
と
な
ど
を
挙
げ
た
。

　
整
備
に
あ
た
っ
て
は
「
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
」

「
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
」「
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ゾ
ー
ン
」「
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
」
の
４
エ
リ
ア

を
設
定
。
お
手
ま
き
記
念
の
森

や
彫
刻
が
あ
る
広
場
を
活
か
す

公
園
づ
く
り
、
自
然
を
活
用

し
た
複
合
遊
具
の
導
入
、
自
然

地
形
を
活
か
し
た
遊
歩
道
の
整

備
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
ト
イ

レ
の
整
備
な
ど
を
検
討
す
る
。

　
昨
年
実
施
し
た
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
調
査
の
結
果
を
も
と
に
、

今
後
の
整
備
計
画
を
練
る
。

て
い
る
。
㈱
協
和
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ツ
が
担
当
し
、
２
０
２
４
年

３
月
28
日
ま
で
を
目
途
に
策
定

す
る
。
設
計
は
25
年
度
以
降
に

も
着
手
し
た
い
考
え
だ
。

　
対
象
地
の
面
積
は
１
・
１ 

ha
。
伊
藤
製
鐵
所
筑
波
工
場

の
付
近
に
あ
た
り
、
現
況
は
更

地
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
住
民

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
公
園
施

設
の
内
容
な
ど
を
定
め
る
。

　
な
お
、
市
で
は
本
年
度
に
萱

丸
地
区
３
号
近
隣
公
園
（
Ａ
１ 

ha
）
の
整
備
工
事
を
発
注
し
、

工
事
が
進
ん
で
い
る
。
施
工
は

㈱
良
興
・
㈲
山
一
造
園
土
木
の

Ｊ
Ｖ
が
担
当
し
て
い
る
。

が
希
少
生
物
の
観
察
な
ど
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
教
育
環
境
の

充
実
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
な

ど
の
た
め
、
地
域
の
人
々
が
育

て
守
っ
て
い
け
る
公
園
を
目
指

し
、
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
高
萩
市
は
、
市
森
林
公
園

（
下
手
綱
１
９
５
２

－
17
）
の

整
備
基
本
構
想
を
策
定
。
コ
ン

セ
プ
ト
は
「
自
然
と
芸
術
に
ふ

れ
あ
い
、
心
に
お
手
ま
き
」
と

し
、
豊
か
な
自
然
と
景
観
の
調

和
が
取
れ
た
憩
い
の
場
と
な
る

公
園
を
目
指
す
。
よ
り
多
く
の

市
民
に
利
用
さ
れ
る
交
流
拠
点

と
な
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

　
森
林
公
園
は
面
積
約
６
・
９ 

ha
。
園
内
に
は
昭
和
天
皇
・

皇
后
両
陛
下
が
お
手
植
え
さ

れ
た
「
お
手
ま
き
記
念
の
森
」

や
、
市
出
身
の
彫
刻
家
で
あ
る

山
崎
猛
氏
制
作
の
彫
刻
が
展
示

さ
れ
て
い
る
広
場
、
里
山
の
自

然
や
仕
組
み
が
学
べ
る
「
た

に
合
わ
な
い
た
め
、
既
存
道
路

の
拡
幅
等
を
検
討
す
る
。
排
水

に
つ
い
て
は
、
公
園
単
体
で
は

ま
ず
調
節
池
を
設
け
、
一
時
的

に
貯
留
し
大
野
川
に
放
出
す
る

形
を
取
る
。
ま
た
、
平
均
２
ｍ

程
度
の
盛
土
を
行
う
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
24
年
度
に
ヤ
ク
ル
ト

二
軍
施
設
の
盛
土
工
事
、
24
年

度
末
か
ら
25
年
度
に
か
け
て
実

施
設
計
、
25
年
度
に
ヤ
ク
ル
ト

二
軍
施
設
ゾ
ー
ン
の
本
体
工
事

と
ヤ
ク
ル
ト
施
設
以
外
の
盛
土

工
事
を
予
定
。
ヤ
ク
ル
ト
二
軍

施
設
ゾ
ー
ン
の
完
成
は
27
年
１

月
を
目
標
と
す
る
。

水
電
気
設
備
工
、
修
景
施
設
整

備
工
、
園
路
広
場
整
備
工
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

　
25
年
度
よ
り
着
手
す
る
建
築

工
事
で
は
、
管
理
棟
や
ト
イ
レ

を
整
備
す
る
。
公
園
管
理
設
備

や
倉
庫
、
休
憩

施
設
な
ど
の
機

能
を
備
え
る
も

よ
う
。

　
公
園
の
テ
ー

マ
は
「
自
然
豊

か
な
田
園
環
境

と
周
辺
地
区
の

文
化
資
源
の
保

全
」
と
し
て
い

る
。
豊
か
な
自

然
資
源
と
触
れ

合
え
る
公
園
を

整
備
し
、
自
然

環
境
の
保
全
や

希
少
動
物
の
保

護
を
す
る
。

　
子
ど
も
た
ち

い
て
は
、
市
側
の
施
設
の
一
部

で
導
入
を
検
討
し
て
い
く
。

　
整
備
予
定
地
は
広
域
幹
線
道

路
沿
い
で
、
守
谷
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
に
近
接
す
る
野
木
崎
地
内
。

　
施
設
規
模
に
つ
い
て
は
、
ヤ

ク
ル
ト
球
団
使
用
施
設
が
球

場
（
１
万
６
０
０
０
㎡
）、
サ

ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
１
万
４
０
０

０
㎡
）、
屋
内
練
習
場
（
６
０

０
０
㎡
）、
そ
の
他
広
場
・
外

構
・
駐
車
場
等
（
３
万
６
０

０
０
㎡
）
を
想
定
し
て
い
る
。 

　
そ
の
他
の
公
園
施
設
は
、
屋

内
運
動
施
設
（
３
５
０
０
㎡
）、

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
広
場

（
３
０
０
０
㎡
）、
多
目
的
広
場

（
２
万
９
０
０
０
㎡
）、
ラ
ン
ニ

ン
グ
コ
ー
ス
、
調
整
池
（
８
０

０
０
㎡
）、
そ
の
他
広
場
・
外

構
・
駐
車
場
等
（
６
万
８
５
０

０
㎡
）
を
予
定
。

　
必
要
面
積
の
合
計
は
約
20
万

８
０
０
０
㎡
程
度
。
用
地
買
収

は
全
て
市
が
行
う
予
定
で
、
新

年
度
か
ら
実
施
す
る
も
よ
う
。

　
イ
ン
フ
ラ
関
係
は
、
供
平
板

戸
井
線
の
供
用
開
始
が
２
０
３

５
年
度
で
、
公
園
の
完
成
に
間

　
水
戸
市
は
、
千
波
公
園
（
黄

門
像
広
場
周
辺
地
区
）
拠
点
整

備
事
業
に
つ
い
て
、
Ｐ
ａ
ｒ
ｋ

－

Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
導
入
し
進
め
て
い

る
。
公
募
設
置
等
予
定
者
は
大

和
リ
ー
ス
・
ア
ダ
ス
ト
リ
ア
グ

ル
ー
プ
を
選
定
。
提
案
内
容

は
、
公
募
対
象
公
園
施
設
（
５

４
９
８
㎡
）
が
マ
ル
シ
ェ
、
コ

ン
ビ
ニ
、
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
多
目
的
コ
ー
ト
な
ど
、
特

定
公
園
施
設
（
７
１
４
３
㎡
）

が
ト
イ
レ
・
防
災
倉
庫
、
休
養

施
設
、
芝
生
広
場
な
ど
。
２
０

２
５
年
秋
の
供
用
開
始
を
目
指

し
て
い
く
。

　
事
業
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
場
づ

く
り
を
“
ま
ち
づ
く
り
”
に
つ

な
ぐ 

ｗ
ｅ
ｌ
ｌ

－

ｂ
ｅ
ｉ
ｎ

ｇ 

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ 

構
想
」。
個
人
、

社
会
と
し
て
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
実
現
に
向
け
、
豊
か
な
時

間
を
創
造
し
、
さ
ら
な
る
活
性

化
を
目
指
す
と
の
こ
と
。

　
公
募
対
象
公
園
施
設
と
し
て

マ
ル
シ
ェ
等
の
ほ
か
、
ベ
ー
カ

か
は
ぎ
グ
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
な
ど
が
あ
る
。

　
整
備
の
基
本
方
針
は
、
新
た

な
魅
力
の
創
出
、
誰
も
が
快
適

に
利
用
で
き
る
公
園
、
豊
か
な

自
然
と
芸
術
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
公
園
。
民
間
の
ア
イ
デ

ア
等
を
活
用
し
な
が
ら
整
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
、
公
園
の
長

所
や
強
み
に
つ
い
て
存
続
・
保

全
し
な
が
ら
有
効
活
用
し
て
い

　
つ
く
ば
市
は
、
萱
丸
地
区
２

号
近
隣
公
園
（
み
ど
り
の
南
地

内
）
の
整
備
に
向
け
、
現
在
は

基
本
計
画
の
策
定
業
務
を
進
め

地域の魅力向上に寄与いばらきの
公園整備事業

　
地
域
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
と
し
て
、
各
地
で
公
園
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
時
代
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
た
機
能
や
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
な
ど
誰
も
が
楽
し
め
る
場
所
を
目
指
す
姿
勢
も
多

く
見
ら
れ
る
状
況
だ
。
民
間
事
業
者
と
の
連
携
も
増
え
、
公
園
整
備
の
可
能
性
は
大
き
く
広

が
っ
て
い
る
。
今
回
は
５
つ
の
事
例
を
取
り
上
げ
、
整
備
内
容
な
ど
を
紹
介
す
る
。

民
間
事
業
者
と
の
連
携
も
多
数
、広
が
る
可
能
性

（仮称）守谷SA
スマートIC周辺

土地区画整理事業区域

（仮称）守谷SA
スマートIC周辺

土地区画整理事業区域

常総運動公園常総運動公園

駐車場
500台分
駐車場
500台分

多目的広場
1万1000㎡
多目的広場
1万1000㎡

体育館
3500㎡
体育館
3500㎡

トイレトイレ

トイレトイレ

パークセンター
トイレ

パークセンター
トイレ

トイレトイレ

サッカー場等
105ｍ×68ｍ
サッカー場等
105ｍ×68ｍ

多目的広場
1万8000㎡
多目的広場
1万8000㎡

調整池
（親水広場）
調整池

（親水広場）

駐車場
200台分
駐車場
200台分

来客者用駐車場
300台分

来客者用駐車場
300台分

インクリーシブ
遊具広場
3000㎡

インクリーシブ
遊具広場
3000㎡

市民野球場市民野球場

サブグラウンドサブグラウンド

屋内練習場屋内練習場

関係者用駐車場関係者用駐車場
大野川大野川

球場球場

ラン
ニン
グコ
ース
（1
周1
.2㎞
）

ラン
ニン
グコ
ース
（1
周1
.2㎞
）

守
谷
市
・
総
合
公
園
整
備

基
本
設
計
は
新
年
度
着
手

25
年
度
よ
り
建
築
等
工
事

機
能
充
実
に
向
け
検
討
中

25
年
秋
の
供
用
目
指
す

結
城
市
・
不
動
尊
近
隣
公
園
整
備

高
萩
市
・
森
林
公
園
整
備

水
戸
市
・
千
波
公
園
拠
点
整
備

基本計画は協和
つくば市・近隣公園整備
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大 川 設 備 工 業 ㈱
㈱ 大 貫 工 務 店
㈱ 大 山 緑 地 建 設
オ ヌ マ 工 業 ㈱
㈱ 菊 地 工 務 店
㈱ 木 村 工 務 店
㈱ 協 和 技 建
㈱ 雲 井 工 務 店
コ モ リ 工 業 ㈱

㈲ 三 勝 建 設
大 清 建 設 ㈱
㈱ 田 口 工 務 店
㈲ 田 山 建 材
㈲ 田 山 工 務 店
㈱ 戸 塚 建 設
㈲ 野 口 工 務 店
平 和 建 設 ㈱
㈲ 松 屋 工 務 店

会　　長　大貫　茂男
副 会 長　戸塚　裕義
監　　事　田口　富之

理　　事　菊地　正宣
監　　事　木村　政仁

大洗町建設業協議会

会　長
副会長
副会長

由良　宣明
奈幡　富洋
酒井　幸治

一般社団法人 守谷市建設業協会

事務所　〒302－0116　茨城県守谷市大柏797－1
　　　　電話：0297－48－6678　FAX：0297－38－6113

令 和 建 設 ㈱
㈱ 山 富 造 園
酒 石 建 設 工 業 ㈱
常 陸 建 設 工 業 ㈱
㈱ 日 田 建 設 工 業
㈱ 商 元

㈲ 小 林 造 園
㈱ 坂 巻 兄 弟 建 設
㈲ 寺 田 工 業
今 井 建 設
㈲ 守 谷 造 園
㈲ 染 谷 ガ ー デ ン

㈱ 北 総 園
㈲ 松 丸 造 園 工 事
㈲ 三 美 園 小 林
㈲ 中 村 建 設
オ オ シ ン ㈱
㈲オオヤマ建設工業
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潮
来
市
は
、
牛
堀
地
区
の
牛

堀
出
張
所
跡
地
と
町
民
プ
ー
ル

跡
地
に
つ
い
て
利
活
用
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
現
段
階
で
は

出
張
所
跡
地
に
休
憩
・
交
流
の

た
め
の
建
物
や
多
目
的
広
場
、

プ
ー
ル
跡
地
に
３
×
３
バ
ス

ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
や
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
な
ど
の
整
備
を
検
討
。

跡
地
利
用
基
本
計
画
の
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
で
は
、
受
託
候
補
者

に
響
建
築
設
計
事
務
所
㈱
（
東

京
都
中
野
区
）
を
選
定
。
早
け

れ
ば
２
０
２
４
年
度
に
も
、
ど

ち
ら
か
の
跡
地
で
設
計
に
取
り

掛
か
り
た
い
考
え
だ
。

　
旧
牛
堀
出
張
所
は
18
年
度
に

建
物
が
解
体
。
現
在
は
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
で
舗
装
さ
れ
、
駐
車

場
な
ど
で
利
用
さ
れ
て
い
る
。

敷
地
面
積
は
１
０
０
８
㎡
。

　
旧
牛
堀
町
民
プ
ー
ル
は
旧
牛

堀
出
張
所
の
北
側
に
立
地
。
施

設
は
現
存
し
て
い
る
。
敷
地
面

積
は
４
０
１
６
㎡
。

　
両
施
設
に
つ
い
て
は
、
法
規

制
や
跡
地
の
特
性
、
広
域
的
な

ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
な
が
ら
、
地

域
振
興
に
寄
与
す
る
利
活
用
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　
那
珂
市
は
、
複
合
型
交
流
拠

点
施
設
「
道
の
駅
」
の
整
備

を
進
め
て
い
る
。
基
本
計
画
で

は
、
全
体
面
積
約
４
万
５
０
０

０
㎡
、
屋
外
面
積
４
万
２
１
２

０
㎡
、
屋
内
面
積
を
２
８
８
０

㎡
と
算
出
。
２
０
２
６
年
度
の

着
工
、
28
年
度
供
用
開
始
を
目

指
し
整
備
を
進
め
て
い
く
。

　
那
珂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

は
供
用
開
始
か
ら
38
年
が
経

22
年
度
に
跡
地
利
用
の
基
本
方

針
、
基
本
構
想
及
び
跡
地
利
用

計
画
案
を
策
定
し
た
。

　
牛
堀
出
張
所
跡
地
は
近
隣
に

市
立
図
書
館
が
、
町
民
プ
ー
ル

跡
地
に
は
牛
堀
公
民
館
や
大
山

崎
児
童
公
園
、
か
す
み
認
定
こ

ど
も
園
な
ど
が
立
地
。
両
跡
地

の
利
用
を
起
点
と
し
て
、
公
共

施
設
の
一
体
的
な
活
用
を
図

り
、
牛
堀
市
街
地
の
回
遊
性
や

既
存
施
設
活
用
を
促
進
す
る
。

　
整
備
の
考
え
方
と
し
て
は
、

過
。
国
道
１
１
８
号
の
４
車
線

化
や
県
植
物
園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
計
画
な
ど
に
よ
り
、
発
展
の

可
能
性
を
大
い
に
秘
め
た
地
域

と
な
っ
て
い
る
。
22
年
度
に

は
「
道
の
駅
」
の
候
補
地
や
コ

ン
セ
プ
ト
・
基
本
理
念
な
ど
を

取
り
ま
と
め
た
基
本
構
想
を
策

定
。
23
年
３
月
に
は
導
入
機
能

や
施
設
規
模
、
整
備
・
管
理
運

営
手
法
な
ど
を
ま
と
め
た
基
本

前
パ
ー
チ
・
プ
ラ
ザ
～
」
と
す

る
。

　
施
設
規
模
は
、
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
計
約
１
０
０
０
㎡
、
図

書
館
ス
ペ
ー
ス
約
８
０
０
㎡
、

コ
ン
ビ
ニ
ス
ペ
ー
ス
約
１
５
０

㎡
、
行
政
窓
口
ス
ペ
ー
ス
約
60

㎡
、
災
害
備
蓄
ス
ペ
ー
ス
約
60

㎡
、
実
習
ス
ペ
ー
ス
約
50
㎡
、

情
報
発
信
ス
ペ
ー
ス
約
40
㎡
、

休
憩
ス
ペ
ー
ス
約
20
㎡
、
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
ス
ペ
ー
ス
約
20
㎡
な

ど
を
想
定
。

　
コ
ン
ビ
ニ
ス
ペ
ー
ス
は
飲
食

可
能
な
イ
ー
ト
イ
ン
併
設
の

シ
ョ
ッ
プ
と
し
、
設
置
・
運

営
・
管
理
は
民
間
活
力
を
利
用

す
る
見
通
し
。

　
駐
車
場
（
Ａ
１
８
０
０
㎡
）

は
敷
地
北
側
に
配
置
。
建
物
西

側
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
や
休
憩
な

ど
人
溜
ま
り
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

広
場
ス
ペ
ー
ス
を
計
画
し
、
東

側
に
は
緩
衝
帯
（
駐
車
場
、
植

え
込
み
な
ど
）
を
設
け
る
。

城
跡
や
商
店
街
、
神
社
仏
閣
、

見
世
蔵
な
ど
を
繋
ぎ
「
観
光
・

散
策
エ
リ
ア
」
を
構
築
す
る

施
設
と
し
て
の
機
能
も
検
討
。

フ
リ
ー
の
休
憩
ス
ペ
ー
ス
や

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
、
マ

ル
シ
ェ
、
カ
フ
ェ
な
ど
市
内
外

の
人
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
施

設
と
し
た
い
考
え
だ
。

　
外
観
は
街
並
み
と
の
統
一
を

図
り
、
北
部
市
街
地
の
シ
ン
ボ

ル
的
施
設
と
し
て
い
く
。
施
設

敷
地
内
に
は
、
歩
道
や
地
域
に

住
ま
う
人
の
憩
い
の
場
と
な
る

ス
ペ
ー
ス
等
を
整
備
す
る
。

　
全
体
の
敷
地
面
積
は
約
１
万

２
８
７
４
㎡
。
基
本
計
画
で
は

施
設
の
規
模
、
概
算
事
業
費
、

各
作
業
の
着
手
時
期
な
ど
も
示

し
て
い
き
た
い
考
え
。

　
管
理
運
営
方
法
は
、
公
共
が

施
設
を
整
備
し
民
間
事
業
者
等

が
管
理
運
営
を
行
う
「
公
設
民

営
型
」
で
、
設
計
段
階
か
ら
運

営
者
が
関
与
す
る
Ｅ
Ｏ
Ｉ
方
式

で
行
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
管

理
運
営
主
体
と
し
て
、
高
い
公

益
性
の
発
揮
と
地
域
と
の
連
携

が
期
待
で
き
、
か
つ
民
間
ノ
ウ

ハ
ウ
の
活
用
を
適
切
に
図
る
こ

と
が
可
能
な「
第
三
セ
ク
タ
ー
」

を
設
立
し
、
行
政
と
民
間
事
業

者
等
の
連
携
に
よ
る
運
営
体
制

の
構
築
を
図
る
と
い
う
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
、
24
年
度
に
基
本
設
計
、
25

年
度
に
実
施
設
計
を
行
う
予

定
。
建
設
工
事
は
26
年
度
開
始

を
計
画
し
、
28
年
度
の
供
用
開

始
を
目
指
す
。

を
想
定
す
る
。

　
現
在
の
検
討
案
で
は
牛
堀
公

民
館
、
大
山
崎
児
童
公
園
の
一

体
的
利
用
へ
敷
地
境
界
の
動
線

を
整
備
。
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む

場
と
し
て
３
ｏ
ｎ
３
、
フ
ッ
ト

サ
ル
コ
ー
ト
を
設
置
。
付
帯
施

設
と
し
て
、
シ
ェ
ル
タ
ー
、
屋

外
用
給
排
水
施
設
の
設
置
を
想

定
。
17
台
程
度
の
駐
車
ス
ペ
ー

ス
や
園
路
な
ど
も
設
け
る
。

　
具
体
的
な
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
現
段
階
で
は
未
定
だ
が
、

24
年
度
に
出
張
所
か
プ
ー
ル
の

ど
ち
ら
か
で
整
備
に
向
け
た
設

計
に
着
手
し
、
25
年
度
の
着
工

を
目
指
す
も
よ
う
。

ト
ア
（
１
７
０
㎡
）、
情
報
提

供
コ
ー
ナ
ー
・
無
料
休
憩
ス

ペ
ー
ス
（
１
７
０
㎡
）、
農
畜

産
物
直
売
所
・
特
産
品
販
売

コ
ー
ナ
ー
（
４
５
０
㎡
）、
加

工
施
設
、
ベ
ー
カ
リ
ー
（
２

０
０
㎡
）、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ペ
ー
ス
・
多
目
的
室
（
１
０
０

㎡
）、
屋
根
付
き
イ
ベ
ン
ト
ス

ペ
ー
ス
（
２
５
０
㎡
）、
ド
ッ

グ
ラ
ン
（
３
０
０
㎡
）、
ベ

ビ
ー
コ
ー
ナ
ー
・
キ
ッ
ズ
ル
ー

ム
（
40
㎡
）、
芝
生
広
場
・
水

広
場
（
８
０
０
０
㎡
）、
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
遊
具
（
２
０
０
０

㎡
）、
全
天
候
型
プ
レ
イ
ゾ
ー

ン
（
４
０
０
㎡
）
な
ど
。

　
駐
車
場
は
、
第
１
駐
車
場

（
道
路
休
憩
施
設
と
し
て
の
駐

車
場
）
に
１
５
３
台
、
第
２
駐

　
結
城
市
は
、
元
市
役
所
本
庁

舎
跡
地
利
用
を
検
討
し
て
い

る
。
昨
年
４
月
に
基
本
構
想
を

策
定
。
本
庁
舎
お
よ
び
付
属
施

設
等
は
除
却
し
、
跡
地
に
「
歴

史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」、
市
役
所

出
張
所
の
機
能
や
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え
た
複
合
施

設
な
ど
の
整
備
を
示
し
た
。

　
歴
史
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、

市
が
有
す
る
歴
史
・
文
化
的
資

牛
堀
支
所
跡
地
は
周
辺
施
設
の

利
用
者
を
対
象
に
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
機
能
を
配
備
す
る
。

　
現
在
の
検
討
案
で
は
交
流
・

休
憩
の
た
め
の
建
物
（
12
×
10

ｍ
、
２
階
建
て
）
や
イ
ン
タ
ー

ロ
ッ
キ
ン
グ
舗
装
の
通
路
（
Ｗ

６
ｍ
）、
多
目
的
広
場
、
四
阿
、

駐
車
ス
ペ
ー
ス
、
イ
ベ
ン
ト
等

に
対
応
し
た
屋
外
用
の
供
給
処

理
施
設
（
配
水
・
汚
水
・
電
気

取
出
し
）
な
ど
を
想
定
。

　
一
方
、
町
民
プ
ー
ル
跡
地
は

周
辺
施
設
か
ら
の
利
用
を
前
提

に
施
設
利
用
者
に
＋
α
を
提
供

す
る
機
能
、
周
辺
施
設
と
の
一

体
性
を
創
出
す
る
機
能
の
整
備

計
画
を
公
表
し
た
。

　
整
備
候
補
地
は
、
飯
田
押
敷

交
差
点
北
西
側
。
全
体
の
面
積

は
約
４
万
５
０
０
０
㎡
。
機
能

ご
と
に
算
定
し
た
各
施
設
の
面

積
は
、
屋
内
面
積
２
８
８
０

㎡
、
屋
外
面
積
４
万
２
１
２
０

㎡
を
想
定
し
て
い
る
。

　
導
入
施
設
は
、
ト
イ
レ
（
３

０
０
㎡
）、
シ
ャ
ワ
ー
ブ
ー
ス

（
30
㎡
）、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

　
小
美
玉
市
は
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
羽

鳥
駅
前
の
新
交
流
拠
点
に
つ
い

て
、
３
階
建
て
延
べ
床
面
積
約

２
７
０
０
㎡
の
施
設
整
備
を
検

討
し
て
い
る
。
約
８
０
０
㎡
の

図
書
館
を
中
心
に
、
多
目
的
ス

ペ
ー
ス
や
情
報
発
信
ス
ペ
ー

ス
、
コ
ン
ビ
ニ
ス
ペ
ー
ス
な
ど

で
構
成
。
駐
車
場
は
60
台
。
駅

舎
と
施
設
を
直
結
さ
せ
る
ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
も
検
討
。

駅
前
の
利
便
性
を
生
か
し
、
多

く
の
人
々
が
交
流
す
る
拠
点
と

し
て
整
備
す
る
。

　
場
所
は
羽
鳥
駅
東
口
駅
前
広

場
の
北
側
市
有
地
。
敷
地
面
積

は
４
１
４
０
㎡
。

　
地
元
か
ら
は
「
生
涯
学
習
の

支
援
」「
市
外
へ
の
魅
力
発
信
」

「
大
勢
で
集
え
る
場
所
」
な
ど

の
意
見
が
あ
り
、
こ
れ
を
踏
ま

え
て
コ
ン
セ
プ
ト
を
「
新
た

な
“
玄
関
口
”
で
、
多
様
な

人
々
が
、
気
軽
に
立
ち
寄
り
、

集
い
、
交
流
す
る
～
羽
鳥
駅

産
を
保
存
・
展
示
す
る
施
設
と

す
る
。
資
料
の
保
存
を
可
能
と

す
る
空
調
等
の
完
備
、
火
災
に

対
応
す
る
耐
火
・
防
火
設
備
、

地
震
等
の
自
然
災
害
に
備
え
た

耐
震
・
免
振
構
造
等
の
機
能
を

備
え
る
見
込
み
。

　
ま
た
、
多
世
代
が
様
々
な
用

途
・
目
的
に
合
わ
せ
て
使
用

で
き
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
、
市
民
の
利
便
性
を
考
慮
し

た
市
役
所
出
張
所
機
能
の
設

置
、
市
の
歴
史
・
文
化
等
に
つ

い
て
学
習
し
郷
土
愛
を
育
め
る

場
を
整
備
す
る
。

　
北
部
市
街
地
に
あ
る
結
城

車
場
（
地
域
振
興
施
設
と
し
て

の
駐
車
場
）
に
２
４
６
台
で
、

合
計
３
９
９
台
。
駐
車
場
面
積

は
１
万
３
０
０
０
㎡
。

　

整
備
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、

「
那
珂
で
つ
な
が
る
道
の
駅
」。

基
本
理
念
に
は
①
Ｉ
Ｃ
周
辺
ま

ち
づ
く
り
の
核
と
な
り
、
県
内

外
の
都
市
と
連
携
（
つ
な
が

り
）・
交
流
促
進
を
図
る
拠
点

づ
く
り
②
那
珂
市
の
観
光
資
源

や
特
産
品
等
の
魅
力
を
発
信

し
、
市
内
回
遊
に
つ
な
げ
る
拠

点
づ
く
り
③
生
産
者
と
の
連

携
（
つ
な
が
り
）
に
よ
り
、
豊

か
な
農
畜
産
物
や
特
産
品
を
購

入
・
飲
食
で
き
る
施
設
と
し

て
、
産
業
の
活
性
化
と
ブ
ラ
ン

ド
価
値
向
上
に
つ
な
げ
る
拠
点

づ
く
り

－

な
ど
を
挙
げ
た
。

交流の要「にぎわい施設」整備
　各市町村では、道の駅や交流拠点施設などの「にぎわい施設」
の整備が進んでいる。地域活性化、情報発信の場、人々の交流
の拠点、スポーツに親しむ環境づくり、歴史や文化を伝える学
習の場など、各施設の担う目的はさまざまだ。またにぎわい施
設の利用者は、地元の人々はもちろん、県内外から立ち寄り利
用する人々も少なくない。今回は、現在県内で進んでいる4カ所
のにぎわい施設の整備状況を紹介する。

牛堀公民館牛堀公民館

▲町民プール跡地の検討案

▲牛堀支所跡地の検討案

一棟型

分棟型

24
年
度
は
基
本
設
計
着
手

道
の
駅
整
備
に
向
け

那珂市

牛
堀
地
区
跡
地
利
用
計
画

24
年
度
設
計
着
手
目
標

潮来市

シ
ン
ボ
ル
的
複
合
施
設
へ

羽
鳥
駅
前
の
市
有
地
活
用

市
役
所
跡
地
を
利
用

新
交
流
拠
点
を
整
備

結城市

小美玉市

経済産業省認定

本社・工場　〒308－0855　茨城県筑西市下川島635
　　　　　　　TEL.0296－34－1211　FAX.0296－34－1212
栃 木 支 店　〒321－0226　栃木県下都賀郡壬生町中央町13－15
　　　　　　　TEL.0282－82－3844　FAX.0282－82－1326
結城営業所　〒307－0011　茨城県結城市小森1851
　　　　　　　TEL.0296－32－8028　FAX.0296－34－1225
URL 　  http://www.kanto-doro.co.jp
E-mail　info@kanto-doro.co.jp

ISO9001/2015 年　ISO14001/2015 年

関東道路株式会社
・国土交通大臣賞受賞（３Ｒ推進功労者）

・環境大臣賞受賞（廃棄物研究開発功労者）

・茨城県知事賞受賞（地球にやさしい企業表彰）

代表取締役　渡　邉　宗　明

〒305－0817
茨城県つくば市研究学園7丁目 49番地 4
TEL.029－854－4130
FAX.029－854－4160

〒311－4303　茨城県東茨城郡城里町石塚 931－3
TEL 029－297－2740　FAX 029－297－2783

代表取締役　中　村　直　樹

測量・設計・補償・ＧＩＳ

㈱ オ ー ヌ キ

大 仁 建 設 ㈱

㈱河野工務店

環境保全事業㈱

㈱ 関 東 総 建

㈱ コ ー ワ

東海村舟石川駅西３－１１－１４

東海村白方中央１－２１－２４

東海村東海２－１－１９

東海村村松１０３３－１

東海村石神外宿１４３５－２

東海村舟石川６３２－９

029－282－2015

029－282－1330

029－282－1333

029－282－8855

029－287－1641

029－283－2202

東 海 村 白 方５３８－２

東 海 村 豊 岡 ３ ７ ９

東海村石神内宿２４８２－１

東海村東海３－８－４８

東海村東海１－１－２３

029－282－2626

029－282－2505

029－283－3163

029－282－3208

029－282－1746

東康建設工業㈱

東 豊 建 設 ㈱

㈲ 日 本 建 商

ネモト建設工業㈱

弓山建設工業㈱

〒319－1118 那珂郡東海村舟石川駅東3－15－14　TEL 029－282－9242　FAX 029－282－4823

理事長　澤畠　弘樹　　副理事長　大城　辰也

㈱佐藤工務店

㈲ 沢 畑 土 木

㈱ 三 建 工 業

鈴 懸 工 業 ㈱

㈲ 大 建 工 業

㈱ 大 興 建 設

東 海 村白方５９９－１０

東海村石神内宿１６３０

東海村石神内宿２２６５－２

東海村村松字勝木田２０３９－１５

東海村村松北２－１－２

東海村東海２－１－１８

029－282－3210

029－282－4790

029－287－0352

029－306－2570

029－283－3636

029－282－8590

東海村建設業協同組合
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支　店／水戸・佐原・つくば
営業所／土浦・成田・稲敷・鉾田

代表取締役社長　井　上　浩　之

〒300－0037　茨城県土浦市桜町四丁目11番 14号
TEL　029－826－2536
FAX　029－826－2546

三展ミネコンサルタント株式会社

 TEL．029-248-5358㈹　FAX.029-248-5377

 TEL．029-852-5000　　FAX.029-852-5077
〒305-0033 茨城県つくば市東新井2-1 KMS・S2-403号室

〒310-0842 茨城県水戸市けやき台2-13-2本　　　社

つくば営業所

https://www.showa-kensetsu.co.jp/

代表取締役会長　佐久間　昭男
代表取締役社長　小松原　　仁

本　　社／水戸市千波町1905　TEL 029-241-2161㈹

クシタ建設
総合建設業

株式会社

本社　茨城県下妻市堀篭 1,399 番地
〒304‒0033　TEL　0296‒43‒6522

FAX　0296‒44‒0328

代表取締役 串 田  一 仁

㈱ 秋 山 工 務 店
㈱ 天 海 建 設
天 海 工 業 ㈲
雨 川 開 発 工 業 ㈱
㈱ 有 路 工 務 店
飯 塚 石 材 店
㈱ 磯 良 工 務 店
㈱ 井 滝 建 設
㈲ 井 出 野 建 設

㈲ 伊 藤 建 設
㈱ 井 上 工 務 店
打 越 建 設 ㈲
㈱ 大 須 賀 工 務 店
㈱ 大 曽 根 建 設
㈲ 太 田 建 設 工 業
㈱ 鬼 沢 建 設
㈱ 亀 山 工 務 店
㈱ 川 崎 建 設

河 又 土 建 工 業 ㈱
㈲  栗 田 組
栗 田 工 務 店
黒 沢 建 設
黒 沢 工 業 ㈱
興 陽 建 設 ㈲
小 林 建 設 工 業 ㈲
㈲ 斉 藤 興 業 所
㈱ 最 北 建 設

㈱ 澤 畑 工 務 店
㈱ 信 濃 造 園 土 木
㈲ 勝 建
㈱ 上 肥
㈱ 真 栄 工 業
菅 原 建 設 ㈱
ス ト ウ 工 業 ㈱
砂 押 工 業 ㈱
関 根 建 設

㈱ 大 栄 建 設
高 倉 建 設 工 業 ㈱
㈱ 田 本 工 務 店
㈲ 椿 山 建 設
東 昌 産 業 ㈱
東 水 建 設 ㈱
㈱ ト ー ホ ー 工 業
ト キ ワ 建 設 ㈱
戸 田 工 業 ㈱

㈱ 中 島 工 務 店
㈱ニシノグループ
西 野 工 業 ㈱
橋 本 建 設 ㈱
㈱ 蓮 田 工 務 店
日 立 土 木 ㈱
㈲  二 川 組
双 葉 工 業 ㈱
皆 神 建 材

㈱  八 木 組
㈱ 矢 口
㈱ユニバーサル建設工業
横 建 工 業 ㈱
横 信 建 材 工 業 ㈱
㈲ よ こ す か 建 設
㈲ 横 須 賀 工 務 店

ひたちなか市長堀町２丁目14－８　TEL 029－273－2096　FAX 029－274－6420

謹んで新春の
　お慶びを申し上げます
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２
０
２
４
年

主
要
事
業

県
央
地
域

県
央
地
域

　
寿
小
の
校
舎
は
１
９
７
４
年

～
80
年
に
建
築
。
建
物
の
規
模

は
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て
延
べ
面
積

４
９
４
８
㎡
（
教
室
棟
２
２
１

０
㎡
、
管
理
・
教
室
棟
２
５
６

８
㎡
、
給
食
棟
１
７
０
㎡
）。

　
敷
地
面
積
は
約
１
万
９
１
０

０
㎡
。
敷
地
の
北
側
に
校
舎
が

整
備
さ
れ
て
お
り
、
南
側
は
市

道
寿
８
号
線
（
Ｗ
６
ｍ
）
と
接

し
て
い
る
。

　
劣
化
状
況
評
価
で
は
屋
根
・

屋
上
、
外
壁
が
「
Ｄ
」（
早
急

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
）
と

判
定
さ
れ
、
内
部
仕
上
や
電
気

設
備
、
機
械
設
備
な
ど
も
劣
化

が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
た
め
、

目
標
使
用
年
数
80
年
に
向
け
、

長
寿
命
化
に
よ
り
建
物
の
耐
久

性
を
高
め
、
現
在
の
学
校
が
求

め
ら
れ
て
い
る
水
準
に
機
能
を

引
き
上
げ
る
。

　
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
他

校
の
長
寿
命
化
改
良
事
業
と
同

じ
よ
う
な
工
事
を
見
込
ん
で
お

り
、
渡
り
廊
下
な
ど
を
含
め
て

全
面
的
な
内
外
部
改
修
工
事
を

実
施
す
る
。
ま
た
、
管
理
・
教

室
棟
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
シ
ャ
フ

ト
（
約
30
㎡
）
も
増
築
す
る
。

　
茨
城
町
は
新
た
な
文
化
的
施

設
の
整
備
に
向
け
、
今
月
末
に

と
な
る
。
主
な
計
画
諸
室
は

普
通
教
室
（
５
室
）、
男
女
ト

イ
レ
（
各
階
）、
配
膳
室
（
各

階
）、
ダ
ム
ウ
ェ
ー
タ
ー
、
体

育
倉
庫
。
実
施
設
計
の
履
行
期

間
は
今
年
３
月
15
日
ま
で
と
し

て
い
る
。

０
５
０
㎡
（
建
築
面
積
６
９
７

㎡
）、
防
災
備
蓄
倉
庫
併
設
の

訓
練
消
防
塔
が
Ｓ
造
２
階
建
て

延
べ
１
０
９
㎡
。

　
建
設
予
定
地
は
国
道
51
号
大

貫
台
交
差
点
の
南
西
部
。
付
近

に
は
㈱
千
代
田
テ
ク
ノ
ル
茨
城

営
業
所
（
大
貫
町
３
５
２
２
）

が
立
地
。
区
域
区
分
は
市
街
化

調
整
区
域
（
用
途
地
域
指
定
な

し
、
建
ぺ
い
率
40
％
／
容
積
率

80
％
）。

　
海
抜
32
～
34
ｍ
で
津
波
・
洪

　
小
美
玉
市
は
、
公
共
施
設
の

最
適
化
の
推
進
の
一
環
と
し

て
、
新
年
度
に
も
本
庁
舎
の
敷

地
内
（
堅
倉
８
３
５
）
に
新
た

な
分
庁
舎
を
建
設
す
る
。
現

在
は
県
建
設
技
術
公
社
（
水
戸

市
）
で
実
施
設
計
を
ま
と
め
て

お
り
、
年
度
内
に
は
策
定
作
業

が
完
了
す
る
見
通
し
だ
。

を
目
的
と
し
て
、
１
９
９
２
年

７
月
か
ら
稼
働
を
開
始
。

　
炉
形
式
は
准
連
続
燃
焼
式
焼

却
炉
。
焼
却
能
力
は
１
０
５
ｔ

／
日
（
52
・
５
ｔ
／
16
ｈ
×
２

炉
）。
粗
大
ご
み
処
理
施
設
の

処
理
能
力
は
35
ｔ
／
５
ｈ
。
処

理
方
式
は
併
用
施
設
（
乾
式
回

転
式
破
砕
機
）。
資
源
化
施
設

の
処
理
能
力
は
２
ｔ
／
日
。

　
供
用
開
始
か
ら
30
年
以
上
が

経
過
し
、
老
朽
化
へ
の
対
応
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
隣
接
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

新
た
な
ご
み
処
理
施
設
を
整
備

す
る
。
規
模
は
人
口
減
少
を
踏

ま
え
て
既
存
よ
り
も
小
さ
い
も

の
を
想
定
。

　
新
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に

あ
た
っ
て
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

に
係
る
資
源
循
環
の
促
進
等
に

関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
廃
棄

物
の
分
別
収
集
お
よ
び
分
別
収

集
物
の
再
商
品
化
に
つ
い
て
必

要
な
措
置
を
検
討
す
る
。

　
ま
た
、
新
施
設
建
設
の
際

数
は
22
年
５
月
１
日
時
点
で
７

３
０
人
。
20
年
度
が
６
７
６

人
、
21
年
度
が
６
９
１
人
と
増

加
傾
向
に
あ
り
、
周
辺
地
域
で

住
宅
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
児
童
数
の
増
加
が

見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
大
洗
町
は
、
消
防
本
部
（
磯

浜
町
６
８
８
１

－

１
９
１
）
の

移
転
改
築
に
つ
い
て
、
㈱
柴
建

築
設
計
事
務
所
で
進
め
て
い
る

基
本
設
計
を
年
度
内
に
ま
と

め
、
新
年
度
に
実
施
設
計
に
着

手
す
る
。
順
調
な
ら
ば
２
０
２

５
年
度
に
造
成
工
事
を
行
い
、

て
、
延
床
面
積
３
７
３
０
㎡
程

度
。
順
調
な
ら
ば
年
度
内
に
開

札
を
行
い
、
２
０
２
４
・
25
年

度
で
建
設
工
事
を
実
施
す
る
。

予
算
は
昨
年
12
月
補
正
で
31
億

円
の
債
務
負
担
行
為
を
設
定
し

て
い
る
。

　
新
た
な
文
化
的
施
設
の
建
設

場
所
は
町
役
場
庁
舎
西
側
。
設

計
は
㈱
岡
田
新
一
設
計
事
務
所

（
東
京
都
文
京
区
）。

　
町
の
文
化
活
動
の
中
心
を

担
っ
て
き
た
中
央
公
民
館
（
小

堤
１
０
７
０
、
Ａ
約
９
９
５
０

㎡
）
が
東
日
本
大
震
災
で
被
災

し
、
利
用
で
き
な
く
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
建
物
を
解
体
し
た

跡
地
に
新
た
な
施
設
を
整
備
す

る
。

　
22
年
11
月
の
基
本
設
計
策
定

以
降
、
町
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
10
回
開
催
。
町
民
か
ら
様
々

な
意
見
を
聞
き
取
り
、
要
望
の

計
・
施
工
を
一
体
的
に
行
う
事

業
者
選
定
を
含
め
た
ア
ド
バ
イ

ザ
リ
ー
業
務
を
発
注
し
、
新
年

度
中
に
事
業
者
公
募
を
実
施
し

た
い
考
え
だ
。

　
長
寿
命
化
に
当
た
り
、
校
庭

に
仮
設
校
舎
（
Ｌ
Ｓ
造
３
階

建
て
、
延
べ
面
積
約
４
１
０
０

㎡
）
を
設
置
。
順
調
な
ら
ば
年

度
内
に
仮
設
校
舎
の
設
置
を
終

わ
ら
せ
、
夏
休
み
期
間
な
ど
を

利
用
し
て
引
っ
越
し
を
行
う
。

そ
の
後
、
工
事
に
着
手
し
、
26

年
１
月
ご
ろ
の
工
事
完
了
を
目

指
し
て
い
く
。
仮
設
校
舎
賃
貸

借
の
履
行
期
限
は
26
年
５
月
30

日
ま
で
。

　
一
方
、
酒
門
小
で
は
、
既
存

校
舎
の
南
東
部
へ
新
た
な
校
舎

を
増
築
す
る
。
酒
門
小
の
児
童

も
建
設
工
事
を
発
注
す
る
。
規

模
は
Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｓ
造
３
階
建

　
笠
間
市
は
新
た
な
清
掃
施
設

整
備
に
係
る
基
本
計
画
を
進
め

て
お
り
、
２
０
２
８
年
度
の
運

用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。
年

度
内
に
発
注
支
援
お
よ
び
設

水
に
よ
る
浸
水
の
可
能
性
は

低
く
、
地
盤
が
強
固
で
あ
る
た

め
、
地
震
・
土
砂
災
害
の
危
険

性
は
ほ
ぼ
な
い
と
さ
れ
る
。

　
イ
ン
フ
ラ
整
備
費
用
は
約
２

億
７
０
０
０
万
円
を
試
算
。
水

道
本
管
や
道
路
の
舗
装
は
千
代

田
テ
ク
ノ
ル
の
前
面
ま
で
整
備

さ
れ
て
お
り
、
進
入
路
は
町
道

８
－

２
０
７
２
号
線
を
延
伸
し

て
国
道
51
号
に
接
続
す
る
。

　
庁
舎
棟
（
消
防
本
部
・
消
防

署
・
車
庫
）
に
は
事
務
室
、
会

議
室
、
男
女
更
衣
室
、
書
庫
、

倉
庫
、
食
堂
・
厨
房
、
ト
イ

レ
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
、
仮
眠

室
、
女
性
用
施
設
な
ど
を
配

置
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

を
基
本
と
し
、
階
層
に
関
わ
ら

ず
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
９
人
）
を

設
置
す
る
。

　
新
た
な
分
庁
舎
は
、
本
庁
舎

の
北
側
に
あ
る
分
庁
舎
の
代
替

施
設
と
し
て
整
備
す
る
。
規
模

は
Ｓ
造
２
階
建
て
延
べ
約
１
０

０
０
㎡
程
度
を
想
定
。
既
存
の

分
庁
舎
は
経
年
に
よ
り
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
建

て
替
え
に
よ
っ
て
必
要
と
さ
れ

る
耐
震
性
を
確
保
す
る
。

は
、
発
電
な
ど
の
熱
利
用
を
積

極
的
に
行
い
、
地
球
温
暖
化
対

策
に
資
す
る
施
設
と
す
る
と
と

も
に
、
災
害
時
に
発
生
が
見
込

ま
れ
る
ご
み
の
処
理
も
踏
ま
え

て
検
討
す
る
。

　
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

基
本
計
画
お
よ
び
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
導

入
可
能
性
調
査
は
、
年
度
内
に

終
わ
ら
せ
る
予
定
。
担
当
は
㈱

環
境
技
術
研
究
所
。
㈱
環
境
技

研
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
実
施
し

て
い
る
生
活
環
境
影
響
調
査
も

年
度
内
に
ま
と
め
る
。

　
な
お
、
既
存
施
設
の
余
熱
を

利
用
し
て
い
る
地
域
還
元
施
設

「
ゆ
か
い
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」

は
廃
止
の
方
向
で
検
討
。
建
物

は
Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｓ
造
２
階
建

て
、
延
床
面
積
２
５
９
０
・
６

７
㎡
（
建
築
３
０
１
２
・
９
６

㎡
）。
敷
地
面
積
２
万
８
０
５

８
㎡
。
代
替
施
設
案
と
し
て
、

新
清
掃
工
場
内
に
多
目
的
室
兼

ジ
ム
や
ヨ
ガ
な
ど
の
ス
タ
ジ

オ
、
シ
ャ
ワ
ー
室
な
ど
を
検
討

す
る
。

　
既
存
の
校
舎
は
古
い
も
の
で

１
９
６
９
年
に
建
築
さ
れ
た
。

敷
地
面
積
は
約
１
万
５
０
６
０

㎡
。

　
増
築
す
る
校
舎
は
既
存
校
舎

と
渡
り
廊
下
（
75
㎡
程
度
）
で

接
続
す
る
。
渡
り
廊
下
は
新
設

26
・
27
年
度
で
本
体
工
事
を
進

め
、
27
年
度
中
の
竣
工
を
目
指

す
。
庁
舎
面
積
は
約
２
９
０
０

㎡
、
附
属
建
物
約
４
０
０
㎡
を

想
定
し
て
い
る
。

　
既
存
の
消
防
本
部
庁
舎
は
１

９
７
８
年
３
月
に
竣
工
。
規
模

は
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て
、
延
べ
１

多
か
っ
た
カ
フ
ェ
機
能
を
追
加

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
建
物
の
最
高
高
さ
は
16
ｍ
。

ホ
ー
ル
の
客
席
は
計
４
９
２

席
。
舞
台
形
式
は
平
土
間
形
式

に
転
換
可
能
な
プ
ロ
セ
ニ
ア
ム

形
式
と
し
、
幅
広
い
演
目
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
駐
車
場
台
数
は
53

台
（
う
ち
身
障
者
用
３
台
）、

駐
輪
場
台
数
は
20
台
。

　
イ
ベ
ン
ト
広
場
は
防
災
広
場

と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
。

雨
天
時
で
も
ぬ
か
る
む
こ
と
が

な
い
よ
う
舗
装
を
施
し
、
緊
急

車
両
な
ど
が
乗
り
入
れ
し
や
す

い
よ
う
に
す
る
。
ま
た
、
か
ま

ど
ベ
ン
チ
に
よ
る
炊
き
出
し
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達

成
に
向
け
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ 

Ｒ
ｅ
ａ

ｄ
ｙ
相
当
基
準
で
あ
る
一
次
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
50
％
以
上
の

削
減
（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
除
く
）
を
目
指
す
。
外
皮
の

高
断
熱
化
お
よ
び
高
効
率
な
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
備
え
た
建

築
と
し
、
環
境
負
荷
低
減
に
も

配
慮
す
る
。

　
市
で
は
ご
み
の
中
間
処
理
を

環
境
セ
ン
タ
ー
（
長
兎
路
仁
古

田
入
会
地
１

－

62
）
で
行
っ
て

い
る
。
同
セ
ン
タ
ー
は
友
部
・

岩
間
地
区
の
一
般
廃
棄
物
処
理

イベント広場
（防災広場）
イベント広場
（防災広場）

新たな文化的施設新たな文化的施設

ゆうゆう館ゆうゆう館

鳥瞰イメージ鳥瞰イメージ

　
水
戸
市
は
寿
小
学
校
（
平
須
町
１
８
０
９

－

１
）
校
舎

の
長
寿
命
化
改
良
工
事
に
着
手
す
る
。
９
月
議
会
後
の
工

事
契
約
を
目
指
し
、
２
０
２
４
・
25
年
度
の
２
カ
年
で
工

事
を
実
施
す
る
見
通
し
。
実
施
設
計
は
㈱
羽
石
英
夫
建
築

設
計
事
務
所
が
担
当
。
事
業
費
は
24
億
６
３
０
０
万
円
程

度
を
想
定
し
て
い
る
。
酒
門
小
学
校
（
酒
門
町
１
４
４
５

－

１
）
で
は
児
童
数
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｓ
造
２

階
建
て
、
延
べ
床
面
積
８
２
５
㎡
程
度
の
校
舎
を
増
築
す

る
。
実
施
設
計
は
㈱
柴
建
築
設
計
事
務
所
。
２
校
と
も
新

年
度
の
工
事
発
注
を
予
定
し
て
い
る
。

酒
門
小
は
敷
地
内
に
増
築

寿
小
校
舎
を
長
寿
命
化

水戸市

月末に　
　も建設工事公告

債
務
負
担
で
31
億
円
設
定

新
た
な
文
化
的
施
設
整
備

茨城町

柴
建
築
で
基
本
設
計
進
む

2900
㎡
の
新
消
防
庁
舎

大洗町笠間市

新
清
掃

施

設

場
所
は
隣
接
グ
ラ
ウ
ン
ド

新
年
度
に
事
業
者
公
募

Ｓ
造
２
階
、1000
㎡
程
度
で

新
た
な
分
庁
舎
を
建
設

小美玉市

https ://www.takatsuka.com
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２
０
２
４
年

主
要
事
業

県
北
地
域

県
北
地
域

　
東
海
村
は
、
旧
中
央
公
民
館

の
跡
地
と
東
海
文
化
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
場
を
含
め
た
一
体
的
な

共
用
駐
車
場
整
備
に
向
け
て
、

「
文
教
地
区
駐
車
場
整
備
基
本

計
画
」
を
ま
と
め
た
。
整
備
の

対
象
範
囲
は
、
約
１
万
５
０
０

０
㎡
。
日
常
的
か
つ
イ
ベ
ン
ト

時
に
利
活
用
で
き
る
、
憩
い
や

賑
わ
い
の
あ
る
空
間
を
確
保
す

る
。
着
工
は
２
０
２
４
年
度
を

見
込
ん
で
お
り
、
基
本
設
計
と

実
施
設
計
は
㈱
水
工
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
が
担
当
し
て
い
る
。

　
駐
車
場
は
、
社
会
教
育
施
設

が
立
地
す
る
文
教
地
区
で
来
訪

者
の
安
全
性
と
利
便
性
の
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
文
教
地
区

と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る
た
め

に
整
備
す
る
。

　
ひ
た
ち
な
か
市
は
、
新
中
央

図
書
館
の
整
備
を
計
画
し
て
い

る
。
新
図
書
館
の
収
蔵
冊
数
は

40
万
冊
、
施
設
規
模
（
延
べ
床

面
積
）
は
４
５
０
０
㎡
を
想
定

し
て
い
る
。
２
０
２
８
年
の
供

用
開
始
を
目
指
し
、
今
後
の
整

備
計
画
を
固
め
て
い
く
と
い

う
。

　
中
央
図
書
館
は
１
９
７
４
年

５
月
に
開
館
。
延
べ
床
面
積
は

１
８
６
８
・
１
４
㎡
。
勝
田
駅

か
ら
徒
歩
約
５
分
の
中
心
市
街

地
内
に
あ
り
、
幅
広
い
市
民
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。
施
設
に
老

朽
化
と
狭
あ
い
化
が
見
ら
れ
、

多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
新
図

書
館
の
整
備
を
実
施
す
る
。

　
新
図
書
館
の
収
蔵
冊
数
は
40

万
冊
、
延
べ
床
面
積
は
４
５
０

０
㎡
を
想
定
。
施
設
規
模
は
、

ロ
ビ
ー
や
飲
食
ス
ペ
ー
ス
な
ど

タ
ー
、
総
合
体
育
館
、
ス
イ
ミ

ン
グ
プ
ラ
ザ
、
歴
史
と
未
来
の

交
流
館
が
あ
る
。

　
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
の
車

両
と
歩
行
者
動
線
の
混
在
や
正

面
出
入
り
口
の
危
険
性
、
イ
ベ

ン
ト
開
催
時
の
駐
車
場
不
足
、

災
お
よ
び
交
流
機
能
の
強
化
を

図
る
た
め
、
旧
町
役
場
庁
舎
跡

地
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。
敷

地
面
積
は
３
８
５
０
㎡
。

　
施
設
内
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
ス
タ
ジ
オ
や
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
、
ア
ウ
ト
ド
ア

洋
式
化
工
事
、
自
家
用
発
電
機

入
替
え
改
修
、
自
家
用
電
気
工

作
物
高
圧
引
込
ケ
ー
ブ
ル
改
修

な
ど
も
想
定
し
て
い
る
。

　
２
０
２
４
年
度
に
は
工
事
に

着
手
し
た
い
考
え
で
、
発
注
は

工
種
に
分
け
て
実
施
す
る
こ
と

を
見
込
ん
で
い
る
。
予
算
の
都

合
で
遅
れ
る
可
能
性
は
あ
る

が
、
工
事
終
了
は
27
年
度
と
な

る
見
通
し
だ
。

　
な
お
、
長
寿
命
化
改
修
工
事

の
設
計
は
㈱
横
須
賀
満
夫
建
築

技
術
提
案
書
に
よ
る
と
、
市

が
提
案
し
た
整
備
コ
ン
セ
プ
ト

「
に
ぎ
わ
い
の
創
出
」「
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
・
パ
ー
ク
」「
防
災

機
能
の
充
実
」
の
３
点
を
実
現

す
る
た
め
の
軸
と
し
て
◇
多
様

な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
◇
選
べ
る

居
場
所
◇
安
心
で
き
る
環
境
◇

大
小
の
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ー
を
掲
げ
た
。

　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
や
ド

ン
ト
と
し
て
、
敷
地
の
多
目
的

利
用
な
ど
を
想
定
し
て
エ
リ
ア

全
体
を
可
能
な
限
り
フ
ラ
ッ
ト

に
す
る
こ
と
や
、
３
０
０
台
分

（
う
ち
多
目
的
駐
車
場
５
台
分
）

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
拡
張
、
ア

プ
ロ
ー
チ
改
修
や
ス
ロ
ー
プ
お

よ
び
車
寄
せ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を

設
置
し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

す
す
め
る
こ
と
な
ど
を
挙
げ

た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
歩
行
者
と

車
両
の
動
線
確
保
や
約
40
台

分
の
屋
根
付
き
の
駐
輪
場
の
設

置
、
安
全
面
を
考
慮
し
た
新
た

な
出
入
口
の
設
置
、
滞
留
ス

ペ
ー
ス
の
整
備
も
挙
げ
て
い

る
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

　
常
陸
太
田
市
は
、
交
流
セ
ン

タ
ー
ふ
じ
（
高
柿
町
２
７
２
）

の
長
寿
命
化
に
向
け
た
改
修
工

事
を
計
画
し
て
い
る
。
大
ホ
ー

ル
の
舞
台
音
響
入
れ
替
え
や
会

議
室
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工

事
、
耐
震
天
井
工
事
な
ど
を
予

定
し
て
お
り
、
工
期
は
４
カ
年

を
想
定
。
予
定
工
事
費
は
４
億

７
８
０
０
万
円
（
税
込
み
）
を

見
込
ん
で
い
る
。
２
０
２
４
年

度
に
は
工
事
に
取
り
掛
か
り
た

い
意
向
で
、
27
年
度
の
工
事
終

了
を
目
指
す
。

　
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
は
Ｒ
Ｃ

造
２
階
建
て
で
、
延
べ
床
面

積
は
３
３
２
１
・
０
７
㎡
。
敷

地
面
積
は
１
万
４
４
１
９
㎡
と

な
っ
て
い
る
。

　
大
ホ
ー
ル
や
図
書
室
、
会
議

室
、
調
理
室
な
ど
を
備
え
た
生

涯
学
習
施
設
で
、
１
９
９
７
年

に
開
館
し
た
。
大
ホ
ー
ル
の
緞

帳
に
は
、
市
の
伝
統
芸
能
で
あ

る
「
田
楽
舞
」
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
図
案
が
織
り
込
ま
れ
て
い

　
常
陸
大
宮
市
は
、
利
便
性
の

高
い
都
市
の
実
現
を
目
指
す

た
め
、
Ｊ
Ｒ
水
郡
線
常
陸
大
宮

駅
周
辺
整
備
事
業
を
進
め
て
い

る
。
駅
西
交
流
拠
点
整
備
は
、

実
施
設
計
を
㈱
Ｊ
Ｒ
東
日
本
建

築
設
計
が
担
当
。
芝
生
広
場
に

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
な
ど
の

設
置
や
交
流
施
設
の
建
設
、
園

路
に
沿
っ
た
屋
根
の
建
設
な
ど

を
行
う
計
画
。
概
算
工
事
費
は

８
億
６
７
０
０
万
円
を
見
込

む
。
２
０
２
４
～
25
年
度
で
工

事
、
26
年
度
の
供
用
開
始
を
目

　
整
備
対
象
範
囲
は
、
東
海
文

化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
や
旧
中
央

公
民
館
跡
地
お
よ
び
駐
車
場
な

ど
約
１
万
５
０
０
０
㎡
、
所
在

お
よ
び
地
番
は
大
字
船
場
７
６

８

－

15
ほ
か
。
都
市
計
画
は
市

街
化
調
整
区
域
と
な
っ
て
い

る
。
旧
中
央
公
民
館
跡
地
は
現

在
、
暫
定
駐
車
場
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
る
。

　
基
本
設
計
に
お
け
る
基
本
方

針
と
設
置
計
画
の
７
つ
の
ポ
イ

の
導
入
部
門
（
１
７
０
㎡
）、

児
童
開
架
部
門
（
７
１
０
㎡
）、

一
般
開
架
部
門
（
１
４
８
０

㎡
）、
学
習
室
や
会
議
室
な
ど

の
集
会
・
学
習
部
門
（
５
２
０

㎡
）、
事
務
作
業
室
や
倉
庫
な

ど
の
事
務
・
管
理
部
門
（
３
２

０
㎡
）
な
ど
。
駐
車
場
１
１
０

台
分
、
駐
輪
場
約
50
台
分
の
整

備
も
行
う
。

　
市
は
新
図
書
館
の
整
備
候
補

地
と
し
て
「
現
有
地
・
市
営
元

町
駐
車
所
等
敷
地
」、「
旧
青
少

年
セ
ン
タ
ー
・
旧
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
・
市
営
勝
田
中
央
駐
車

場
等
敷
地
」、「
東
石
川
第
４
公

園
グ
ラ
ン
ド
敷
地
」、「
親
水
性

中
央
公
園
等
敷
地
」
の
４
箇
所

を
挙
げ
て
い
た
。
８
月
に
は

「
東
石
川
第
４
公
園
」
内
に
あ

る
市
営
石
川
町
プ
ー
ル
を
解
体

し
、
跡
地
に
新
中
央
図
書
館
を

建
設
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

利
活
用
の
不
便
さ
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
日
常
的
に
村
民
が
安
心

し
て
快
適
に
利
用
で
き
る
、
文

教
地
区
に
ふ
さ
わ
し
い
駐
車
場

機
能
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

用
品
販
売
ブ
ー
ス
を
設
け
、
飲

食
が
行
え
る
ス
ペ
ー
ス
や
行
政

機
能
を
備
え
た
事
務
所
を
整
備

す
る
。
ま
た
、
災
害
時
に
も
活

用
で
き
る
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
も

設
け
る
と
の
こ
と
。
延
べ
床
面

積
は
２
６
６
５
㎡
を
想
定
。

　
24
年
11
月
ま
で
整
備
工
事
の

設
計
を
進
め
、
用
地
造
成
工
事

を
24
～
25
年
度
、
交
流
施
設
建

設
工
事
を
25
～
26
年
度
で
実
施

す
る
見
込
み
。
施
設
の
開
設
は

26
年
秋
を
目
標
に
事
業
を
進
め

て
い
く
。

　
な
お
町
は
、
21
年
度
に
㈱
モ

ン
ベ
ル
と
包
括
連
携
協
定
を

締
結
。
自
然
を
活
か
し
た
ア
ウ

ト
ド
ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
促
進

や
、
地
域
活
性
化
を
図
る
た
め

に
協
議
を
重
ね
て
き
た
。
22
年

３
月
に
は
、「
防
災
対
応
型
交

流
施
設
整
備
・
運
営
に
関
す
る

覚
書
」
を
締
結
し
て
い
る
。

　
日
立
市
は
、
か
み
ね
動
物
園

内
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
園
路
の
整

備
を
実
施
す
る
。
付
近
施
設
の

建
て
替
え
も
行
う
計
画
で
、
来

年
度
以
降
の
整
備
を
見
込
ん
で

い
る
が
詳
細
は
現
時
点
で
は
未

定
。
基
本
・
実
施
設
計
は
㈲
荻

建
築
設
計
事
務
所
が
担
当
、
落

札
金
額
は
２
１
５
０
万
円
。

　
園
南
側
、
国
道
６
号
側
の
園

路
は
現
在
高
低
差
が
あ
り
、
利

用
者
の
交
通
に
不
便
が
生
じ
て

い
る
。
利
用
者
に
と
っ
て
快
適

で
魅
力
的
な
空
間
づ
く
り
の
た

め
、
高
低
差
を
解
消
し
園
路
を

拡
幅
す
る
工
事
を
実
施
す
る
。

　
園
路
整
備
に
伴
い
付
近
の
施

設
が
干
渉
し
て
し
ま
う
た
め
、

経
年
劣
化
が
見
ら
れ
る
カ
ン
ガ

ル
ー
館
、
ペ
ン
ギ
ン
館
、
ふ
れ

あ
い
館
の
建
屋
の
建
て
替
え
も

実
施
す
る
。
工
事
は
、
園
路
整

備
と
建
て
替
え
を
合
わ
せ
て
行

う
も
よ
う
。

設
計
事
務
所
が
担
当
。
落
札
金

額
は
１
５
４
５
万
円
だ
っ
た
。

ラ
イ
噴
水
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ
が

利
用
で
き
る
Ｂ
Ｂ
Ｑ
ス
ペ
ー
ス

な
ど
を
芝
生
広
場
に
整
備
。
ま

た
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
に
対
応
で
き
る
交
流
施
設
の

建
設
や
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
整

備
な
ど
も
提
案
し
て
い
る
。

　
交
通
広
場
と
同
デ
ザ
イ
ン
の

屋
根
を
園
路
に
沿
っ
て
配
置
、

夏
の
日
差
し
や
雨
を
避
け
て
移

動
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

て
、
着
工
は
24
年
度
か
ら
２
カ

年
で
実
施
す
る
見
通
し
。

　
同
地
区
は
村
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
社
会
教
育
施
設
が
立

地
し
て
い
る
。
近
隣
に
は
公
共

施
設
と
し
て
、
村
立
図
書
館
や

中
央
公
民
館
、
東
海
文
化
セ
ン

　
大
子
町
は
、
防
災
対
応
型
観

光
交
流
施
設
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。
２
０
２
４
年
度
に
用
地

造
成
工
事
、
25
年
度
に
交
流
施

設
建
設
工
事
の
着
工
を
目
標
と

し
て
い
る
。

　
防
災
対
応
型
交
流
施
設
は
防

る
。

　
改
修
工
事
の
内
容
は
、
大

ホ
ー
ル
の
舞
台
音
響
入
替
え
改

修
や
館
内
に
あ
る
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
１
基
の
入
替
え
、
ホ
ー
ル

移
動
観
覧
席
の
モ
ー
タ
ー
部
分

の
入
替
え
な
ど
を
行
う
。
ま
た

ホ
ー
ル
の
天
井
が
吊
り
天
井
の

た
め
、
脱
落
防

止
の
た
め
に
耐

震
改
修
工
事
を

実
施
す
る
。
排

煙
窓
改
修
や
防

煙
シ
ス
テ
ム
の

入
替
え
改
修
、

防
火
戸
・
防
煙

垂
壁
の
改
修
な

ど
、
防
災
設
備

の
改
修
も
行

う
。

　
そ
の
ほ
か
、

会
議
室
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
へ
の
入

替
え
や
ホ
ー
ル

照
明
の
入
替

え
、
ト
イ
レ
の

指
す
。

　
計
画
地
は
中
富
町
９
６
５

－

２
ほ
か
で
、
敷
地
面
積
は
約
７

５
０
０
㎡
。
常
陸
大
宮
駅
西
側

の
市
有
地
で
、
現
在
は
更
地
。

　
㈱
Ｊ
Ｒ
東
日
本
建
築
設
計
の

東 海 村

24
年
度
に
工
事
着
手

文
教
地
区
共
用
駐
車
場
整
備

民
間
と
連
携
し
24
年
度
着
工

旧
庁
舎
跡
地
に
交
流
施
設

大子町

交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
改
修

予
定
工
事
費
4.7
億

常陸太田市

か
み
ね
動
物
園
路

付
近
施
設
も
整
備

《
日
立
市
》

28年度供用開始目標に整備
施設規模4500㎡想定

ひたちなか市／新中央図書館整備

24
年
度
か
ら
の
着
工
目
指
す

大
宮
駅
西
へ
交
流
拠
点

常陸大宮市
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２
０
２
４
年

主
要
事
業

県
南
地
域

県
南
地
域

　
龍
ケ
崎
市
は
充
実
し
た
小
中

一
貫
教
育
を
実
現
す
る
た
め
、

長
山
中
学
校
（
長
山
３

－

１
）

の
敷
地
へ
施
設
一
体
型
の
小
中

一
貫
校
を
整
備
す
る
。
校
舎
や

屋
内
運
動
場
を
増
築
す
る
と
と

も
に
、
既
存
施
設
の
長
寿
命
化

工
事
も
実
施
。
新
年
度
か
ら
着　

守
谷
市
は
北
守
谷
公
民
館
の

改
修
工
事
を
計
画
し
て
い
る
。

本
年
度
は
設
計
を
㈱
パ
ル
綜
合

設
計
に
委
託
。
工
事
は
新
年
度

の
下
期
か
ら
実
施
す
る
。

　
北
守
谷
公
民
館
は
１
９
９
９

年
の
建
築
。
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造
２

階
建
て
延
べ
床
１
８
８
６
・
９

７
㎡
。

　
同
施
設
は
こ
れ
ま
で
、
地
域

に
充
実
し
た
生
涯
学
習
の
場
を

提
供
し
て
き
た
が
、
施
設
・
設

備
の
老
朽
化
に
よ
り
運
営
に
支

工
の
予
定
で
、
開
校
は
27
年
度

を
目
指
す
。
設
計
業
務
は
㈱
横

須
賀
満
夫
建
築
設
計
事
務
所
が

担
当
。

　
施
設
の
特
徴
と
し
て
、
既
存

校
舎
の
北
東
部
・
昇
降
口
を
つ

な
ぐ
屋
内
廊
下
を
整
備
し
、
回

遊
性
の
あ
る
施
設
と
す
る
。
ま

６
ｍ
。
屋
内
運
動
場
が
Ｓ
造
一

部
Ｒ
Ｓ
造
地
上
２
階
建
て
、
延

べ
床
面
積
９
１
０
㎡
、
高
さ

10
・
７
ｍ
。
校
舎
と
屋
内
運
動

場
を
渡
り
廊
下
（
Ｓ
造
22
㎡
）

で
つ
な
ぐ
。

　
同
校
は
１
９
８
４
年
に
建
築

さ
れ
て
お
り
老
朽
化
が
著
し
い

た
め
全
面
的
な
改
修
を
実
施
す

る
。
昨
年
度
は
基
本
設
計
を
、

本
年
度
は
実
施
設
計
を
策
定
。

い
ず
れ
も
㈱
石
川
建
築
設
計
事

務
所
に
委
託
し
て
い
る
。

　
市
内
の
学
校
関
連
で
は
そ
の

ほ
か
、
都
和
中
学
校
の
屋
内
運

動
場
で
長
寿
命
化
改
良
工
事
を

新
年
度
に
行
う
。
施
設
規
模
は

Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て
（
Ｓ
造
屋

根
）
延
べ
床
１
１
７
９
・
８
８

５
㎡
。
工
事
内
容
は
全
面
的
な

内
外
部
改
修
工
事
お
よ
び
設
備

改
修
工
事
。

し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
教
室
不
足
の
解

消
を
図
り
、
教
育
環
境
の
向
上

や
、
指
導
体
制
の
充
実
、
校
務

の
効
率
化
な
ど
を
目
指
す
。
建

設
地
は
春
風
台
16

－

１
、
17

－

１
。
敷
地
面
積
は
５
万
９
６
４

７
・
２
４
㎡
。

は
24
～
25
年
度
で
実
施
す
る
。

そ
の
後
、
26
年
度
に
外
構
お
よ

　
阿
見
町
は
町
民
体
育
館
（
若

栗
１
８
８
６

－

１
）
の
大
規
模

修
繕
工
事
を
実
施
す
る
。
現
在

は
㈱
青
山
建
築
設
計
事
務
所
が

見
込
む
。
こ
の
数
字
は
屋
内
廊

下
の
整
備
分
を
含
む
。
屋
内
廊

下
の
構
造
は
Ｓ
造
を
予
定
。
前

期
用
屋
内
運
動
場
は
躯
体
Ｒ
Ｃ

造
屋
根
Ｓ
造
２
階
建
て
約
１
１

５
０
㎡
を
想
定
す
る
。
実
施
設

計
の
中
で
施
設
規
模
は
変
更
す

る
可
能
性
も
あ
る
。

　
工
事
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、
ま
ず
増
築
工
事
を
行

い
、
生
徒
の
引
っ
越
し
作
業
を

行
っ
て
か
ら
既
存
施
設
の
改
修

工
事
を
実
施
す
る
見
込
み
だ
。

増
築
お
よ
び
既
存
校
舎
の
改
修

　
土
浦
市
は
乙
戸
小
学
校
（
乙

戸
南
２

－

１

－

１
）
校
舎
棟
及

び
屋
内
運
動
場
棟
長
寿
命
化
改

良
工
事
を
新
度
か
ら
実
施
す
る

計
画
だ
。
工
事
の
工
程
と
し
て

は
、
２
０
２
４
年
の
上
期
に
仮

設
校
舎
を
建
設
し
、
そ
の
後
校

　
つ
く
ば
市
は
（
仮
称
）
中

根
・
金
田
台
地
区
小
学
校
の
建

設
工
事
を
新
年
度
の
早
期
に
発

注
す
る
考
え
だ
。
建
物
の
規
模

は
校
舎
が
約
８
０
７
４
㎡
、
体

育
館
が
約
１
２
２
５
㎡
を
想
定

し
て
い
る
。
設
計
は
レ
ー
モ
ン

ド
・
岡
野
建
築
設
計
Ｊ
Ｖ
が
担

　
取
手
市
は
高
井
小
学
校
の
校

舎
増
築
工
事
を
新
年
度
か
ら
開

始
す
る
。
２
０
２
５
年
度
以
降

の
教
室
数
不
足
に
対
応
す
る
た

め
の
も
の
。
設
計
は
㈱
中
山
設

計
事
務
所
が
策
定
。

　
増
築
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建

有
空
間
と
な
る
「
み
ら
い
コ
モ

ン
ズ
」
の
設
置
や
、
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
な
対
応
が
可
能
な
ユ
ニ
ッ

ト
型
教
室
な
ど
が
特
徴
。

　
学
び
と
交
流
の
シ
ン
ボ
ル
空

間
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
「
み
ら

い
コ
モ
ン
ズ
」
は
、
学
校
の
中

心
に
配
置
さ
れ
学
び
の
中
心
と

な
る
「
ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン

ズ
」、
特
別
教
室
で
構
成
さ
れ

る
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
コ
モ
ン
ズ
」、

各
階
を
つ
な
ぎ
日
常
動
線
に
居

場
所
と
交
流
を
生
む
「
ス
テ
ッ

プ
コ
モ
ン
ズ
」
で
構
成
。

　
ユ
ニ
ッ
ト
型
教
室
は
、
３
教

室
を
１
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
、
１
０

０
人
程
度
の
ま
と
ま
り
を
つ
く

る
。
授
業
形
態
の
変
化
に
対
応

で
き
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
空
間

と
す
る
。
ま
た
、
将
来
的
な
増

設
を
含
め
た
通
信
・
電
源
環
境

障
を
来
た
す
こ
と
が
危
惧
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
、
２
０
２
２
年

度
に
劣
化
度
調
査
を
行
っ
た
結

果
に
基
づ
き
、
23
年
度
に
実
施

設
計
を
実
施
。
24
年
度
か
ら
改

修
工
事
を
行
う
。

　
計
画
で
は
、
ま
ず
敷
地
内
に

仮
設
建
築
物
（
福
祉
施
設
）
を

建
設
。
規
模
は
３
５
０
㎡
程
度

を
想
定
。
そ
の
後
、
本
体
の
改

修
工
事
に
取
り
掛
か
る
考
え

だ
。
改
修
工
事
期
間
は
24
年
９

月
～
25
年
９
月
末
を
見
込
む
。

　
中
学
校
建
設
事
業
は
、
み
ら

い
平
地
区
の
児
童
生
徒
数
増
加

に
対
応
す
る
た
め
の
も
の
。
建

設
地
は
富
士
見
ヶ
丘
３

－

９

－

１
で
敷
地
面
積
は
２
万
９
９
３

３
・
７
９
㎡
。
校
舎
中
央
に
共

た
、
前
期
（
１
～
４
年
生
）
が

使
用
す
る
エ
リ
ア
と
中
・
後
期

（
５
～
９
年
生
）
が
使
用
す
る

エ
リ
ア
を
明
確
化
。
普
通
教
室

や
特
別
教
室
、
職
員
室
な
ど
、

関
連
す
る
教
室
等
を
ま
と
め
て

配
置
す
る
。

　
増
築
す
る
施
設
規
模
は
前
期

用
普
通
教
室
が
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建

て
約
３
７
５
０
㎡
、
特
別
教
室

（
Ｒ
Ｃ
造
３
階
建
て
）
の
増
築

分
を
含
む
と
約
４
３
０
０
㎡
を

ら
着
手
す
る
予
定
。
規
模
は
Ｓ

造
３
階
建
て
延
べ
床
約
１
９
０

０
㎡
を
見
込
ん
で
い
る
。

　
現
在
の
中
央
公
民
館
は
老
朽

化
が
著
し
く
、
耐
震
性
に
も
不

安
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
既
存

施
設
を
解
体
し
た
上
で
現
地
に

新
た
な
公
民
館
を
建
設
す
る
。

設
計
は
㈲
大
野
建
築
設
計
事
務

所
に
委
託
。
既
存
施
設
解
体
工

事
は
㈲
髙
榮
組
が
担
当
し
て
い

る
。

　
工
事
は
新
年
度
の
早
期
に
発

注
予
定
で
、
単
年
度
で
工
事
を

完
了
さ
せ
る
見
通
し
。
早
期
に

入
札
を
行
い
、
早
け
れ
ば
６
月

議
会
に
工
事
契
約
議
案
を
提
出

し
た
い
考
え
だ
。

　
施
設
規
模
は
校
舎
が
Ｒ
Ｃ
造

３
階
建
て
延
べ
床
約
８
０
７
４

㎡
。
普
通
教
室
で
24
室
程
度
、

特
別
支
援
で
５
室
程
度
。
体
育

館
は
Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｗ
造
平
屋
約

１
２
２
５
㎡
。
プ
ー
ル
は
Ｒ
Ｃ

　
河
内
町
は
老
朽
化
が
進
む
中

央
公
民
館
（
長
竿
３
５
６
６
）

の
建
て
替
え
工
事
に
新
年
度
か

び
付
帯
工
事
を
実
施
。
27
年
度

の
開
校
を
予
定
し
て
い
る
。

設
計
を
策
定
中
。
工
事
は
新
年

度
早
期
に
発
注
予
定
だ
。

　
町
民
体
育
館
は
１
９
８
２
年

の
建
築
。
Ｓ
造
平
屋
建
て
、
延

べ
床
面
積
１
２
３
５
・
９
４

㎡
。
建
築
か
ら
40
年
以
上
が
経

過
し
、
経
年
に
よ
る
劣
化
が
見

ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
屋
上
や

外
壁
部
分
の
防
水
工
事
な
ど
を

実
施
し
施
設
環
境
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
ア
リ
ー
ナ
へ
の

空
調
設
備
設
置
を
実
施
す
る
。

　
空
調
設
備
は
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
や
救
護
室
に
は
設
置

済
み
だ
が
ア
リ
ー
ナ
へ
は
未
設

置
。
ア
リ
ー
ナ
は
利
用
頻
度
が

高
く
、
夏
季
シ
ー
ズ
ン
の
熱
中

症
予
防
な
ど
を
図
る
た
め
新
設

す
る
。
工
事
期
間
が
単
年
度
と

な
る
か
複
数
年
か
か
る
か
は
現

段
階
で
は
未
定
。

造
平
屋
建
て
（
25
ｍ
コ
ー
ス
６

レ
ー
ン
）。

　
ま
た
、
将
来
的
に
は
同
校
の

敷
地
内
に
桜
中
学
校
の
機
能
を

移
転
す
る
こ
と
も
視
野
に
入
れ

て
い
る
。

舎
の
改
修
に
着
手
。
屋
内
運
動

場
は
25
年
度
か
ら
工
事
を
開
始

す
る
計
画
で
、
25
年
度
末
に
工

事
を
完
了
さ
せ
る
見
通
し
だ
。

　
対
象
の
建
物
は
校
舎
棟
が
Ｒ

Ｃ
造
地
上
３
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
３
６
４
２
㎡
、
高
さ
12
・

当
。

　
市
で
は
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
開
発
に

よ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
り
栗
原
小
学
校
・
九
重
小
学

校
・
栄
小
学
校
の
児
童
数
が
増

加
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
既

存
校
か
ら
分
離
新
設
し
た
小
学

校
を
新
た
に
整
備
す
る
こ
と
と

て
８
４
０
㎡
を
想
定
。
普
通
教

室
数
は
６
室
。
教
材
室
や
ト
イ

レ
な
ど
も
整
備
す
る
。
ま
た
、

付
帯
工
事
と
し
て
敷
地
造
成
や

既
存
校
舎
改
修
、
給
食
室
改

修
、
プ
ー
ル
解
体
、
駐
車
場
整

備
も
行
う
予
定
。

の
整
備
を
行
い
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

の
充
実
を
図
る
。
特
別
教
室
も

準
備
室
を
含
む
３
室
を
ユ
ニ
ッ

ト
と
し
て
配
置
す
る
。

　
プ
ー
ル
は
敷
地
の
有
効
活
用

の
た
め
１
階
を
駐
輪
場
と
す

る
。
全
生
徒
１
５
０
０
台
分
の

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。
更
衣

室
な
ど
の
プ
ー
ル
諸
室
は
東
側

に
配
置
す
る
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
２
０
０
ｍ
ト

ラ
ッ
ク
、
１
０
０
ｍ
走
路
を
確

保
。
野
球
場
・
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

ト
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
８
面
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
競
技
に
対
応
。

　
駐
車
場
は
１
２
０
台
分
を
設

け
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
敷
地
内

で
旋
回
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
。
そ
の
ほ
か
、
防
災
備

蓄
倉
庫
や
み
ら
い
ひ
ろ
ば
な
ど

を
配
備
す
る
予
定
。

地域に開き、生徒を迎える外観のイメージ地域に開き、生徒を迎える外観のイメージ

　
つ
く
ば
み
ら
い
市
は
み
ら
い
平
地
区
新
設
中
学
校
建
設
工
事
に
新
年
度
か
ら
着
手
す
る
。

２
０
２
４
～
26
年
度
の
３
カ
年
で
施
工
。
27
年
度
の
開
校
を
目
指
す
。
規
模
は
校
舎
が
Ｒ
Ｃ

造
４
階
建
て
１
万
４
１
０
１
㎡
、
屋
内
運
動
場
が
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
平
屋
建
て
１
７
７
４
㎡
、
プ
ー

ル
が
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て
１
６
０
２
㎡
（
下
階
は
駐
輪
場
）。
設
計
は
佐
藤
総
合
計
画
（
東
京

都
墨
田
区
）
と
ａ
ｎ
ｄ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
建
築
設
計
事
務
所
（
つ
く
ば
市
）
の
Ｊ
Ｖ
が
担
当
し
て
い

る
。

つくばみらい市

新
年
度
か
ら
工
事
着
手

み
ら
い
平
新
設
中
学
校

校舎1.4万㎡、屋体1774㎡

中
根
・
金
田
台
小
学
校
を
新
築

早
期
の
工
事
発
注
へ

つくば市

27
年
度
開
校
目
指
す

長
山
中
に
一
貫
校
整
備

龍ケ崎市

Ｓ
造
1900
㎡
を
見
込
む

高
井
小
の
校
舎
増
築

上
期
に
仮
設
校
舎
設
置

中
央
公
民
館
建
替
え

教
室
不
足
へ
対
応

乙
戸
小
を
長
寿
命
化

河内町

取手市

土浦市

設計は青山建築が担当
町民体育館を大規模修繕

阿見町／早期に工事発注

北守谷公民館改修
新年度下期に着工

守谷市

2024年

謹賀新年

藤井建設株式会社
総合建設業

代表取締役社長　原　澤　武　夫

〒311－1517　茨城県鉾田市鉾田 1068－2 藤井ビル1F
TEL　0291－33－4046
FAX　0291－33－4049

E-mail：fujii-gp@trust.ocn.ne.jp

(公社)日本下水道管路管理業協会員
光硬化工法協会員・FFT-S工法施工会員
LB工法協会員 MLR工法協会員
日本スナップロック協会員

総合不動産・総合建設業

芙蓉リビング株式会社
茨城県つくば市東新井２２番地１５－３

https://www.fuyou-living.com/

茨 城 県 取 手 市 片 町 ３ ３ ０ 番 地 １

https://www.fuyou-x-sell.com/

総合不動産

芙蓉エクセル株式会社

あなたのためのニーズに応える

グループ
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２
０
２
４
年

主
要
事
業

県
西
地
域

県
西
地
域

　
整
備
予
定
地
は
、
総
和
庁

舎
・
中
央
公
民
館
の
敷
地
（
下

大
野
２
２
４
８
外
）。
敷
地
面

積
は
、
中
央
公
民
館
の
敷
地
が

　
坂
東
市
は
「
坂
東
Ｐ
Ａ
ハ
イ

ウ
ェ
イ
・
オ
ア
シ
ス
」
整
備
事

業
を
推
進
し
て
い
る
。
坂
東
Ｐ

Ａ
と
都
市
公
園
を
一
体
的
に
整

備
し
、
新
た
な
賑
わ
い
を
創
出

さ
せ
る
地
域
連
携
拠
点
を
目
指

す
。
売
店
や
広
場
、
複
合
施

設
（
売
店
・
飲
食
店
等
）、
防

災
機
能
施
設
（
ヘ
リ
ポ
ー
ト
・

備
蓄
倉
庫
）
な
ど
も
計
画
し

て
お
り
、
防
災
拠
点
、
観
光
拠

点
と
し
て
も
機
能
さ
せ
た
い
考

え
。
売
店
に
つ
い
て
は
、
現
在

設
置
運
営
事
業
者
の
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
て
お

り
、
１
月
中
に
結
果
が
公
表
と

な
る
予
定
。
今
年
中
の
開
業
を

目
指
す
が
、
周
辺
の
整
備
状
況

に
よ
り
変
更
と
な
る
可
能
性
が

約
６
８
０
０
㎡
、
庁
舎
敷
地
を

含
む
面
積
は
約
２
万
３
０
０
０

㎡
。
既
存
の
中
央
公
民
館
の
南

側
に
、
新
施
設
を
整
備
す
る
。

　
完
成
ま
で
の

間
、
中
央
公
民

館
は
継
続
し
て

利
用
す
る
こ
と

と
し
、
完
成
後

に
公
民
館
を
解

体
す
る
予
定
。

跡
地
は
駐
車
場

と
し
て
利
用
す

る
。
駐
車
可
能

台
数
は
74
台
程

度
を
見
込
ん
で

い
る
。

　
建
物
１
階
の

延
べ
面
積
は
１

４
８
９
・
６

㎡
、
２
階
は
１

０
４
７
・
７

㎡
、
建
物
の
最

高
高
さ
は
10

あ
る
。

　
昨
年
10
月
に
、
市
が
計
画
し

て
い
た
地
域
利
便
施
設
に
つ
い

て
、
各
関
係
団
体
と
の
協
議
を

経
て
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
オ
ア
シ

ス
の
整
備
事
業
（
地
域
拠
点
整

備
事
業
）
が
承
認
さ
れ
た
。
こ

れ
は
県
内
初
、
ま
た
圏
央
道
初

と
な
る
。

　
先
行
し
て
整
備
す
る
売
店
に

つ
い
て
は
、
敷
地
西
側
に
整
備

す
る
予
定
。
許
可
面
積
は
約
５

０
０
㎡
。
建
築
面
積
は
３
５
０

㎡
以
内
と
し
て
い
る
。
事
業
者

が
決
定
す
れ
ば
、
建
物
の
整
備

な
ど
に
向
け
た
準
備
が
進
ん
で

い
く
。

　
来
年
度
以
降
に
は
、
売
店
や

飲
食
店
等
の
機
能
を
備
え
る
複

　
常
総
市
は
、
旧
報
徳
銀
行

（
水
海
道
宝
町
２
７
８
４
）
の

耐
震
補
強
工
事
を
実
施
す
る
。

実
施
設
計
業
務
は
㈱
三
上
建

築
事
務
所
が
担
当
。
今
年
２
月

29
日
ま
で
を
目
途
に
設
計
を
進

め
、
新
年
度
に
も
工
事
に
着
手

し
た
い
考
え
だ
。

　
建
物
規
模
に
つ
い
て
は
、
組

積
造
（
煉
瓦
増
）
２
階
建
て
、

延
べ
面
積
は
２

６
４
・
５
６

㎡
。
建
築
年
は

１
９
１
９
年
度

で
、
耐
震
性
の

不
足
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
場

所
は
水
海
道
駅

の
北
側
で
、
敷

地
面
積
は
５
４

５
・
２
８
㎡
。

　
に
ぎ
わ
い
創

出
の
施
設
と
し

て
、
ま
ち
な
か

の
顔
と
な
る
空

間
を
目
指
す
。

て
い
く
。

　
主
な
工
事
内
容
は
、
屋
根
の

防
水
改
修
、
公
民
館
内
部
の
改

修
な
ど
を
想
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。

　
劣
化
調
査
の
結
果
に
よ
る

と
、
屋
根
が
Ｄ
判
定
（
早
急
に

　
筑
西
市
は
、
明
野
公
民
館

（
海
老
ケ
島
２
１
２
０

－

７
）

の
内
装
等
改
修
工
事
を
実
施
す

る
。
新
年
度
よ
り
工
事
に
着
手

す
る
予
定
で
、
設
計
業
務
は
㈱

若
栁
建
築
事
務
所
筑
西
営
業
所

が
進
め
て
い
る
。
本
年
度
は
空

調
改
修
工
事
を
関
彰
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
㈱
、
屋
外
ト
イ
レ
改

修
工
事
を
㈱
島
田
建
設
が
実

施
。
各
種
改
修
工
事
が
進
ん
で

い
る
。

　
公
民
館
の
内
部
は
大
ホ
ー
ル

棟
と
事
務
所
棟
に
分
か
れ
て
い

る
。
大
ホ
ー
ル
棟
で
は
天
井
、

客
席
の
改
修
、
音
響
設
備
の
デ

ジ
タ
ル
化
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

な
ど
を
実
施
す
る
予
定
。
事
務

所
棟
で
は
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

　
今
後
、
24
、
25
年
度
に
本
体

の
新
築
工
事
（
電
気
設
備
、
機

械
設
備
、
一
部
外
構
工
事
含

む
）、
25
、
26
年
度
に
解
体
工

事
（
残
り
外
構
含
む
）
を
予

定
。
概
算
工
事
費
は
、
新
築
工

事
費
13
億
７
５
０
０
万
円
、
外

構
工
事
費
２
億
円
、
解
体
工
事

費
１
億
５
４
０
０
万
円
を
見
込

む
が
、
物
価
高
騰
に
よ
り
変
動

　
五
霞
町
は
、
川
妻
地
区
と
原

宿
台
地
区
で
、
地
域
優
良
賃
貸

住
宅
整
備
事
業
を
進
め
る
。
12

月
補
正
予
算
で
は
、
整
備
費
、

維
持
管
理
運
営
費
な
ど
と
し
て

限
度
額
12
億
１
０
０
０
万
円

（
２
０
２
３
～
55
年
度
）
の
債

務
負
担
行
為
を
設
定
し
た
。
今

年
２
月
頃
に
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
の
受
付
を
開
始
し
、
４
月

頃
に
は
優
先
交
渉
権
者
を
決
定

し
た
い
考
え
。
２
０
２
５
年
12

月
の
施
設
引
渡
し
を
目
指
し
て

い
く
。

　
施
設
完
成
後
は
所
有
権
を
町

に
移
し
、
事
業
者
が
維
持
管

理
・
運
営
を
行
う
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式

に
よ
り
実
施
す
る
予
定
だ
。

　
川
妻
地
区
内
で
の
整
備
予
定

地
は
埼
玉
県
と
の
県
境
付
近

で
、
敷
地
面
積
は
約
１
１
４
９

㎡
。
２
階
建
て
、
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
タ

イ
プ
の
集
合
住
宅
を
整
備
す
る

予
定
。
戸
数
は
６
戸
を
見
込
ん

整
備
工
事
を
㈱
石
塚
建
設
が
担

当
。
ま
た
、
調
整
池
は
㈱
幸
上

土
木
が
担
当
す
る
。

ｍ
を
想
定
。
基
本
設
計
に
よ
る

と
、
１
階
に
は
多
目
的
ス
タ
ジ

オ
（
約
２
１
６
㎡
）、
図
書
エ

リ
ア
（
約
１
９
６
㎡
）、
研
修

室
や
創
作
室
、
和
室
、
交
流
サ

ロ
ン
な
ど
を
配
置
す
る
。

　
２
階
に
は
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ

オ
、
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、

研
修
室
、
多
目
的
ス
タ
ジ
オ
、

音
楽
ス
タ
ジ
オ
、
設
備
置
場
、

集
密
書
架
、
倉
庫
、
キ
ッ
チ
ン

テ
ラ
ス
な
ど
の
機
能
を
配
置
し

た
い
考
え
。
１
階
の
多
目
的
ス

タ
ジ
オ
、
図
書
エ
リ
ア
の
上
部

に
つ
い
て
は
、
吹
き
抜
け
と
な

る
も
よ
う
。

　
外
観
に
つ
い
て
は
、
動
き
の

あ
る
ス
リ
ッ
ト
窓
や
場
面
を
切

り
取
る
ポ
ツ
窓
を
用
い
る
こ
と

に
よ
り
、
活
動
の
賑
わ
い
や
豊

か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
も
の
を
目

指
す
。
壁
面
は
自
然
豊
か
な
周

辺
環
境
と
の
調
和
を
目
指
し
、

彩
度
の
低
い
色
彩
と
す
る
。

合
施
設
な
ど
の
整
備
も
進
ん
で

い
く
。
国
の
民
間
提
案
募
集
に

登
録
し
て
お
り
、
今
後
は
民
間

事
業
者
か
ら
の

提
案
等
を
受

け
、
整
備
内
容

を
検
討
す
る
。

　
整
備
予
定
地

は
弓
田
地
内
。

緑
あ
ふ
れ
る
自

然
環
境
や
、
桜

の
里
山
を
い
か

し
た
憩
い
の
場

の
提
供
、
周
辺

市
町
を
含
む
広

域
的
な
防
災
拠

点
を
目
的
と
し

た
公
園
整
備
を

行
う
。

　
先
行
整
備
す

る
売
店
付
近
の

駐
車
場
、
広
場

に
つ
い
て
は
、

耐
震
性
の
不
足
が
確
認
さ
れ
て

い
る
た
め
、
本
工
事
を
進
め
る

こ
と
で
利
用
者
の
安
全
を
確
保

す
る
。

　
同
施
設
北
側
に
あ
る
「
市
民

の
広
場
」
も
同
様
に
、
に
ぎ
わ

い
創
出
の
た
め
の
有
効
活
用
を

目
指
す
。
市
民
の
広
場
の
所
在

地
は
水
海
道
宝
町
３
３
７
５

－

１
。
面
積
は
約
４
０
０
０
㎡
。

仮
設
ト
イ
レ
男
女
各
１
台
、
電

源
設
備
、
給
水
設
備
（
井
戸
・

ポ
ン
プ
）、
排
水
設
備
等
の
機

能
を
有
す
る
。

対
応
す
る
必
要
が
あ
る
）、
外

部
・
内
部
・
電
気
設
備
が
Ｃ
判

定
（
広
範
囲
に
劣
化
）
と
診
断

さ
れ
た
と
の
こ
と
。

　
建
物
規
模
に
つ
い
て
は
、
Ｒ

Ｃ
造
２
階
建
て
、
延
べ
面
積
は

約
１
５
８
５
㎡
。
建
築
年
は
１

９
８
１
年
で
、
旧
耐
震
基
準
で

建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
現
状
、
耐
震
工
事
は
未
実
施

で
、
耐
震
補
強
工
事
が
必
要
で

あ
る
と
判
定
さ
れ
た
。

な
ど
電
気
設
備
の
改
修
を
想
定

し
て
い
る
。

　
建
物
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造
一
部
Ｓ

造
地
上
４
階
地
下
１
階
建
て
、

延
べ
面
積
は
３
３
７
０
・
７
４

㎡
。
築
年
数
は
35
年
以
上
が
経

過
し
て
い
る
。

　
２
０
２
２
年
度
に
は
、
屋

根
・
外
壁
改
修
工
事
お
よ
び
変

電
設
備
の
更
新
工
事
を
実
施
。

屋
根
外
壁
の
改
修
工
事
は
㈱
常

陸
建
設
、
変
電
設
備
の
更
新
工

事
は
㈱
須
藤
電
気
が
担
当
し

た
。

　
20
年
度
か
ら
計
画
的
な
改
修

工
事
を
進
め
て
お
り
、
事
務
所

棟
ト
イ
レ
、
大
ホ
ー
ル
棟
ト
イ

レ
の
改
修
工
事
な
ど
も
完
了
し

て
い
る
。

の
可
能
性
が
あ
る
。

　
既
存
の
中
央
公
民
館
の
建
物

規
模
に
つ
い
て
は
、
Ｒ
Ｃ
造

（
一
部
Ｓ
造
）、
２
階
建
て
、
延

べ
面
積
２
４
７
１
㎡
。
築
年
数

は
40
年
以
上
が
経
過
し
て
い

る
。
大
ホ
ー
ル
、
会
議
室
、
学

習
室
、
視
聴
覚
室
、
音
楽
室
、

調
理
実
習
室
、
図
書
室
な
ど
の

機
能
を
有
し
て
い
る
。

で
い
る
。

　
原
宿
台
地
区
の
整
備
予
定
地

内
に
は
、
原
宿
台
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
辰
堂
公
園
が

あ
る
。
敷
地
面
積
は
約
５
４
２

６
㎡
。
川
妻
地
区
と
同
様
に
、

集
合
住
宅
を
整
備
す
る
。
戸
数

は
24
戸
で
、
階
層
は
３
階
ま
で

を
想
定
す
る
。

　
原
宿
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
は
解
体
し
、
新
た
な
建
物

を
新
設
す
る
予
定
。
敷
地
内
東

側
に
あ
る
辰
堂
公
園
に
つ
い
て

は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
等
を

進
め
て
い
く
。

　
桜
川
市
は
、
大
和
中
央
公
民

館
（
羽
田
１
０
２
８

－

１
）
の

耐
震
補
強
お
よ
び
改
修
工
事
を

実
施
す
る
。
設
計
は
㈱
柴
建
築

設
計
事
務
所
が
担
当
し
て
お

り
、
今
年
６
月
末
ま
で
を
目
途

に
策
定
す
る
。
新
年
度
内
に
着

工
で
き
る
よ
う
、
準
備
を
進
め

　
古
河
市
は
、
老
朽
化
し
た
中
央
公
民
館
や
周
辺
の
公
民
館
を
集
約
化
し
た
施
設
「
総
和
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
に
向
け
、
現
在
は
実
施
設
計
を
進
め
て
い
る
。
基
本
設
計
の
段

階
で
は
、
建
物
規
模
は
Ｓ
造
２
階
建
て
、
総
延
べ
面
積
は
２
５
３
７
・
３
㎡
を
想
定
。
今
年

４
、
５
月
ご
ろ
に
も
工
事
を
発
注
し
、
仮
契
約
締
結
後
、
６
月
議
会
で
本
契
約
締
結
の
議
案

提
出
へ
進
ん
で
い
く
見
込
み
だ
。
２
０
２
５
年
12
月
の
開
館
を
目
指
し
、
作
業
を
進
め
る
。

設
計
業
務
に
つ
い
て
は
、
昭
和
設
計
・
日
本
工
営
都
市
空
間
Ｊ
Ｖ
が
担
当
し
て
い
る
。

外観パース・敷地南西からのイメージ

まちに開かれた開放性のある外観

※実施設計を行うにあたり、細部において変更になる場合あり※実施設計を行うにあたり、細部において変更になる場合あり

至 久喜白岡 JCT至 久喜白岡 JCT

至 つくば JCT至 つくば JCT

坂東 PA（外回り）坂東 PA（外回り）

坂東 PA（内回り）坂東 PA（内回り）

圏央道圏央道

新年度にも工事実施
明野公民館で内装等改修

《筑西市》

古 河 市

交
流
セ
ン
タ
ー
の
新
設

４
、５
月
頃
に
は
工
事
発
注

坂
東
PA 

都
市
公
園
を
一
体
整
備

売
店
事
業
者
の
決
定
へ

坂東市

２
月
ご
ろ
プ
ロ
ポ
受
付

設
計
業
務
は
柴
建
築

２
地
区
で
優
良
賃
貸
住
宅

公
民
館
の
耐
震
・
改
修

五霞町

桜川市

報
徳
銀
行
の
耐
震

新
年
度
よ
り
着
工

《
常
総
市
》

〒310－0013  水戸市若宮1丁目2番7号
TEL 029－224－6361㈹　FAX 029－224－6504

〒300－0051  土浦市真鍋1－14－17　オクイビル3F
TEL 029－869－6722㈹　FAX 029－869－6723
URL http://www.wachisyouji.co.jp

本 社

つくば営業所

ALC・杭・地盤改良・耐火被覆・金属屋根・OAフロアー・パーテーション・雨水貯留・スポーツ床・グラウンド改良・防球ネット・
インターロッキング・平板・木製デッキ・門扉フェンス・公園施設・噴水・遊具・トイレ・サイン・コンクリート二次製品

新しい都市景観創造
自然と調和する、より豊かで快適な生活空間を支えていきたい。
自由な発想と先進の技術で、地域社会に貢献していきたい。　 

――私たちは、和知商事です。

総合建設業 ISO9001：2015認証取得

横田建設株式会社

本　社/〒310－0845 茨城県水戸市吉沢町667
TEL. （029）247－0830
FAX. （029）247－9899

代表取締役　横 田  修 一
茨城県つくばみらい市下長沼118-1

確かな技術と誠実さで社会に奉仕致します

電話 0297(52)2298　　　
FAX 0297(52)4867　　　
URL https://www.ywr.co.jp/

株式
会社
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代表取締役社長 松 　 浦 　 一 　 久
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２
０
２
４
年

主
要
事
業

鹿
行
地
域

鹿
行
地
域

　
神
栖
市
は
第
一
給
食
共
同

調
理
場
（
大
野
原
中
央
６

－

５

－

13
）
の
整
備
に
向
け
、
現
在

は
基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
て

い
る
。
順
調
な
ら
新
年
度
か
ら

基
本
・
実
施
設
計
の
策
定
に
着

手
。
設
計
は
単
年
度
で
な
く
複

数
年
度
か
け
て
行
う
可
能
性
が

あ
る
。
設
計
の
完
了
後
に
工
事

に
取
り
掛
か
り
、
２
０
２
８
年

度
の
供
用
開
始
を
目
指
す
。

　
現
在
の
第
一
学
校
給
食
共
同

調
理
場
は
１
９
９
１
年
の
建

設
。
稼
働
か
ら
す
で
に
30
年
以

上
が
経
過
し
、
施
設
や
設
備
の

老
朽
化
が
著
し
い
。
現
在
、
修

繕
な
ど
を
繰
り
返
し
、
調
理
能

力
を
維
持
し
て
い
る
状
況
だ

が
、
抜
本
的
な
更
新
の
時
期
を

迎
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
、
市
で
は
将
来
に

わ
た
っ
て
安
全
で
安
心
な
学
校

給
食
の
安
定
的
か
つ
継
続
的
な

提
供
を
行
う
学
校
給
食
施
設
を

整
備
す
る
た
め
基
本
計
画
の
策

定
を
本
年
度
か
ら
開
始
し
た
。

し
て
い
る
。
総
工
費
は
お
お
む

ね
１
億
４
５
０
０
万
円
（
税
込

み
）
を
見
込
む
。

　
大
野
原
西
小
（
大
野
原
５

－

１

－

45
）
の
体
育
館
棟
は
Ｒ

　
整
備
場
所
は
現
在
の
サ
ッ

カ
ー
場
付
近
、
公
園
内
の
空
き

ス
ペ
ー
ス
を
活
用
す
る
予
定

で
、
用
地
の
取
得
な
ど
は
行
わ

な
い
。
整
備
す
る
の
は
人
工
芝

サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
１
面
。
少
年

用
と
し
て
は
２
面
使
用
が
可
能

と
な
る
。

有
量
削
減
も
求
め
ら
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、

現
庁
舎
の
建
て
替
え
に
加
え
て

公
共
施
設
の
集
約
化
・
複
合

化
、
さ
ら
に
周
辺
整
備
を
含
め

た
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
も
含
め

た
一
大
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
た
。

　
財
源
と
し
て
新
庁
舎
に
は
合

併
特
例
債
と
公
共
施
設
整
備
基

金
を
活
用
。
公
共
施
設
等
に
つ

い
て
は
社
会
資
本
整
備
総
合
交

付
金
や
防
衛
施
設
周
辺
民
生
安

定
施
設
整
備
事
業
補
助
金
、
市

債
な
ど
を
検
討
す
る
。

　
今
後
の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

口
、
教
材
室
、
倉
庫
、
配
膳
ス

ペ
ー
ス
等
）
な
ど
で
構
成
さ
れ

る
。

　
ま
た
管
理
関
係
室
と
し
て
職

員
室
、
事
務
室
、
校
長
室
・
応

接
室
、
会
議
室
、
印
刷
室
、
休

憩
室
、
更
衣
室
、
職
員
便
所
、

倉
庫
、
保
健
室
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
室
、
相
談
室
、
配
膳
室
を

配
備
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
た
め

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
す
る
計

画
だ
。

　
体
育
館
に
は
ア
リ
ー
ナ
、
ス

テ
ー
ジ
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ク
ラ

イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
の
ほ
か
地

域
交
流
室
、
給
湯
室
、
倉
庫
な

ど
も
設
け
る
。
屋
外
プ
ー
ル
は

25
ｍ
×
６
コ
ー
ス
で
水
面
積
が

３
２
５
㎡
。
プ
ー
ル
付
属
棟
は

１
２
８
㎡
。

は
㈱
小
林
電
気
商
会
、
誘
導
灯

設
置
工
事
は
小
野
村
工
業
㈱
が

担
当
。
22
年
４
月
に
供
用
を
開

始
し
た
。

　
オ
ー
プ
ン
以
来
、
人
工
芝

サ
ッ
カ
ー
場
は
夜
間
の
利
用
を

含
め
サ
ッ
カ
ー
大
会
や
合
宿
が

頻
繁
に
開
催
さ
れ
る
な
ど
利
用

者
が
増
加
し
、
人
気
を
博
し
て

い
る
。

　
市
で
は
需
要
の
高
ま
り
へ
対

応
す
る
と
と
も
に
大
規
模
大
会

の
誘
致
を
図
る
た
め
、
公
園
内

に
関
し
て
、
立
地
条
件
（
法
規

制
、
必
要
面
積
、
イ
ン
フ
ラ

条
件
・
整
備
コ
ス
ト
）、
配
送

ル
ー
ト
、
配
送
時
間
な
ど
の
整

理
、
比
較
検
討
を
行
い
、
建
設

に
適
し
た
候
補
地
を
選
定
す
る

　
鉾
田
市
は
新
庁
舎
・
公
共
施

設
等
整
備
に
向
け
て
検
討
を
進

め
て
い
る
。
老
朽
化
の
進
む
庁

舎
の
建
て
替
え
だ
け
で
な
く
公

共
施
設
の
集
約
化
を
一
体
的
に

進
め
る
大
事
業
。
合
併
特
例
債

の
使
用
期
限
で
あ
る
２
０
３
０

年
度
ま
で
の
完
成
を
目
指
す
。

　
現
在
の
市
役
所
本
庁
舎
は
１

　
旭
中
学
校
区
統
合
小
学
校
整

備
事
業
は
、
旭
東
小
学
校
、
旭

南
小
学
校
、
旭
西
小
学
校
、
旭

北
小
学
校
の
４
校
を
統
合
す
る

も
の
。
建
設
地
は
玉
田
１
０
４

７

－

８
ほ
か
で
旭
中
学
校
の
そ

ば
。
敷
地
面
積
は
４
万
７
３
１

４
㎡
。

　
基
本
計
画
は
㈱
三
橋
設
計
が

策
定
。
設
計
は
㈱
桜
設
計
事
務

所
が
担
当
。
造
成
工
事
は
藤
井

建
設
・
酒
井
建
設
Ｊ
Ｖ
が
施
工

し
て
い
る
（
写
真
）。

　
校
舎
棟
は
普
通
教
室
15
室
、

特
別
支
援
室
８
室
（
言
語
学

級
、
知
的
学
級
、
情
緒
学
級
、

プ
レ
イ
ル
ー
ム
）、
特
別
教
室

（
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
外
国

語
教
室
、
家
庭
科
室
、
生
活
科

室
、
図
書
室
、
図
工
室
、
理
科

室
等
）、
共
有
ゾ
ー
ン
（
昇
降

　
潮
来
市
は
前
川
運
動
公
園

サ
ッ
カ
ー
場
の
増
設
工
事
に
新

年
度
か
ら
着
手
す
る
計
画
だ
。

設
計
は
Ｎ
ｉ
Ｘ
三
喜
㈱
に
委
託

し
、
２
０
２
３
年
度
内
に
ま
と

め
る
予
定
。

　
前
川
運
動
公
園
で
は
21
年
度

に
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
人
工

芝
や
照
明
設
置
工
事
、
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
の
建
設
工
事
な
ど
を
実

施
。
人
工
芝
工
事
は
㈱
茂
木
工

務
店
、
施
設
建
築
工
事
は
澤
田

建
設
㈱
、
照
明
設
備
設
置
工
事

業
務
は
㈱
長
大
に
委
託
。

　
基
本
計
画
業
務
の
主
な
内
容

と
し
て
は
、
必
要
食
数
を
供
給

す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
床
面

積
の
算
定
。
ま
た
市
が
建
設
候

補
地
と
し
て
い
る
複
数
の
敷
地

　
行
方
市
は
麻
生
衛
生
セ
ン

タ
ー
（
板
峰
77
）
の
基
幹
的
改

良
工
事
を
、
早
け
れ
ば
２
０
２

５
年
度
に
も
実
施
す
る
考
え

だ
。
現
在
は
施
設
長
寿
命
化
計

画
の
策
定
を
㈱
東
和
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
東
京
支
店
が
担
当
。

　
麻
生
衛
生
セ
ン
タ
ー
は
、
市

内
か
ら
排
出
さ
れ
る
し
尿
及
び

浄
化
槽
汚
泥
を
衛
生
的
に
処
理

す
る
た
め
の
施
設
で
１
９
９
４

年
竣
工
。
施
設
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造

地
下
１
階
、
地
上
２
階
建
て
延

べ
床
１
７
６
５
・
８
３
㎡
。

　
供
用
か
ら
30
年
近
く
が
経
過

し
設
備
関
係
の
老
朽
化
が
懸
念

さ
れ
る
。
今
回
の
長
寿
命
化
計

画
の
中
で
事
業
費
や
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
、
改
修
の
内
容
な
ど

を
定
め
て
い
く
。

Ｃ
造
２
階
建
て
１
３
６
５
㎡
、

プ
ー
ル
付
属
室
は
Ｒ
Ｃ
造
２
階

建
て
１
１
２
㎡
。

　
設
計
内
容
は
屋
根
改
修
工

事
、
外
壁
改
修
工
事
、
外
部
建

具
改
修
工
事
、
内
部
（
手
す
り

等
）
改
修
工
事
、
外
構
改
修
工

事
、
電
灯
設
備
改
修
工
事
に
係

る
も
の
。
そ
の
ほ
か
ア
ス
ベ
ス

ト
分
析
調
査
業
務
も
行
う
。

　
鹿
嶋
市
は
平
井
団
地
（
平
井

東
３

－

15
）
３
号
棟
の
外
装
等

改
修
工
事
を
新
年
度
に
実
施
す

る
予
定
だ
。
本
年
度
は
実
施
設

計
業
務
を
ア
ト
リ
エ
10
一
級
建

築
士
事
務
所
（
鹿
嶋
市
）
に
委

託
し
た
。
設
計
の
委
託
額
は
１

３
５
万
円
（
税
抜
き
）。

　
同
施
設
の
規
模
は
Ｒ
Ｃ
造
３

階
建
て
、
延
べ
床
面
積
９
６
６

㎡
。
２
０
０
６
年
の
建
築
。
経

年
劣
化
対
応
の
た
め
の
必
要
な

改
修
を
行
う
。

　
内
容
と
し
て
は
外
壁
の
改
修

や
給
水
管
の
改
修
、
屋
根
防
水

工
事
、
シ
ー
リ
ン
グ
打
ち
替
え

な
ど
を
想
定
す
る
。

　
神
栖
市
は
大
野
原
西
小
学
校

体
育
館
の
改
修
工
事
を
実
施

す
る
た
め
、
設
計
業
務
を
㈱
岡

野
建
築
設
計
事
務
所
に
委
託
し

た
。
工
事
は
新
年
度
を
予
定

に
新
た
な
サ
ッ
カ
ー
場
を
増
設

す
る
こ
と
と
し
た
。

た
め
の
基
礎
資
料
を
作
成
。

　
さ
ら
に
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
検
討
や
概
算
事
業
費
の
算
定

も
実
施
。
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式
等
を
導

入
す
る
場
合
の
課
題
の
整
理
や

資
料
の
作
成
も
実
施
す
る
。

９
７
４
年
築
で
Ｒ
Ｃ
造
（
一
部

Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
）
３
階
建
て
延
べ
床

３
９
８
４
㎡
。
老
朽
化
や
耐
震

性
の
不
安
に
加
え
、
窓
口
利
便

性
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

の
面
で
課
題
が
多
く
、
現
在
の

建
物
で
は
解
決
が
難
し
い
状

態
。
ま
た
、
将
来
の
人
口
減
少

を
見
据
え
、
公
共
建
築
物
の
保

　
鉾
田
市
は
新
年
度
か
ら
旭
中
学
校
区
統
合
小
学
校
の
本
体
工
事
に
着
手
す
る
。
工
事
の
発

注
は
夏
ご
ろ
と
な
る
見
通
し
で
、
一
括
で
の
発
注
が
有
力
だ
。
施
設
規
模
は
基
本
設
計
の
時

点
で
校
舎
が
Ｒ
Ｃ
造
２
階
建
て
６
５
２
５
㎡
、
体
育
館
が
Ｓ
造
平
屋
建
て
１
５
９
１
㎡
と
し

て
お
り
、
実
施
設
計
の
段
階
で
も
大
き
な
変
更
は
な
い
も
よ
う
。
供
用
開
始
は
２
０
２
６
年

度
を
目
指
す
。

は
、
２
０
２
４
～
25
年
度
に
用

地
買
収
、
25
～
26
年
度
に
基
本

計
画
検
討
委
員
会
、
26
～
27
年

度
に
基
本
設
計
検
討
委
員
会
、

27
～
28
年
度
に
実
施
設
計
検
討

委
員
会
を
予
定
。

　
そ
の
後
、
28
～
30
年
度
で
工

事
を
行
い
、
31
年
度
の
供
用
開

始
を
目
指
す
。

夏
ご
ろ
に
本
体
工
発
注

鉾 田 市

旭
中
学
校
区
統
合
小
の
建
設

第一給食共同調理場の整備
新年度から設計策定へ

神栖市／供用は28年度

庁
舎
を
含
め
一
体
的
整
備

公
共
施
設
集
約
化
図
る

鉾田市

潮
来
市 

設
計
は
Ｎ
ｉ
Ｘ
三
喜

サ
ッ
カ
ー
場
増
設
に
着
手

平
井
団
地
３
号
棟

新
年
度
に
改
修
工

鹿
嶋
市

25年度にも基幹的改良工事
東和が長寿命化計画策定

行方市／麻生衛生センター

大
野
原
西
小
屋
体
の
改
修

総
工
費
1.4
億
円
見
込
む

神栖市
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水
戸
市
泉
町
２
丁
目
３
の
一

部
で
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
、
業

務
な
ど
の
機
能
を
持
つ
複
合
施

設
の
整
備
計
画
が
浮
上
し
て
い

る
。
計
画
敷
地
面
積
は
４
２
７

０
㎡
。
建
物
の
13
階
建
て
延
べ

床
面
積
は
３
万
１
６
０
０
㎡
。

泉
町
２
丁
目
北
地
区
市
街
地
再

開
発
準
備
組
合
が
水
戸
市
に
対

し
、
ま
ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
と

活
力
の
向
上
に
資
す
る
市
街
地

再
開
発
事
業
へ
の
支
援
を
求
め

る
陳
情
を
提
出
し
た
。

　
場
所
は
国
道
50
号
泉
町
１
丁

目
交
差
点
の
北
西
部
。
７
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
新
市
民
会
館
の

西
側
。

　
敷
地
内
に
は
中
央
ビ
ル
（
水

戸
市
泉
町
２
丁
目
３

－

２
）
な

ど
が
立
地
。
敷
地
の
西
側
は
市

道
上
市
１
９
１
号
線
が
南
北

に
、
北
側
は
上
市
１
９
０
号
線

が
東
西
に
走
る
。

　
想
定
補
助
事
業
は
組
合
施
行

に
よ
る
第
一
種
市
街
地
再
開
発

事
業
。
施
行
区
域
は
約
０
・
６ 

ha
。
建
物
規
模
は
地
上
13
階

地
下
１
階
、
延
べ
３
万
１
６
０

　
新
工
場
が
建
設
さ
れ
る
「
圏

央
道
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
つ
く
ば

　
カ
ル
ビ
ー
㈱
（
本
社
・
東
京

都
千
代
田
区
、
江
原
信
代
表
取

締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
、
下

妻
市
内
で
造
成
中
の
「
し
も
つ

ま
中
央
工
業
団
地
」
に
お
い

て
、
新
工
場
用
地
を
取
得
し

た
。
敷
地
面
積
は
、
カ
ル
ビ
ー

グ
ル
ー
プ
国
内
最
大
規
模
の
約

19
万
㎡
。
こ
れ
に
よ
り
、
カ
ル

０
㎡
（
う
ち
容
積
対
象
２
万

２
５
０
０
㎡
、
容
積
率
約
５

３
０
％
）。
床
用
途
は
商
業
・

サ
ー
ビ
ス
、
業
務
、
住
宅
（
約

30
戸
）、
駐
車
場
（
約
２
３
０

台
）。
新
市
民
会
館
の
総
合
調

整
な
ど
に
携
わ
っ
た
㈱
都
市
環

境
研
究
所
（
東
京
都
文
京
区
）

が
協
力
。

　
陳
情
に
よ
る
と
、
中
央
ビ
ル

を
核
と
す
る
泉
町
２
丁
目
北

地
区
は
、
好
条
件
の
立
地
場
所

み
ら
い
」
は
、
都
心
か
ら
40
㎞

圏
に
位
置
す
る
好
立
地
で
あ
り

　
し
も
つ
ま
中
央
工
業
団
地
の

所
在
地
は
、
下
妻
市
古
沢
・
袋

畑
地
内
。
圏
央
道
常
総
Ｉ
Ｃ
か

ら
約
15
分
、
国
道
１
２
５
号
と

国
道
２
９
４
号
の
交
差
点
南
西

部
に
位
置
し
、
交
通
利
便
性
が

高
い
。

　
開
発
面
積
は
約
37
・
４ 

ha
。

分
譲
面
積
は
約
28
・
８ 

ha
。

こ
の
う
ち
１
号
区
画
（
約
19 

ha
）
を
カ
ル
ビ
ー
新
工
場
用

地
と
す
る
。
昨
年
６
月
よ
り
造

成
工
事
に
着
手
し
て
い
る
。
２

号
区
画
は
約
６
・
１ 

ha
、
３

号
区
画
は
約
３
・
７ 

ha
。

推
進
す
る
こ
と
で
生
産
体
制
の

更
な
る
強
化
を
図
る
た
め
、
高

萩
市
内
に
同
社
グ
ル
ー
プ
の
基

幹
工
場
と
し
て
新
工
場
を
建
設

す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

　
着
工
予
定
時
期
は
24
年
７

月
、
竣
工
予
定
時
期
は
25
年
７

月
で
、
投
資
額
は
約
70
億
円
を

見
込
ん
で
い
る
。
生
産
品
目
は

お
茶
づ
け
、
ふ
り
か
け
、
粉
末

み
そ
汁
ほ
か
。

　
新
し
い
生
産
拠
点
で
は
、
第

一
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
２
０
２
７

年
か
ら
28
年
に
か
け
て
ル
ー
ム

エ
ア
コ
ン
の
生
産
を
開
始
す
る

予
定
。
生
産
台
数
は
年
間
50
万

台
程
度
、
雇
用
人
員
は
３
０
０

～
４
０
０
人
を
見
込
む
。
将
来

的
に
は
事
業
環
境
の
変
化
を
見

極
め
な
が
ら
生
産
品
目
の
拡
充

な
ど
の
設
備
投
資
を
予
定
。

の
ア
ク
セ
ス
も
良
く
、
海
や
豊

か
な
自
然
、
文
化
財
が
多
数
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
魅
力
が

広
く
認
知
が
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
変
え
て

い
く
た
め
、
地
域
事
業
者
と
の

連
携
の
も
と
、
鹿
嶋
市
の
魅
力

を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
市
内

に
お
け
る
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設

を
建
設
・
開
業
す
る
。

下
妻
市
内
に
あ
る
既
存
工
場
よ

り
も
生
産
力
を
上
げ
、
機
械
の

自
動
化
な
ど
最
新
鋭
の
次
世
代

型
工
場
を
目
指
し
た
い
考
え
で

あ
る
と
の
こ
と
。
需
要
が
拡
大

す
る
「
じ
ゃ
が
り
こ
」
へ
の
対

応
な
ど
、
関
東
エ
リ
ア
に
お
け

る
グ
ル
ー
プ
全
体
の
生
産
体
制

を
再
構
築
す
る
。

館
、
京
成
百
貨
店
か
ら
な
る
新

た
な
魅
力
発
信
拠
点
「
Ｍ
ｉ
ｔ

ｏ
ｒ
ｉ
Ｏ
」
が
形
成
さ
れ
、
ま

ち
な
か
の
に
ぎ
わ
い
創
出
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
同
地
区
で
の
再
開
発
に
よ

り
、
中
心
市
街
地
に
お
け
る
定

住
人
口
の
増
加
だ
け
で
な
く
、

居
住
環
境
の
向
上
を
図
る
商
業

系
用
途
、
地
域
経
済
の
活
力
向

上
に
寄
与
す
る
業
務
系
用
途
も

組
み
入
れ
た
複
合
施
設
と
す
る

こ
と
で
、
泉
町
地
区
全
体
の
地

域
の
活
力
を
高
め
、
ま
ち
な
か

の
回
遊
性
の
向
上
に
も
つ
な
げ

て
い
く
。

　
Ｊ
Ｘ
金
属
㈱
（
東
京
都
港
区

虎
ノ
門
二
丁
目
10

－
４
、
オ
ー

ク
ラ
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
タ
ワ
ー
）

は
、
ひ
た
ち
な
か
市
に
ひ
た
ち

な
か
新
工
場
（
仮
称
）
を
新
設

す
る
。
千
代
田
化
工
建
設
㈱

（
神
奈
川
県
）
が
設
計
施
工
を

担
当
。
２
０
２
５
年
９
月
末
の

完
成
を
目
標
に
工
事
を
進
め
て

い
く
。

　
建
設
地
は
、
日
立
建
機
ひ
た

い
て
海
外
の
生
産
を
国
内
に
移

す
「
生
産
の
国
内
回
帰
」
で
は

な
く
、
純
粋
な
「
国
内
生
産
の

強
化
」
と
位
置
づ
け
る
。
こ
れ

ま
で
、
同
社
の
国
内
生
産
拠
点

は
関
西
に
集
中
し
て
お
り
、
今

回
発
表
さ
れ
た
新
工
場
「
ダ
イ

キ
ン
工
業
㈱
つ
く
ば
製
作
所

（
仮
称
）」
は
空
調
機
生
産
拠
点

と
し
て
は
関
東
で
初
の
工
場
。

り
、
年
間
１
０
０
万
人
を
超
え

る
来
訪
者
が
訪
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
ス
タ
ジ
ア
ム
や
鹿
島

神
宮
の
近
隣
エ
リ
ア
に
十
分
な

宿
泊
施
設
が
な
く
、
多
く
の
来

ビ
ー
は
同
工
業
団
地
へ
進
出
す

る
初
の
企
業
と
な
っ
た
。
２
０

２
５
年
３
月
の
土
地
引
き
渡
し

を
予
定
し
て
お
り
、
27
年
度
３

月
頃
に
着
工
、
29
年
度
３
月
頃

の
操
業
開
始
を
目
指
す
。
土
地

の
投
資
額
は
約
49
億
４
０
０
０

万
円
。

　
工
場
の
規
模
は
未
定
だ
が
、

だ
が
個
々
の
土
地
自
体
は
狭
小

で
、
建
物
も
老
朽
化
し
、
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
課
題
が
山

積
し
て
い
る
と
い
う
。

　
こ
の
た
め
、
市
街
地
再
開
発

事
業
で
市
の
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て

い
く
と
い
う
結
論
に
至
り
、
昨

年
５
月
に
準
備
組
合
を
設
立
し

た
。

　
そ
の
後
の
検
討
に
よ
り
、
施

設
を
共
同
化
す
る
こ
と
で
新

た
な
交
流
や
に
ぎ
わ
い
の
創
出

に
資
す
る
施
設
建
築
物
へ
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
図
る
。

　
周
辺
で
は
芸
術
館
、
市
民
会

常
磐
道
お
よ
び
圏
央
道
に
設
置

予
定
の
２
つ
の
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
良
好
。

　
同
社
は
今
回
の
新
工
場
に
つ

　
ツ
キ
ヒ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

㈱
（
東
京
都
渋
谷
区
、
代
表
者

＝
キ
ム
ラ
カ
ズ
キ
）
と
㈱
Ｋ
Ｘ

（
鹿
嶋
市
、
代
表
者
＝
小
泉
文

明
鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
代
表
取

締
役
社
長
）
が
鹿
嶋
市
に
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
施
設
を
建
設
す
る
。

宿
泊
施
設
８
棟
の
建
設
を
計
画

し
て
お
り
、
２
０
２
４
年
春
の

プ
レ
オ
ー
プ
ン
、
同
年
夏
の
グ

ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
予
定
。

　
建
設
場
所
は
カ
シ
マ
サ
ッ

カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
近
辺
。
宿
泊

棟
８
棟
に
は
、
最
大
48
人
が
収

容
可
能
予
定
。
各
棟
に
は
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
サ
ウ
ナ
を
附
帯
し
、

飲
食
棟
、
共
用
サ
ウ
ナ
棟
、
多

目
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

な
ど
も
提
供
す
る
計
画
だ
。

　
鹿
嶋
市
に
は
鹿
島
ア
ン
ト

ラ
ー
ズ
や
鹿
島
神
宮
な
ど
が
あ

　
25
年
３
月
頃
に
稼
働
予
定
で

あ
る
広
島
県
の
せ
と
う
ち
広

島
工
場
と
と
も
に
、
国
内
地
域

間
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
全
般
の
最

適
化
と
効
率
的
な
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
実
現
を
図
る
考
え

だ
。

　
下
妻
市
の
既
存
工
場
は
、
１

９
７
５
年
に
操
業
を
開
始
。
所

在
地
は
半
谷
９
０
３
。
敷
地
面

積
は
約
１
万
４
２
５
５
㎡
。
主

な
製
造
商
品
は
じ
ゃ
が
り
こ
、

Ｊ
ａ
ｇ
ａ
ｂ
ｅ
ｅ
な
ど
。
生
産

機
能
は
新
工
場
に
移
転
す
る
予

定
。

　
㈱
永
谷
園
（
東
京
都
港
区
）

は
、
高
萩
市
内
に
新
工
場
を
建

設
す
る
。
建
設
場
所
は
高
萩
市

赤
浜
の
赤
浜
地
区
工
業
団
地

で
、
敷
地
面
積
は
約
４
万
５
０

０
０
㎡
。
２
０
２
４
年
７
月
の

着
工
を
目
標
と
し
て
事
業
を
進

め
て
い
く
。

　
同
社
は
昨
年
の
取
締
役
会
に

お
い
て
、「
生
産
効
率
の
向
上
」

や
「
環
境
へ
の
配
慮
」
な
ど
を

ち
な
か
Ｉ
Ｃ
Ｔ
デ
モ
サ
イ
ト
跡

地
（
ひ
た
ち
な
か
市
新
光
町
１

０
６

－

１
ほ
か
）
で
敷
地
面
積

は
23
万
５
９
６
５
㎡
。

　
建
物
の
構
造
は
Ｓ
造
２
階
建

て
。
建
築
面
積
は
３
万
６
４
３

３
㎡
、
延
べ
床
面
積
は
４
万
５

３
５
１
㎡
。

　
造
成
工
事
は
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
・

大
日
本
土
木
Ｊ
Ｖ
が
担
当
し
て

お
り
、
工
事
期
間
は
３
月
末
ま

で
を
予
定
し
て
い
る
。

新
工
場
の
建
設
に
よ
り
、
自
然

災
害
な
ど
工
場
の
操
業
に
影
響

を
及
ぼ
す
突
発
的
な
事
象
が
発

生
し
た
際
に
、
商
品
の
供
給
が

途
絶
え
る
リ
ス
ク
を
低
減
で
き

る
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
が
24
年
か
ら
適
用
さ
れ
る

「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」

へ
対
応
す
る
狙
い
も
あ
る
。

訪
者
が
日
帰
り
で
帰
っ
て
し
ま

い
、
地
域
で
の
経
済
活
動
に
生

か
し
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
点

が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
鹿
嶋
市
は
都
内
か
ら

ダイキン工業の新工場完成イメージ

　
ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱
（
大
阪
府
大
阪
市
、
十
河
政
則
代
表

取
締
役
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
は
、
東
日
本
初
の
エ
ア
コ
ン
生

産
拠
点
を
つ
く
ば
み
ら
い
市
の
「
圏
央
道
イ
ン
タ
ー
パ
ー

ク
つ
く
ば
み
ら
い
」
に
建
設
す
る
。
区
画
面
積
は
９
・
８ 

ha
。
工
場
は
段
階
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
予
定
で
「
第

一
ス
テ
ッ
プ
」
の
規
模
は
約
１
・
１
万
㎡
、
投
資
額
約
２

０
０
億
円
を
見
込
む
。

県内各地で進む民間建築工事
東
日
本
初
、段
階
的
に
工
場
整
備

エ
ア
コ
ン
生
産
拠
点
が
誕
生

ダイキン工業
新
市
民
会
館
西
側
の
4270
㎡

複
合
施
設
整
備
計
画
が
浮
上

水戸市泉町

し
も
つ
ま
中
央
工
業
団
地
へ
進
出

19
万
㎡
の
工
場
用
地
取
得

カルビー

鹿
嶋
市
に
宿
泊
施
設
８
棟

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
を
建
設

ツキヒＨＤな　
　ど

25
年
９
月
の
完
成
メ
ド

高
萩
へ
新
工
場
建
設

ひ
た
ち
な
か
に
新
工
場

７
月
着
工
目
指
す

ＪＸ金属
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鶴 田 組株式会社

代表取締役　鶴　田　哲　男

茨城県那珂市菅谷4 4 5 8－ 7 3
T E L 　 0 2 9 － 2 9 8 － 1 1 3 5
F A X 　 0 2 9 － 2 9 8 － 1 1 5 3

〒310－0841　茨城県水戸市酒門町 3218－1
TEL 029－248－0081
FAX 029－246－2388

代表取締役 庄　司　憲　生

造園設計施工管理

常磐造園株式会社

代表取締役　髙　橋　　　智

本　社　〒309－1717　茨城県笠間市旭町647－1
TEL　0296－77－6787㈹
FAX　0296－77－6783　　

特　定　建　設　業

代表取締役　廣　瀬　　　太

〒300－0835　茨城県土浦市大岩田534番地
　　　　　　　　T E L　029－821－3708
　　　　　　　　F A X　029－823－0669
　　　　　　　　E-mail　info@dai1zouen.jp

第一造園土木株式会社

謹んで
新春のお慶びを
申し上げます



（20）2024年（令和6年）1月5日　金曜日新春特集

代表取締役　石　井　　　登

〒311－4153　茨城県水戸市河和田町3891
TEL　029－309－7266
FAX　029－309－7267

代表取締役　柳　田　洋　一

〒311－3107
茨城県東茨城郡茨城町小鶴 1357－3
TEL　029－292－8898
FAX　029－292－9294

総合建設業（特-6218）

代表取締役　安　　　雅　人
〒319－2144　茨城県常陸大宮市泉 243

TEL  0295－52－0593
FAX  0295－53－5773

E-mail：yasukura@maple.ocn.ne.jp

株式会社 やすくら工務店

代表取締役　永　井　剛　人

本　　社　〒310－0004　茨城県水戸市青柳町3657－421
　　　　　TEL（029）302－4770　FAX（029）302－4771
　　　　　E-mail　ryokuchi@lapis.plala.or.jp
常陸太田　〒313－0135　茨城県常陸太田市小島町1738
営 業 所　TEL（0294）76－2824　FAX（0294）76－2848

造園・土木・景観舗装・設計・施工・管理

代表取締役　藤　田　　　強

〒319－3551　茨城県久慈郡大子町池田 2804
　　　　　TEL 0295－72－0365
　　　　　FAX 0295－72－0971

株式会社 藤田工務店
総 合 建 設 業

代表取締役　松　浦　義　文
本社　〒311－3131　茨城県東茨城郡茨城町小堤1743－1
　　　TEL 029－292－0069㈹　FAX 029－292－0122
　　　E-mail:matsuura.co@m9.dion.ne.jp

代表取締役　清　水　愼　一
〒311－3116　茨城県東茨城郡茨城町長岡1798

TEL　029－292－0325
FAX　029－292－1616

六美建設株式会社

URL　http://www.hitachidoboku.jp

本社：〒317－0073　茨城県日立市幸町2－18－5
電話：0294－22－2121　FAX：0294－23－3775
支店：水戸　営業所：東海・北茨城・いわき・ひたちなか

代表取締役会長　沢　畑　正　剛
代表取締役社長　須　田　要　介

日立土木株式会社
豊かで夢のある空間創りをめざして

総合建設業　ISO9001認証

特 定 建 設 業

〒317－0072　茨城県日立市弁天町2丁目2番3号
TEL 0294－22－1515（代表）　FAX 0294－22－0702
〒310－0851　茨城県水戸市千波町1853番地－1－201
TEL・FAX 029－303－5001

本　店　

水戸本社

代表取締役　佐　藤　雅　彦

地球環境の未来を考える

エコアクション21認証

三国屋建設株式会社

Ⓡ

みっくにー

100隻の作業船と海の職人集団

茨城県神栖市奥野谷8083-1
TEL:0299-96-5068
FAX:0299-96-5098

代表取締役　羽　生　義　隆

〒311－1705　茨城県行方市内宿 1033 番地 1
TEL 0291－35－3148 ㈹　FAX 0291－35－3628

E-mail hanyu－kk@beige.plala.or.jp

株式会社

本社　〒300－0066　茨城県土浦市虫掛 3491
TEL 029－824－2772 ㈹
FAX 029－824－2774　

代表取締役　鈴　木　　　亮

総 合 建 設 業
北都建設工業株式会社

豊かで安全な地域社会創りをめざして

本　社　石岡市府中3－11－24
　　　　電話 0299（22）3248（代）  FAX 0299（56）3115
　　　　http://www.yaruyo.com
　　　　E-mail matsunagakoumu10@yaruyo.com

特定建設業
株式会社  松永工務店
一級設計事務所マツナガ

代表取締役　 松　永　英　信

� 田  康 廣副理事長玉 造  　茂副理事長

㈲ 谷 中 工 務 店
柳 田 工 業 ㈱
大 和 土 建 ㈱
渡 辺 建 設 ㈱
渡 辺 工 業 ㈱
㈲ 渡 辺 信 也 石 材

足 立 建 設 ㈱
㈲ 雨 谷 工 業
㈱ ア ー ル エ ス
飯 田 建 設 ㈱
㈱ 石 川 設 備
石 田 道 路 ㈱
市 村 建 設 ㈱
㈲ 市 村 工 務 店
市 村 土 建

伊 藤 設 備 工 事
㈲ 稲 葉 建 設
㈲ 茨 城 銘 石
榎 戸 工 務 店 ㈱
㈱ 大 塚 材 木 店
㈱ 大 橋 工 業
㈲ 奥 村 工 業
金 沢 工 務 店 ㈲
㈲ 小 森 興 業

㈲ 鈴 木 製 材 所
大 洋 建 設 ㈲
㈲ ダ イ ワ 建 設
㈱ 田 口 建 設
㈱ た ば や し
玉 造 建 設 ㈱
㈱ チ ク セ イ 21
塚 田 造 園 建 設 ㈱
つ か は ら 設 備 工 業

酒 寄 造 園 ㈱
酒 寄 鉄 工 所
櫻 川 造 園 土 木
㈲ 島 田 造 園 土 木
㈲ 下 条 工 務 店
㈱ 下 條 土 建
鈴 木 建 材 ㈱
㈱  鈴 木 工 業
㈲ 鈴 木 工 務 店

㈱ に の み や 工 務 店
㈱ 仁 平 工 務 店
野 口 木 工 所
㈱ 萩 原 工 業
白 田 工 建 ㈱
羽 黒 石 材 工 業 ㈱
㈱ 平 井 商 店
㈲ 平 石 緑 化 土 木
㈱ 平 田 建 設

㈱ ヒ ロ サ ワ
㈲ 広 沢 工 務 店
㈲ 廣 瀬 産 業
㈲ 藤 田 土 建
㈱ 堀 石 材 工 業
増 渕 木 材 店
㈱ マ ル ニ 工 業
丸 和 建 設 ㈱
宮 本 造 園

謹んで新春の
お慶びを申し上げます
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